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< 表 紙 解 説 >

チタン薄膜上に、原子間力量 l頁微鏡を利用したリソグラ

フ イ一技術によ り 、非常に微小な A T R の ロゴマー ク ( 各 文

字の幅は約5 0 n m 、  高 さ は 約 2 n m ) を 作 製 し た 例 で す 。

年々、增加する情報通信量を処理 - 記憶するには 、少数
の 電 子 を 利 用 し た メ モ リ や ト ラ ン ジ ス タ 等 で 構 成 さ れ る

超高集積化  ( 半導体 )  デバ イ スが不可欠であ る と の考

え に よ り 、 現 在 、  こ の よ う な ナ ノ メ ー タサイズの加工法

の探素に取 り組んでいます 。
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e巻頭言

知能映像通信研究所は設立以来4年目を迎えた。  研究所の目標の 1 っに、 「現実を超えたコ ミ ュニケー シ
ョ ンの実現」 を掲げている 。 これはなかなか理解しに く ぃ コ ンセプ ト ら し く 、 「具体的に何をめざしている
のか」 との質問をよ く受ける 。  も う 少 し 物 分 か り の い い ( ? ) 人 は 「バーチ ャ ル リ ァ リ テ ィ  (vR )  を使つ
た通信のこ とですね」 と納得顔になって くれ る 。  この目標は設立時に当時の国際電気通信基礎技術研究所
葉原副社長の助言により取り入れたものであるが、  当時は私自身も 「vRを用いた通信」 程度の具体性しか
考えていなかった。その後、現実を超えたコ ミュニケー シ ョ ン と は何か 、  さ ら に は リ ア リ テ ィ 、 vR と は 何
かな ど と 考 え てい く と 、  これが、奥の深いコンセプ トであるこ とに気が付き始めた。

実は、知能映像通信研究所発足の直前である平成7年1月にあの阪神大震災が勃発した。当日の朝、新

幹線が止まり足止めされたまま東京の自宅で、震災直後から リ ァルタイムで送られてくる生々しぃ映像を

見て、  被災地の状況が分かりながら被災地の人々を助けるこ とができないとい う無力感を痛切に感じた。
これまでのvRの大半は圧倒的な現実にはとても及ばなぃ、  それを何とかできなぃか と ぃ うのが率直な考え
であ る 。  これは、  現実に立ち向かぃそれを超えることが可能な技術をめざすとぃ う考え方に結び付く。具

体的には、本当の大地震を体験できるvRが実現すれば、災害の際のシミュレー シ ョ ン 、心理的対応などが
可能 と な るであ ろ う 。 こ れが現実を超えた コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 1 つ の 側 面 で あ る 。  しかし、 vR 技術だけ
で震災のよ うな大災害に対処するこ とは困難であろ う 。 環境適応通信研究所がめざす災害に強いネッ トワ

一クなどとの連携プレーが必要である。
そ の 後 も リ ア リ テ ィ 、 vR とは何か、従来の技術を超えるvR と は何かなど と考えていたが 、  日曜の夜、単
身赴任先に戻る新幹線の中で単身赴任がvR その ものである と ぃ う こ とに気が付いた 。  vR を身を持つて体験
し て い る 人間がvR を研究する とい う皮肉には思わず笑つてしまったが 、  考えてみれば、  単身赴任、 出世競
争 、親子の断絶 、い じめな どは本来はあってはな ら ない もの 、すなわちバーチ ャ ル な も の と 考 え る こ と が

で き る 。  vR技術が発達すれば、 在宅勤務が通常のものとなり単身赴任とぃう形態は消減するのではなぃか。
その結果、家族の絆が復活し、  ひいては、親子の断絶、いじめなどが減少するのではないだろ うか 。言い

換えれば、  vR技術の進歩により、  ビジネスにおける仕事の進め方の大部分がvRを活用して行なわれ、  人間
の本来の生活である個人生活、家庭生活に重点を置くことが可能になる。ここでは、 「現実を超えたコ ミ ュ
ニケー シ ョ ン」 は、 現在の歪んだ現実を健全な現実に引き戻すことを意味している。  これも現実を超えた
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの可能性の 1つである 。余談であるが 、単身赴任がvR であ る とい う考え方はかな り気
に入つてい るが 、  拡張しすぎると会社そして社会全体がバーチ ャルであ る 、  さらには自分の家庭生活もバ

ーチャルではないか と ぃ う 考えに行きっいて し ま う ため 、深刻派の方にはあま り深 く考え る こ と はお勧め

で き な い。
さ ら に 現実 を超 え た コ ミ ュ ニ ケー ションは別の側面も持つ。学生時代に、小説を読み可先つた時期がある

が 、  小説の持つ力は何といった ら ぃいのだろ うか 。  特に、  名作と言われる小説を読んでいる時の没入感。

これに比較すると現在のvR は まだお粗末なもの と言わざるを得ない。東京大学の原島博先生が 「3 0分間メ
デ イ ア」 と急所を突いた表現をされているが 、 vR を 3 0 分間 メデ ィアから脱却させ 、人をその中に取 り込み
新しい体験をさせ 、  それが従来の小説、 映画などを超えた新しぃ体験  ( これは従来の小説、  映画などの メ

ディアにおける受動的な没入感に対して能動的な没入感といえるかもしれなぃ )  にっな が る と こ ろ ま で 持
っ て い け ないだ ろ う か 。  vR は そ の潜在能力 を持つてい る と 信 じ る 。 さ ら に は ネ ッ ト ワー ク でっながれた世
界各地の人がネ ッ ト ワー クの中に作られた仮想空間に集まり 、  そこで新しぃ体験をして相互の新しぃ絆を

作 る 。 こ れ は 従来 の メ デ イ ア を 超 え た 新 し ぃ メ デ ィ ア と な る の で は な ぃ だ ろ う か 。 こ こ で は 「現実を超え
た コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン」 は 、従来の通信を超えた新 し ぃ通信 メデ イ ア を作 り出す こ と にっなが る と考え ら
れる 。

以上のよ うに 、 「現実を超えたコ ミ ュ ニケー シ ョ ン」 とい う概念は一見抽象的に感じられるが、実は非常
に広い概念を含んでおり 、将来の通信のコンセプト と して適切なものといえる 。知能映像通信研究所のプ

ロ ジ ェ ク ト も 後 半 に 入 る が 、  こ の コ ンセプ ト を明確に具現化したシ ステ ム を作 り上げ る こ と をめざ し てい

きたい。
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報告

第 2 回中間時試験研究報告を終えて
ー ヒューマン コ ミュニケー ションの本質を探る

1. はじめに
ATR人間情報通信研究所は19 9 2年3月に設立さ

れ 、 2 0 0 1 年 2 月 までの 9 年間にわたって 「ヒ ュー
マ ン コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン メ カ ニ ズ ム の 研 究」 を行
う 試験研究プ ロジ ェ ク ト です 。  こ の プ ロ ジ ェ ク ト

で は 、 視 覚 ・ 聴覚などの五感から表情 ・ ジ ェ スチ

ャ ー ま で の あ ら ゆ る機能 を特に意識す る こ と な く

複合的に使い こな し てい る人間の優れた機能に学

ぶ と い う 視 点 に 立 つ て 、 そ の 情 報 生 成 ・ 処理機構

を研究 し 、 豊かな ヒ ューマ ン コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

実現のための要素技術を確立するこ と を目的と し

てい ます 。具体的には 、様々な情報が 、人間の大

脳中枢で生成される過程、  神経系によって大脳か

ら末梢に伝達される過程 、  さ ら に は 、 音声言語情

報 、視覚情報 、運動情報など と し て外界に表現さ

れる過程を解明し、  そのコンピュ一夕モデルを構

築する こ とです 。 このため工学 、心理学 、生理学

な どの異分野間の壁を乗 り超えた ト ラ ン スデ ィ シ

プ リ ナ リ  (超分野的)  な研究体制によ り研究を遂

行しています。

1 〇テーマの具体イヒと新規開拓,

:一中間評価 ( 1 ) 1 . ,
1'〇研究テーマの集約
1〇研究の充実と新しい展開, ・ . .

、電---一中間評価( 2 ) ・ .

. 〇研究成果の集約と応用の探索

〇未来テーマの発掘

←最終評価, ・

プロジェク  ト期間中の研究フェーズ

(株) ATR人間情報通信研究所

代表取締役社長

一 ノ瀬  裕 ・

本研究プロ  ジ ェ  ク ト への最大出資機関である

K Tc ( 基礎技術研究促進センター )の規程では、研
究内容と進捗状況などをまとめた中間時試験研究

報告書を一定期間ご と に提出す る こ と に な っ てお

り 、第 1回目の報告書を 1 9 9 5 年 5月に提出しまし

た。この内容にっいては、 A T R  J o um a 1 2 1号 ( 1 9 9 5
年秋 )に掲載しております。

その後も順調に研究を進捗させ、  第 2 回 目 の 報

告書を 1 9 9 7年 9月に提出し、  これ と並行して同年

1 1月には中間時評価報告書 (経済性評価 )を提出し

ました。  KTCの技術評価結果は、 「今後、 プロジェ
ク ト 後期の課題と して研究成果の技術移転には工

夫が必要との指摘もあ りましたが、全般としては、

研究者にとって魅力ある研究環境が実現され、  本

研究所がヒューマ ン イ ン タ ー フ ェ イ ス に 関す る 世

界有数の研究所である こ とが内外に認められる よ

うになったなど十分に満足できる進捗状況にある」
との こ とで した 。以下に今回の報告の概要をご紹

介します。

2. 研究内容
研究内容が多岐にわ た る こ と か ら 、 下 記の 3 つ

のサブテーマを設定し研究を進めています。

(1)音声言語情報生成機構の研究

大脳中枢における音声言語情報の生成過程、 神

経系における音声パ夕一ン情報の表現と伝達の過

程、声帯、口唇、舌などの運動による発声発話の

メカニズムの解明を目標とし、発話モデルの高度

化と発声発話の相互作用モデルの構築、 音声生成

総合モデルの構築、 知覚統合モデルの構築を行い

ます。

(2)視覚情報生成機構の研究

大脳中枢におけるイメ ー ジの生成過程、神経系

における視覚パ夕一ン情報の表現と伝達の過程、

表情などの視覚パ夕一ンの表出メカニズムの解明

を目的とし、視覚情報生成認知 ・ 統合モデルの構

築 、顔イ メ ージの認知 ・ 生成モデルの構築、視覚

要素の能動的認知モデルの構築を行います。
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(3)情報生成統合機構の研究

視覚、聴覚、体性感覚などの異種感覚情報の生

成 ・ 処理における相互作用や情報の統合化および

学習の過程、 大脳中枢の構造と機能に関する脳コ

ミ ュニケーション過程の解明を目的とし、視覚 ・

行動制御情報生成統合モデルの構築、 人工月国プロ
トタイプモデルの構築、感性 ・ 情動モデルの検討
を行います。

3. 研究活動と成果
今回の報告対象期間はプロジ ェ ク ト 期間 9 年中

の最初の 5 年半に当た り 、 研究 フ ェ ーズのほぼ前

期と中期に対応しています 。  こ の間のプ ロジ ェ ク

ト 運営に際しては以下の 3点を重点施策 と して取

り組んできました。

その第一は、  人材への重点投資です。 こ れが功
を奏 し 、 世界か ら適材を集め る こ と に成功 し ま し

た。  これらの人材によって 、大胆な研究計画の具

体 化 を 行 う こ と が で き ま し た 。 ま た 、 本 プ ロ ジ ェ

ク トの実施に必要な工学、心理学、生理学などの

異分野間の壁 を乗 り 超 え た ト ラ ン ス デ イ シ プ リ ナ

リな研究体制を実現できました。

第二は、 情報発信基地としての役割の重視です。

学会、  国際会議、 学術誌への積極的な研究発表は、
約 5年半の間で総計 1 , 1 8 7 件に上ると と もに 、脳の

運動制御原理に関する内部モデル仮説を提案し 、

それを生理実験やロボッ  ト を用いた行動実験で実

証 し た 成 果 が 英 国科学誌 N a t u r e 、  米 国 科 学 誌

S c i e n c eに掲載されるなど、  質の面でも高い評価を

受けました。また、米国経済誌Bus i n e s s  Week(1997

年 6月 2 3 日号 ) の研究所ランキング 、 「生物に学ん
だ情報技術部門」 においては 、 MIT A I-L a b と 並 ん
で世界第 4位の評価を得ています 。  さ ら に 、 主 た

る 研究テーマに関連するワー ク シ ョ ッ プ や シ ン ポ

ジ ウ ム な ど を 積 極的に開催す る こ と に よ っ て 研究

の成果を世界に問 う と と も に 、 国際的研究協力ネ

ッ ト ワー ク を 作 り 、  こ の ネ ッ ト ワー クを活用して 、

研究体制や研究の具体的実施を支えてきました。

第三は、  プロジェ ク ト連携の推進です 。産学官

の壁を乗 り 越 え た他の研究プ ロ ジ ェ ク ト や研究機

関との連携を積極的かっ着実に進めました 。例え

ば、  国 内 に お い て は ト ョ 夕自動車、早稲田大学、

N T T 、  NHKなど海外においては米国ハスキンス研

究所や ウ ィ ス コ ン シ ン大学な ど と の共同研究 、科

学技術振興事業団のプロジェク ト E R A T〇との研究

協力お  よ び奈良先端科学技術大学院大学や神戸大

学 と の連携講座な ど を積極的に実施 し てい ます 。

こ れ ら が相乗的に作用 し た結果 、  人が人を呼び、

情報が情報を呼ぶ好循環な環境を実現する こ と が

できました。

これ らの研究活動や研究成果に対応し 、  新聞、

放送などマス メデ ィ アに も約 5 年半の間に 4 2 4 件が

取 り 上げ ら れ ま し た 。  また 、学会など外部団体か

ら 2 4件 ( 3 4名、 1研究室 )の表彰を受けました。

4. 今後の研究計画
人間の情報生成 ・ 処理機構に学んだヒューマン

イ ン 夕 フ ェー ス要素技術の確立をめざした本プロ

ジ ェ ク ト は 、 そ の 後 開 始 さ れ た 国 家 プ ロ ジ ェ ク ト

の先鞭をっけるものであり 、試験研究開始後の技

術 ・ 経済上の外的環境の変化によりますます重要

に な っ て い ます。 これまでに得られた成果は国内
外で高 く評価 されてい る との認識に立ち 、  こ れ ら

の 成 果 を 導 い て き た ト ラ ン ス デ イ シ プ リ ナ リ な 研

究体制、 情報発信基地としての役割を重視した運

営 、他の研究プロジェ ク トや研究機関との産学官

の壁を越えた連携とい う方針を今後も引き続き発

展 さ せ 、 前期 ・ 中 期 で得 ら れ た成果に基づ き 、 研

究の集約 ・応用の探索を通 して 、研究成果 と し て

のマルチモー ダ ル ・ イ ン 夕 フ ェ ー ス要素技術の確

立をめざします。 また、  プ ロ ト 夕 イ プ化や可視化
も進め、  成果展開に向けた布石とします。

5. 研究成果の具体例
(1 )音声言語情報生成機構の研究

発声発話モデルの研究においては、  発話器官の

形状と運動に関して 、  新しぃ計測手段を駆使して

得 ら れ た デー タを用いた発話モデルの高度化が成

功し、発話形状の個人性のモデル化、3次元舌運動

モデルの基本設計法、  発話器官の滑らかな運動を

効率よく表現できる通過点モデルなど高度な発話

機構モデルの構築に不可欠な要素技術を導きまし

た 。 さ ら に 、 当初目標には設定 されていなか っ た

発話表情モデルの研究への取り組みも開始しまし

た o

音声パタ ー ン認識過程の研究においては、  識別

的特徴抽出法を確立し、  音声スぺ ク ト ル表現法も

包含する認識処理過程全体の最適設計を実現し得

る こ と を示 し ま した 。

時間知覚等の音声知覚基礎過程の研究において

は 、 時 間 知 覚 が タ イ ミ ン グ と ピ ッ チ と の 2 つ の 異

なる処理過程から構成され、  さ ら に そ の 基 本 メ カ

ニズムが夕イ ミ ング手がか りの累積処理に基づ く

ものであることを示唆する結果を得ました。

高次言語機能との統合に関しては、  英語/r/-/l/音
を用いた訓練実験を具体例として 、  知覚と発話と

の間の高い相互作用や知覚訓練結果における高い

恒久性が存在すること等を明らかにしました。

これ らの成果はいずれも 、  研究の最終目標であ

る聴覚数理モデルの構築に大いに寄与する重要な

ものであ り 、  識別的特徴抽出法や斬新な音声特徴

表現法であるSTRA IGHT-TEMP〇法は産業利用の優
れた可能性 を持つ こ と も 明 ら か に な っ て い ま す 。

さ らに 、聴覚情景分析の研究の主流となる計算論

的聴覚モデルの研究を今後大いに促進させる重要

な材料 と な る と と も に 、 認知機構の解明 と音声生

成過程の問題との統合を試みる今後の研究展開に

も示唆に富む材料となっています。
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図 2  音声言語獲得の研究成果をマルチメデイア出版

(2)視覚情報生成機構の研究

立体視覚パタ ー ンの生成過程においては、  こ れ

まで水平視差のみが奧行き知覚に関与していると

思われていま したが 、  垂直視差情報が重要な役割

を担つている こ とが本研究で明らかにな り ま した 。

こ の こ と は 、  水平視差情報のみを使用している現

在の立体デ ィ ス プ レ イ 装置 よ り も さ ら に 自然な立

体視のできる立体表示法の可能性を示唆しており、

工学的応用の可能性を示すものです。  また 、  立体

デ ィ ス プ レ イ の宿命 と も 言 う べ き画面が有限であ

る こ と に よ っ て生 じ る画枠歪みを 、 簡単な手法で

解消する方法を提案し、  その有効性を示しました。

こ れ ら の 成 果 に よ り 、 視 覚 パ タ ー ン知覚 ・ 生成

モデル構築のための立体視メカニズム と運動視メ

カニズムの解明が進み、  目標を達成するために必

要 な デ ー タ を得た と ぃ え ます 。  ま た 、 見 る た め に

動いた り 、  視野の中から認識対象を探索するなど

の人間の高次視覚機能がもっ能動的な働きを工学
的に実現するアルゴリズムの具体例として、  1台の

カ メ ラ に よ る 観測において生 じ る 奥行 き情報の不

完全 さ が 、  画像照合結果に応 じ た カ メ ラ 移動制御

によって解決し得るこ とを示しました 。

さ ら に 、 人 間 が 顔 か ら 感 性 的 な イ メ ー ジを認知

する過程のモデル化をめざした研究の成果として、

顔の 3 次元物体としての特質に起因する認知特性、

印象や表情という顔特有の感性的情報の認知特性、

顔と声の情報の統合性、顔の学習 ・ 記憶特性など

が明 ら か に な り ま し た 。 こ れ ら は 人間 の イ メ ー ジ

認知特性とよ く整合する顔画像の認識 ・ 生成の計

算機情報処理の確立に向けての基礎検討として重

要です。

(3)情報生成統合機構の研究

制御対象の逆モデル学習にっいて 、  フ イ ー ド バ
ッ ク誤差学習に基づいて小脳の異なる部位の学習

機能を統一的に理解する新しぃ理論モデルを提案

し、 さ ら に 、  ヒ ト多関節運動における逆モデルの

必 要 性 を 実 証 的 に 証 明 し ま し た ( 米 国 科 学 誌

Sc ienceに論文掲載)。また、運動軌道の計算におけ

る最適な規範 と し て 、  ダ イ ナ ミ ッ ク な 運 動 規 範 を
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図3  顔の印象に寄与する2次元的特徴の比較

「男ら し ぃ顔」 と 「女らし ぃ顔」 の例

提案し、  これを検証しました 。  さ ら に 広範な実験

デー タに基づいて運動指令変化最小モデルを統一
的定量的に裏付けました。

運動軌道生成と認識の研究にっい て は 、  順逆繰
り返しによる軌道生成のモデルによる最適化原理

に基づく  「見まね」 学習 ( 人の動作を見て まね る )
モデル を提案 し 、  け ん 玉 学 習 口 ボ ッ ト に よ っ て 、

モデルの有効性を検証し、  複数の タ ス クへの拡張
を行いました。

また 、運動学習原理の解明と応用と して 、筋電

位入力による仮想身体運動モデルの構築をめざし

て研究を進め、  表面筋電図から腕の運動軌道を予

測 す る ダ イ ナ ミ ク ス モ デ ル を 、 生 理 学 デ ー タ を 訓

練データ とす る学習によって人工神経回路網モデ

ルと して獲得し 、  こ れ を リ ハ ビ リ テー シ ョ ン に 応

用するための実験を開始しました。

これ らの成果は 、学術的に極めて質が高 く 、  ま

た、複数情報統合 (マルチモー ダ ル ) ヒ ューマンイ

ン 夕 フ ェー スの要素技術への応用可能性に関して

も強い期待を与えるものです。

自然淘汰 と突然変異をモデル化 し た ソ フ ト ゥ ェ

ア進化の研究では、  コンピュー タ ・ ネ ッ ト ワー ク

を 環境 と し て プ ロ グ ラ ム が自律的に多様化 ・ 複雑

化するプログ ラム進化の可能性を探るため 、  国 際

的 な ネ ッ ト ワー ク実験系を構築し 、本格的な進化

実験を開始しました 。現在、  この実験系には、  日

本 、 米 国 、 英 国 、 ス イ ス 、 ベ ル ギーの 5 カ 国 に わ

たる百数十台のワ ー ク ス テ ー シ ョ ン が参加 し て い

ます。 ソ フ ト ウ ェ ア 進化の ための環境構築 と い う

意義のみな らず 、  ネ ッ ト ワ ー ク 上 で の “ 出 会 い ”

を実現する新たなサ イバ一世界の創造にも展開可

能な足掛か りを得た と考えています 。  ま た 、 新 た

に 提 案 し た プ ロ グ ラ ム さ れ た 自 己 解体 モ デ ル は 、

死のもっ利他的な側面が進化を加速するのみなら



図 4  運動中の腕のかたさを測る平行リ  ン ク磁気

浮上型マニピュランダム

ず棲み分け型の生態系を創出する重要な概念であ

る こ と を 実証 し ま し た 。 今後 、 進化 シ ス テ ム の究

極的な制御性を保証する方法論への展開を図りま

す。

ハー ド ウ ェ ア進化の研究では 、セルオー ト マ ト

ン型人工月凶の基本モデルを大幅に改良した、  画期

的なハー ド ウ ェ ア進化モデルを新たに考案し ま し

た 。本モデルは、ハー ド ウ ェ ア と し て の実現可能

性の高い ものであ り 、 本年度ハー ド ウ ェ ア実装の

試作に着手す る こ と が で き ま し た 。 本 プ ロ ジ ェ ク

ト の後期に予定している人工月凶の プ ロ ト タ イ プ に

直接つながる もの と位置づけています 。  また、  自

律進化シ ミ ュ レー タの研究では、遺伝的多様性の

保持と頑強性の向上のため、  優勢 ・ 劣勢遺伝を導

入す る と と も に 、 複雑度に応 じ て環境 を切 り 替 え

て進化を効率化する漸進進化モデルを提案し、  シ

図 5  ニ ュ ー ラ ル ネ ッ  ト の 成 長 ・ 発生

シ ミ ュ レー シ ョ ン

ミ ュレーションによ り有効性を確認しました。

これ らの成果は 、  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ( 情 報 処

理 ・ 情報生成 )の中枢である脳と同じよ うに自律性

と創造性に富む新しぃ情報処理系の創出をめさ°し

た進化システムの基本機構として極めて高い目標

達成度を実現したものと考えております。 さ らに 、

第5回人工生命国際会議の日本での開催に際し中

核的な役割を担い、  人工生命や複雑系など生物に

学んだ情報技術の分野で世界をリ ー ドする研究所

べ ス ト 4 に ラ ン キ ン グ さ れ る な ど 、 世 界 的coE
(Center of E x c e 1 1 e n c e ) としての評価を得ることに成
功し ま し た 。
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研究動向紹介

素手で計算機と対話する

1nteracting with Computers Using Empty Hands
一多数カメラを使つた手の形と動きの認識一

-Multiple-Camera-Based Hand Gesture Recognition-
人間と計算機の素手によるインタフェースの実現をめざし、  多数のテレビカメラを用いた手
の動き・形状の認識法を検討しました。本手法では指の曲がりに関わりなく安定に手の位置
と向きを推定し 、  推定結果に基づき手の形状を視るのに適した画像を選択して指の曲がりの
パター ン (手形状) を認識します。  本手法を使つて素手で仮想シーンの生成が行えるシステ
ムを作り、多くの人に実際に操作してぃただくことで、本手法の有効性と安定性が確認でき
ました。

We propose a non -contact type interfaoe for direot manipulat1on usjng a vls1on -based hand
gesture traoking system . ln this system,the motion of the user' s hand(position,posture
and shape) is  detected in real-time by using mutlple-camera images.Employing multiple -
viewpolnt oompensates for ooclus1ons oaused by hand motion so that a user does not need
to be consoious of the camera position . Based on our hand gesture recognltion system,we
developed a system where a user can create virtualgraphioalscenes interactively.

1. はじめに

人間が計算機に指示を与える場合、  こ れ ま で は

マ ウ ス や キーボー ド と ぃ っ た 装置 が多 く 用 い ら れ

て き ま し た 。  しかし、  この よ う な装置は計算機の

操作に慣れた人には極めて身近なものですが、  計

算機に馴染みの薄い一般の人にとっては計算機の
存在を遠いものにする一つの要因でした 。  も し 、

人間が自分の手で直接計算機に指示を与えられれ

ば、  よ り 多 く の人に と って計算機は身近な もの と

なるこ とが期待されます。

人間の手で計算機に指示を与える  ( 計算機と対

話す る )  た め に は 、 手 の 動 き と 指 の 曲 が り を 用 い

るのが有効と考えられます 。  従来、  手の動きゃ指

の曲がりを計算機に伝えるには、  指の曲がり具合

の計測のために光フ ァ イ バー等を内蔵した特殊な

手袋と 、  磁界式の位置センサを手に装着する方法

が あ り ま し た 。  しかし 、手袋やセンサを装着する

こ と は人間に と っ て快適な もの と はいえず応用分

野 も 限 ら れ る た め 、  これらを装着せず素手で計算

機に指示が与えられる方式の実現が望まれていま

した。

素手で計算機と対話するためには、  テ レ ビ カ メ

ラで人物の手を撮影し、  計算機で画像処理を行う

方法が有効です。  こ こ で問題 と な る のが まず処理

の実時間性 (高速性 )  です。 さ ら に 、 画 像 に お け

る手の見え方は、手の向きゃ指の曲げ方によ り大

き く変化する問題があ り ます 。特に 、手の向きや

指の曲が り方によっては 、  テ レ ビ カ メ ラ か ら 見 え

なぃ部分が発生する 「隠 れ」 ( オ クルージ ョ ン ) が
困難な問題 とな り ます 。  従来の画像処理を用いる

手法では、  こ れ らの問題を併せて解決でき る も の

はありませんでした。

当研究室では、  テ レ ビ カ メ ラ を 複 数 台 用 い て 、

前述の手の多様な見え方と隠れの問題を解決する

と と も に 、高速に手の追跡 と指の曲が り の認識が

可能なシステムを開発しま した 。  以下に具体的な

内容を述べる と と もに 、本認識法を適用した仮想

シー ン生成システムを紹介します。

(株 )ATR知能映像通信研究所

第 1研究室

内 海 章  相 沢 順  大 谷 淳

2. 手の形と動きの認識法
( 1 )手のシル工ツ トの重心位置の検出

図 1 に 示 さ れ る よ う に 、 手 の 領域 を含む画像 を

n ( n ≧ 2 ) 台のカメラで撮影し、各入力画像を色情報

および輝度情報に基づいて肌領域(手のひら領域の

シルエ ツ ト ) と背景領域に領域分割します。  得 ら れ

たシルェ ッ ト 画 像 にェ ッジ検出処理を施し、  手領
域の平均エ ツジ方向を求めます(主軸検出)。続いて、

シルェ ッ ト画像に距離変換 (各画素に領域境界から

の最短距離を持たせる画像変換)を適用します(図2 )。

カ メ ラ 送 択

一「一

手形1ii11定

図1  システム構成図

2値化画像 距離変換画f多

図2  距離変換

重心点
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距離変換の値は、  指の よ う に細い部分では小 さ な

値 と な り 、 掌 の よ う に あ る 程度の大 き さ を 持つ部

分の重心の近くでは大きな値とな り ます 。距離変

換画像の極大点 ( ス ケ ル ト ン )  を求めれば、指の

曲が り に関わ り無 く 、 掌のシルエ ツ トの重心を安

定に検出できる こ とにな り ます 。

( 2 )手の位置と向きの3次元情報の獲得

n台のカメラで得られた画像においてそれぞれ ( 1 )

の方法により手の重心点を求め、 手の3次元位置を

ステレオ法により決定します。次に、 3次元空間に

おける手の方向まわりの回転角を推定します。 3次

元の手方向は各カ メ ラで得られた平均エ ツ ジ 方 向

( 主軸 ) よ り位置と同様にステレオ法により決定でき

ますので、手方向まわりの回転角を推定するこ と

で 、 3次元の手の位置 ・姿勢を完全に定める こ とが

できます 。  回転角の推定のため、  まず指を除いた

手のひら部を図3に示す楕円体によりモデル化しま

す。 楕円体モデルを用いて、  各画像で観測される

重心点(スケルトン )の持つ距離変換値を与える確率

が最も高い回転角を求めます。

図 3  楕円体モデル

表1 コマンド一覧

色 ・  テ ク ス チ ャ 変更

コマン ド 手位置 形状遷移

物体生成

把 持 ・ 移 動

拡大 ・ 縮小

物体外

物体内

物体内

7 → 1

7 → 1

7 → 2

削除

結合

分割

物体内

物体内

物体内

物体内

7 → 4

7 → 5

7 → 6

7 → 3

認識器を構成します。 図4に今回実験に用いた 7 種

類の手形状の入力画像の例とそれぞれの画像にっ
いて検出された輪郭線を示します。

3, 仮想シーン生成システム

前節で述べた手振り推定手法を利用し、  対話的

に仮想シー ン を生成でき るシ ステム を構築し ま し

た 。利用者は 、手振 りに よって指定した形状を持

つ仮想物体を生成し 、  生成 し た 物体 に対 し て 配

置 ・ 削 除 ・ 拡 大 縮 小 等 の 操 作 を 行 う こ と が で き ま

す。表1に今回用意したコマンドの一覧を示します。

表中、 「手位置」 はコマンド発行時に利用者の手が
仮想物体内にあるかど うかを 、  「形状遷移」 はコマ
ン ドを実行あるいは開始するための手形状の変化

を図4の番号で、 それぞれ示します。

図5はシステムの動作例です。 こ こ で は 、  利用者
が角状の物体を把持し移動している様子が示され

ています 。本システムは 、昨年行われたコンピュ

一 タグラフイクスの会議S I G G R A P H 9 7等でデモン

ス ト レー シ ョ ン を 行 う こ と で 、 実 際 に 多 く の 人 に

操作 し て い た だ き 、 好 評 を 博す と と も に 、 動 作 の

安定性が確認できました。

富富富富富富富
図 4 認識器 を構成 し た手形状 ( 白 線部は輪郭線 )

(3)手形状の認識

手の3次元位置 ・ 姿勢が分かると、手形状の認識

処理に適 し た カ メ ラ を 選 ぶ こ と が で き ま す 。 手 の

形状認識には 、 指 ど う し の 「隠 れ」 を回避する必
要があるため 、  手のひらを最も正面に近い位置か

ら 観測で き る カ メ ラ の 画像 を利用 し ま す 。  こ こ で

は、 選ばれたカ メ ラの画像を手先を上方に向ける

よ う回転変換し 、重心点よ り上の領域でシルェ ッ
トの輪郭線を抽出します。輪郭線はP型フー リェ記

述子で表現し、  低 域 フー リェ係数を特徴量とする

図 5  仮想シー ン生成システム動作例

4, むすび

多数カ メ ラ を用いた手振 り認識装置 と その応用

例であ る仮想シー ン生成システムの概要にっい て
述べました。  今後は、  任意形状の生成が可能なシ

ステムの構築等応用面も視野に入れながら、  両手

の動きや複雑な手振りの認識法といった基礎的な

研究を進めて行く予定です。
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研究動向紹介

「声の乱れ」 に耳を馴らす
Computers can be more Liberalfor a Deformed Speech

「いろいろな人」  によって話された  「自然な話し言葉」 に は 、  本 を朗読 し た と き の よ う な 整
った音芦とは違つて、  至る所に  「乱れ」 が含まれます。  私たちは 、  人間がそれらの乱れを苦
にせず言葉を聞き分けるの と同じ よ うに 、  コンピュ ー タにも声の乱れに t登れてもらい、  よ り
自然な人間と機械のコミュニケー シ 惠 ンを実現したいと考えてぃます。  こ こ では 、  コンビュ
ー タを声の乱れに訓らすための新しぃ方法を紹介します。

ln contrast to wel1-formed speech such a s  that produced when reading a book,spontaneous
speech is much morel ibera l in its struoture . Computers need to be more flexlble in the
processing of spontaneous speeoh if they are to real ize na tu r a l human -machine
communicat1on. ln this paper,we introduce a novelalgorithm to prevent computers from
being affected by apparent deformatlon in speech.

1. コンピュータは 「声の乱れ」 に弱い
人間が話した音声をコンピュ一 夕 で聞 き 取 る 、
いわゆる自動音声認識 ( 以下 、音声認識 )  におい

ては 、音声中に含まれる  「乱れ」 に よ って認識誤
り が 起 き て し ま う こ と が あ り ま す 。  こ の 「乱 れ」
の中には 、  注意深く聞けば人間でも検知できる文

字単位の置き換わ り の よ う な も のか ら 、 人間が全

く 意識で きない 、 スぺ ク ト ル構造の微妙な崩れに

至るまで様々なものが含まれます 。前者のよ うに

人間にも検知可能な乱れは と もか く 、 後者の よ う

なほんの些細な乱れによって さえ も認識誤 りが起

き て し ま う こ と が あ る の は 、 一 体 な ぜ な の で し ょ

う か 。

2. 人間のように  「声の亂れ」 に慣れたい
人間 は 、 音 声 を 聞 き 取 る と き 、 「“ ホ ' ' の 音 は こ
ん な ふ う に 聞 こ え る」 と ぃ った 、音の特徴に関す
る知識 と と も に 、言葉のっなが り に関する知識を

利用しています。 例えば、  ある文章の先頭部分が
「オテル」 と聞 こえた気がして も 、  その後ろに  「の
予約」 と続けば、前後のっなが りか ら 、先頭部分
は 「ホテル」 で あ っ た と 、 特 に 意 識 し な く て も 聞
き 換 え る こ と が で き る で し ょ う 。  コンピュ一 夕に
よって音声を認識する場合も 、  これを真似て同じ
よ うな処理を行なっています。 音の特徴と言葉の

つながりに関する知識はそれぞれ、  「音響モデル」、
「言語モデル」 と呼ばれる情報と して格納されてお
り 、  認識結果は、 これら両モデルに基づいて入力

音声を総合的に評価することによって得られます。

つま り 、原理的には、先に述べた人間の場合と同

じ よ う に 、 音声中に多少の乱れがあった と し て も

言 語 的 な 知 識 に よ る カ バ ーが可能であ り 、 実際 、

言語モデルの効果が極めて大きぃこ とは明らかに

なっています。  しか しなが ら 、  それで も取 り除け

なぃ残り僅かの認識誤りに対しては、  さ し も の 言
語モデルも 、  もはや力及ばず、  音響モデルで解決

するほかな くな り ます 。私達音声認識研究者にと

っ て は悔 し ぃ こ と で すが 、  それ ら の認識誤 り が 、

人間には意識できないほどの些細な声の乱れに起

因 し て い る こ と も あ る の で す 。 何 と か 、 声 の 乱 れ

に音響モデルを慣 らす こ と で 、  この問題を克服す

る こ と を考えなければな りません 。

3. 「声の乱れ」 に弱いわけ
では 、実際に乱れに よ っ て認識誤 り が起 き てい

る付近の音声は、音響モデルによって、  ど の よ う
に評価 されてい るので し ょ う か 。 図 1 は 、 本来結果

(株)ATR音声翻訳通信研究所
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と して出力されるべき正解の文章に対する、  音 響

モデルによる評価値の時間的推移を示したもので

す。 と こ ろ ど こ ろ値が落ち込んでい るのが分か り
ます。 これらの落ち込みは、  ほんの些細な乱れが
あ っ た こ と に よ る も の で 、  ご く 部分的な ものです

が 、  音声認識においてはこれらの部分的な落ち込

み が 誤 り にっ な が っ て し ま う こ と が あ る の で す 。

こ の こ と は 、 音声認識処理で通常用い られ る こ と

が 多 い 「ビー ム探索」 と 呼ばれる手法 と深 く関係
しています。  ビー ム探索とは 、  一種の限定的探索
手法で、 認識処理の中間段階で、  ある一定値以上
の評価値を持たない結果、  候補を認識処理の終了

を待たずに 「枝刈り」 す る 、 つ ま り 捨 て 去つ て し
ま う と ぃ う も の で す 。  こ の ビー ム探索は、認識処
理に要する計算時間やメモ リ量の観点から極めて

効率的であ り 、  ま た 、 全 体 と し て は 、 限 定 的 探 索

に起因する認識性能の低下も小さいので、  非常に

実用的な手法ですが 、先に述べたよ うに 、正解文

章に対する評価値が些細な声の乱れによって部分

的な落ち込みを起こした場合に、  誤 つ て こ れ を 枝

刈 り し て し ま う 危 険 性 を は ら ん で い る こ と に な り

ます。逆にいえば、音響モデルの性能向上によっ

て、  こ の よ う な 落 ち 込み を 少 し で も 減 ら す こ と が

で き る な ら 、  ビー ム探索の利点をそのままに 、認
識 誤 り を 減 ら す こ と が で き る 、  と ぃ う こ と に な り

ます。 そこで私達は、  この評価値の部分的な落ち
込み修復にタ ーゲ ッ ト を 絞 り 、 声 の 乱れに音響モ
デルを慣らすための検討を行なぃました。

50 60 70 80 90 1 0 0 1 1 0 1 2 0  130140
細切れ渡形の番号

音響モデルによる評価値の時間的推移

4. 音響モデル中の「乱れに弱い部分」 を探す
音響モデルの中では、  実際の音声デー タ (一般

に 「学 習 デ ー タ」 と 呼 び ま す ) か ら 抽 出 し た 、 音
素などの認識単位ご とのスぺ ク  トル構造に関する

情報が、  確率分布の組み合わせとして表現されて
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データ#o、・ 0 1 2 3 60 61 62 63
正解混合分布の番号 0 3 3 8 3 3 3 0

最も辞値値の務い

温合分客の器号
0 3 5 8 5 5 3

34

0

0
最も許価値の高い

力'ウス分布の番号
5 36 58 85 58 58

りでなぃ確率 譲りであったときに各ガウス_」=:し- ; 最も落い評価値を与・る確率 分布が
- しきぃ傲
力'ウス分布の

50 60 70 80 90 1 0 0 1 1 0 1 2 0 1 3 0 1 4 0
細切れ渡形の番号

図 3  混合分布の再構成による修復効果

図 2  乱れに弱い分布の特定と修復

います。  確率分布の種類と  しては、  複数の多次元

ガウス分布を確率的に混ぜ合わせた  「多次元ガウ
ス混合分布」 ( 以下 、単に 「混合分布」 ) が 一般的
に よ く 用 い ら れ て い ま す 。  も し も 、 音響モデルの

中 で 、  どの混合分布が特に声の乱れに弱いのか、

あ ら か じ め 知 る こ と が で き る な ら 、 そ の 分 布 を 集

中的に改善する こ とでかな りの修復効果が期待で

き る で し ょ う 。 そ こ で 私 達 は 、 上 述 の 学 習 デ ー タ

と 音 響 モ デ ル を 再 度 突 き 合 わ せ る こ と に よ り 、 乱

れに弱い混合分布 を探 し だ す方法 を考 え ま し た 。

まず、  学 習 デ ー タ中の正解音素列にしたがって混

合分布を並べ、  その混合分布の列と学習デ一 夕中
の波形を照合し、  全体の評価値が最も大き く な る

よ う に 、 混合分布 と単位時間ご と の波形の細切れ

の対応関係を決定します。  この対応関係は、  学 習

デ一 夕が認識対象の音声であったときに 、正解文
章にっいての、  各細切れ波形に対する評価がどの
混合分布によって行なわれるのかをそのまま示し

ています 。  次に、  各細切れ波形に対して上述の正

解音素列を使わずに音響モデル全体の中で最も高

い評価値を与える混合分布を選びます。  こ れ ら 各

細切れ波形に対して割 り当て られた 2 つの混合分

布が同一のものであれば、  認識時の正解文章にっ
い て の 評価 に用 い ら れ る 、  いわば正解混合分布が

最 も高い評価値を与え る 、  と ぃ う 意味で非常に望

ま し ぃ と ぃ え ます 。  と こ ろ が 、 実 際 に は 、 約 半 数
の細切れ波形において、  こ れ ら  2 つの混合分布は

別のものであ る こ と が分かったのです 。  こ れ ら の

細切れ波形においては、  本来高い評価値を示すべ

き正解混合分布が相対的に低い評価値を示してし

ま っ て い る わ け です か ら 、  細切れ波形単位での誤

り が 起 き て い る と 考 え ら れ ま す 。  さ ら に 、  この誤

り の回数を各混合分布ごとに集計するこ とによ り 、

それぞれの混合分布にっいて 、  どの く  ら ぃの確率
で 誤 り を 起 こ す か を 知 る こ と が で き ま す ( 図 2 ) 。
誤り確率が高い混合分布は、  ま さに声の乱れに弱

い混合分布で あ る と 考 え ら え れ 、 実 際 、 そ の よ う

な混合分布において正解文章に対する評価値の落

ち 込 み が高 い頻度 で起 こ る こ と も 、 実 験 を 通 し て

知 る こ と が で き ま し た 。

5. 音響モデル中の 「乱れに弱い部分」 を修復する
こ こ までで声の乱れに弱い混合分布を知る こ と

ができたわけですが、  実際にこれらの混合分布を

修復するにはど うすればよいのでし ょ う か 。実は 、

その鍵は音響モデル自身の中にあったのです。 先
程、 混合分布は複数の多次元ガウス分布  (以下、

単 に 「ガ ウ ス 分布」) を混合したもの、  と 言 い ま し
た 。 つ ま り 、 音響モデル全体 と し て は 、 混合分布

の数倍 ̃ 数十倍の数のガ ウ ス分布が存在する こ と

に な り ま す。 これ らのガウ ス分布はいずれかの混
合分布の一部なわけですが、  こ れ を一旦忘れて、
各々単独のガウス分布と して各細切れ波形をどの

よ う に 評価す る か を考 え ます 。 つ ま り 、 誤 り が起
きた各細切れ波形に対して、  音響モデル全体の中

で最 も高い評価値を与え るガ ウ ス分布を選ぶので

す。 この情報を上述の混合分布毎の集計に組み込
む こ と に よ り 、 そ れぞれの混合分布にっいて 、  ど
の く ら ぃ の 確 率 で 誤 り を 起 こ し 、 そ の と き 高 い 評

価値を与えていたガ ウ ス分布はどれであったかを

知 る こ と が で き ま す 。 私 達 は 、  この方法で知り得

た ガ ウ ス 分布 を追加混合す る こ と で ( 図 2 ) 、 混 合

分布の修復が行なえると考えたのです。  私達はこ

れを 「混合分布の再構成」 と呼んでいます。図3は、
再構成前と再構成後の正解文章に対する評価値の

時間的推移を比較したもので 、  評価値の部分的な

落ち込みが減つている こ と が見て取れます 。本手

法を用いて修復した音響モデルにおいては 、  音声
認識誤 り全体の 1 0 ̃ 1 5 % が 取 り 除かれてい る こ と

を音声認識実験により確認しました。

6. さ ら に  「声の乱れ」 に慣れるために
ここで御紹介した混合分布の再構成は、  も と も

と の音響モデル作成に用いた学習デー タを再度用

い 、比較的簡単な処理で認識誤 り を削減する こ と

がで き る実用的な方法 といえ ます。 現状で得 ら れ
てい る効果は 、  ほぼ再構成そのものによってのみ

も た ら さ れ て い る と 考 え ら れ ま す が 、 私 達 と し て

は再構成後に適切な基準によ る分布パラ メ 一 夕の
再 推 定 を 行 な う こ と で 、  よ り その効果を高め る こ
と が で き る と 考 え 、  さ らなる研究を進めています 。
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研究動向紹介

社会現象は人工生命モデルで説明出来る?
Can We Explain Socia lPhenomenon Using ArtificialLife
Mode ls?

近年、  進化システムを代表とする人工生命  ・ 複雑系の数理モフールが経済学を始めとする社会

科学に影響を与えています。  現在私違は、  この種のモデルが人間の集団的な振る舞いを表

現・再現するのにどこまで有効かを探るため、社会心理学の知見を基に、集団の数理モデル

の研究を進めてぃます。 こ こ で は 、  この研究の一端を紹介します。

Mathematicalmodels for artifiola1llfe and complex systems,such as evolutionary systems,
have recently affected sooialscience including economics.1n order to investigate how

effectively these models can represent and revive behav1ors of human group,we have
currently been studying mathematicalmodels for human groups based on knowledge of

socialpsychology.ln this paper,we introduce a part of our researches.

1. はじめに

最近の人工生命や複雑系のブー ム は 、  社会科学、

特に理論経済学に影響を与えています。  米 サ ン タ

フ ェ 研 究 所 な ど で は 経 済 学 者 に よ り 進 化 シ ス テ

ム ・ 複雑系の概念に基づ く経済現象のモデ リ ング

研究が進められてお り 、  日本において も 、  その影

響を受けて一昨年から  「進化経済学会」 が発足し、
システムの多様性、  組織の共存 ・ 競争を進化のメ

タ フ ァ ー を 用 い て 本 格 的 に 研 究 し よ う と い う 動 き

が出ています。

それに対 して 、  私達のグルー プでは現在、  あ る

理由から社会心理学に注目しています。

2. 社会心理学と人工生命モデル
社会心理学において数理モデルを用いて現象を

表現 ・解析する分野は数理心理学として既に確立

していますが 、  人工生命や複雑系の概念を用いた

モデルおよび実験は現状ではそれほど多くあ り ま

せん。  ゲー ム理論は社会心理学においても多用さ

れていますが 、  数学的研究よりはむしろ統制環境

下における実験の一つの場面想定として利用され

る傾向が強く 、現在の経済学のよ うな人工生命モ

デルに よ る社会的場面のモデ リ ン グは積極的には

行なわれていません。

し か し 、 近年 グルー プ ・ ダ イ ナ ミ ク ス と い う 社

会心理学の分野の観点から ミ ク ロ ーマ ク ロ ・ ダ イ

ナ ミ ク ス を 再認識す る動 き が起 こ っ て い ます 。  も

と も と社会心理学は個人と社会の動的相互規定関

係を問題 とす る学問であ り 、  個人の認知研究に傾

斜した現在の社会心理学の現状に危機感を唱える

動きが着実に根付いています。私達は、  この社会

心 理 学 に お け る ミ ク ロ ーマ ク ロ ・ ダ イ ナ ミ ク ス の

観点が人工生命の 「創発」、 つ ま り 、 単 純 な規則 を
持つ局所ユニ ツ トの相互作用から大域的秩序が生

成され、生成された秩序が局所ユニ ツ ト を 制 約 す

る と い う 循 環 の 観 点 と 同 一 で あ る こ と に 着 目 し て

お り 、  この動きに沿 う形で 、人工生命的手法と社

会心理学の相互交流による発展の可能性を論じて

います。  図1は人工生命における創発の模式図とし
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制約
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図1  人工生命と社会心理学の共通フレーム ワー ク

て頻繁に引用 され る  ものですが、  同時に社会心理

学 に お け る ミ ク ロ ーマ ク ロ ・ ダ イ ナ ミ ク ス の 観 点

を表したものでもあ ります。

現在の人工生命における集団行動研究では、  図1

において相互作用を行つている局所ユニ ツ ト が 分

子 、細胞 、 あ るいは単純な行動規則を持つ虫など

ですが、  社会心理学においては、  特定の社会場面

における比較的単純な行動規則を持つ人間として

表現されます 。  こ の 図 式 に 基 づ く こ と に よ っ て 、

人工生命と社会心理学の相互交流が可能となりま

す。つまり、人工生命の合成的手法を社会心理学

に持 ち込む こ と に よ り 、  ミ ク ロ ー マ ク ロ ・ ダ イ ナ

ミ ク ス を表現する数理モデルを構築し 、直接人間

を用いた統制条件下実験の限界を超えたシ ミ ュ レ

ー シ ョ ン が可能 と な り ます 。  また 、社会心理学が

明らかにしている人間の特定場面での特徴を人工

生命に持ち込む こ と に よ り 、 新 た な集団行動モデ

ルの可能性が広がると考えられます。



社会心理学において既にこの種の研究はいく  っ
か行なわれており、  図2に示す私達の態度変容理論

を用いた小集団モデルを含めて、  マルチェー ジ ェ
ン トの概念を用いた人間の集団 ・ 組織行動のモデ

ルが提案されています。  また、  私達は研究の一環

と し て 、 災害前後でのボ ラ ン テ ィ ア集団の活動変

化の現象を、  確率微分方程式やCel lu lar  Automataに

よ る数理モデルを用いて説明し よ う と い う試みを 、

現在行なっています[ 1 ] 。

/ 、、、

行動、、 /・

図 2  態度変容理論を用いた小集団モデルの概要

3. 社会科学における数理モデルの意義
こ こ で 問 題 と な る の は 、  こ の よ う な 自然科学や

計算科学から生まれた手法が、  そのまま人間の集

団現象に対 し て 適用可能で あ る の か と ぃ う こ と で

す。従来の自然科学の前提に立つとき、社会心理

学が対象とする人間の集団と 、  人工生命や複雑系

が現在対象 と し て い る 分 子 ・ 細 胞 ・ 虫等の集団と

の間には根本的な差異が存在し、  原理的には自然

科学と同様の客観性を求める研究自体が不可能で

あると主張する社会心理学者も存在します [ 2 ] 。  つ

ま り 、 対 象 が複雑過 ぎ る た め 、 現 象 が あ ま り に も

不安定 ・ 非持続的 ・ 非反復的で あ り 、 観 察 に よ り

現象 を客観的に記述す る こ と が 難 し く 、 理 論への
反 映 も 客 観 的 な も の で は あ り え な ぃ と い う こ と で

す。

社会心理学において客観性を追及する研究が原

理的に不可能である とすれば、  理論の果たすべき

役割 と は 、 少 な く と も 自 然科学が今 ま で目標 と し

て き た 「理解 、 予 測 、 制 御」 ではあ り え ません 。
これに対して、  社会科学における理論は、  「社会の
前提 ・ 現 代 の 社会生活 ・ 常 識 そ の も の を 疑 い 、 結

果と して社会の中に新鮮な代替案を提供する こ と

をめざすべきである」 と い う 主 張 が な さ れ て い ま
す。つま り 、社会の現象に対して 、従来の常識的

な見方しか存在しなぃ場合に、  理論が新たな視点

と 解 釈 を 提 供す る こ と に よ り 、 社 会 を 変 容 さ せ る

と ぃ う ものです 。

一度この立場に立てば、  社会心理学における数

理モデルの意義も自ずと明確化します。  数理モデ

ルで表現された社会現象に対して、  数学の持つ演

擇と新たな形式創造の力を通して、  様々な現象の

解釈 を 生 成 す る こ と が 可 能 と な る と 考 え ら れ る か

ら で す 。 つ ま り 、 数 理 モ デ ル は 現 象 の 理 解 ・ 予

測 ・ 制 御 を 行 な う た め の も の で は な く 、 社 会 に

様々な現象解釈の選択肢を提供する一つのツ ー ル

と し て 、  そ の意義 を保証 さ れ る と 考 え ら れ ま す 。

さ ら に 、人工生命 ・複雑系研究の主流であ る計算

機 シ ミ ュ レー シ ョンが 、数学的形式内での演構を

さ ら に 補 完 す る こ と で 、 解 釈 生 成 ツ ール と し ての

意義を与えられると私達は考えています。
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研究動向紹介

かってにネッ  ト ワーク

Self - linking Network Devices

当所では、  様々な情報機器を、 よ り 自 由 に 、  かつ柔軟に接続できる新しぃネッ  ト ワー ク概念

の創出を目的に、電気や光のカオス現象を利用した新機能デバイスの研究とそのネットワー

ク応用に取り組んでいます。  こ こ では 、  その背景と研究状況について紹介します。

Self -organizing chaotic fluctuations of oommunication modes are being considered as
meohanisms for establishlng flexible and dynamic multi -hopl inks among heterogeneous
swarms of lnformation devices.

1. 情報機器ネッ  ト ワークの爆発
高度情報化社会の発展にともない 、様々な機器

が自由自在に業がって情報を交換し、  共同の作業

をする時代を迎えっつあります。

身近な例として 、  よ り 高 度 な マ ル チ メ デ ィ ア ネ

ッ ト ワ ー ク が 張 り 巡 ら さ れ た “ 一 般 の 家 庭 ”  を想

像 し て み ま し ょ う 。  こ の よ う な 環 境 で は 、 情 報 の

入手 ・ 交換を受け持つイン タ ー ネ ッ ト の 機 能 が よ

り強化され、手軽にテレビ画像や料理番組で放送

されたレシピ等を手元の携帯情報端末に取り込む

こ と が で き る で し ょ う 。  ま た 、 家 電 を含め た あ ら

ゆ る 機 器 の ネ ッ ト ワー ク 化が進めば 、 テ レ ビの料

理番組で放映されたレシピ等を、直接、電子レン

ジ の メ モ リ に 取 り 込 み 、  よ り 簡 単 に 利 用 で き る よ

う に な る か も し れ ません 。

こ の よ う に 、 家 庭 の 全 て の 機器 が ネ ッ ト ワー ク

で結ばれ、  さ ら に 、 そ こ で 交 わ さ れ る 情 報 の 一 部

が、  イ ン 夕 ー ネ ッ ト 等 を通 じ て 、 地球の裏側や ス

ペース ス テー シ ョ ン に まで伝え られ る “ 未来 ( 図 1 ) '

が 、 遠か らず訪れ よ う と し て い ます 。

図1 将来の室内ネッ  ト ワー ク の イ メ ージ

2. ネ ッ ト ワーク形成の難しさ
上 述 し た よ う に 、 今 後 、 あ ら ゆ る 階 層 で 、  ネ ッ

ト ワー ク は 、  よ り 大規模に 、かっ多様にな るで し

ょ う 。  し か し 、一方で 、  そ の 変 化 に と も な っ て 、

通信トラヒック (情報の流れ )の混雑や通信方式の不

適合性等、  ネ ッ ト ワ ー ク の “ 自 由 さ ”  を 妨 げ る

様々な問題 も さ ら に 増加す る も の と 思 われ ます 。

現在、 情報機器の高速化等で、  この問題を解決し
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よ う と す る 動 き も あ り ま す が 、  こ の よ う な 対 策 だ

けでは不十分です 。なぜなら 、一般的な意味にお

ける機器の高性能化は、  情報量の さ ら な る增加を

招くためです。

そのため、  こ の問題を根本的に解決するには 、

機器の高性能化と併せて、  ア ド レ ス の 割 り 当 て や

通信方式の切り替え等の通信プロセスを、  周囲の

状況に応じて 、  よ り柔軟にかっ動的に制御すべき

です。 また同時に、制御系の負担を軽減するため

に 、各プロセスにおける必要な資源の割り当て等

を自動 ( o r 自律 ) 的に行つた り 、  プロセス自体を分

散 し た り す る た め の 新 し ぃ ネ ッ ト ワー クの形成法

を探索する必要があります。

3. 自 律 ネ ッ ト ワーク形成
一中継点をさがせ1 -
新 し ぃ ネ ッ ト ワー ク形成に必要な条件をよ り明

確にす る ために 、  多数の独立した中継点 ( o r 中継

器 ) か ら 成 る 典 型的 な ネ ッ ト ワー クを考えてみまし

ょ う 。 仮 に 、  それそれの中継器が固定された一つ

の送受信モー ド ( こ こ で 言 う モー ド と は 、 信 号 を出

す方向、波長、  コー ド等 、様々な信号形態のこと

を意味します ) しか有していないケー スでは、  任意

の 中 継 点 を 結 ぶ ネ ッ ト ワー ク リ ン ク の 形 成 は 非 常

に 難 し く 、  フレキシビ リテ ィが極端に低下します。

一方、図2に示すょうに各中継器が、

(1) 信号を受信したモー ド と 異 な る モー ドで送

信 で き る 、 つ ま り 、 モー ドを変えて送信で

きる能力を有する。

(2) 受信モー ド と 送信モー ド の切 り換えを行 う

能力を有する。

(3) 自律的にモー ドを探索する能力を有する。

と い う 仮 定 を 置 く と 、 遠 く 離 れ た り 、 モー ド が一
致 し な く て直接に情報の伝達がで き ない点 も 、 間

に 他 の 中 継 点 を 介 す る こ と で 、 容 易 に リ ン ク を 形

成する こ とができます 。

こ の よ う に 、 上記 ( 1 ) ̃ ( 3 ) に 示す ょ う な ” 多様化

を許容す る よ う な 新 た な能力 ” の獲得が 、 今後の

情 報 機 器 の ネ ッ ト ワー ク形成には不可欠である と

言えます。
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蛋信モ ー ド

図 2  多モー ド中継器を用いた多段経路の形成

4. 多言語伝言ゲームのァナロジー
上 述 し た ネ ッ ト ワー ク リ ン ク の 形 成問題は 、 あ

る意味で、  様々な言語を用いて多数の人々が情報

を 伝 え る “ 伝 言 ゲーム ” に 例 え る こ と が で き ま す 。

自分が理解でき る言語で呼びかけがあった ら 、次

には 、  自分が話すこ と ので き る多 く の言語で近 く

の人に呼びかけて 、伝言を伝えます 。 これを繰 り

返す こ と に よ り 、 直接会話ので き な ぃ人々の間で

の情報伝達もスム ーズ に 行 う こ と が で き ま す 。 言

い換えれば、前章の( 1 ) ̃ ( 3 )は、  こ の 伝言 ゲーム を 、

よ り自由にかっ柔軟に成立させるための条件を技

術的に表現したものとも言えます。

また、  こ の 伝言ゲー ム の ア ナ ロ ジー を 、  さ ら に

詳 し く 分 析 す る こ と に よ り 、  中継器に必要な他の

重要な能力 ”を導き出すこと も可能です。通信要

求 が な い 状 況 で も 、 中 継 器 が “ た ま に ” 信 号 を 出

す こ と に よ っ て 、 そ の 周 囲 に 新 た な リ ン ク を 形 成

した りする能力もその一つです。理論的な予測よ

り 、実際に通信要求が生じた場合、  こ の よ う な ネ

ッ ト ワー ク リ ン ク の “ あ る 種 の 揺 ら ぎ ” が 、 多 段

リ ンクの素早い形成に役立つことが分かりました。

5. 自律適応カオスデバイス
こ こ で は 、 上 記 の モー ド 探 索 と リ ン ク の 揺 ら ぎ

を、  どのよ うに実現するのかにっいて言及します。
現在、  我々の研究室では、  これらの機能の実現

には、多様な状態を取 り得るカオス現象等の応用

が 適 し て い る と 考 え 、  まず、  ネ ッ ト ワー クの構成

要素であ るデバ イ ス に これ ら の機能を付与す る研

究に取り組んでいます 。具体的には、空間光通信

を想定し、  中 継 器 に 替 わ る デ バ イ ス と し て 、 前 述

した機能を取り入れたレーザや光学結晶デバイス

を提案し 、  その動作解析や原理検証を進めていま

す [ 1 -2 ] 。  こ れ ら の デ バ イ ス で は 、 多 様 な 信 号 を
放出して周囲の状況を探素するために、  光の波長

や伝搬方向が 、弱いカオ ス状態で揺 ら ぐ と と も に 、

わずかでも信号が伝わ り 、送信 と受信のモー ド が

一致すれば、  こ の 揺 ら ぎ が収 ま り 、 適 し た モー ド

が選択的に固定されます。  言い換えれば、  カ オ ス

を利用したデバイスでの適応モー ドの選択は、生

体が有する複数の行動モー ド ( 潜在的なモー ド 、

または学習の結果で修得したモー ド )  の中か ら一
つ適当な もの を選ぶ機構 と類似 し てい る と も 考 え

ら れ ま す [ 3 ] 。  ま た 、  こ れ ら カ オ ス デ バ イ ス で 構
成 さ れ る ネ ッ ト ワー ク で は 、 “ 将 棋 倒 し 的 ” に 多 段

の通信経路が形成されるため、  そのネ ッ  ト ワー ク

形態は広義の意味におけるモー ド ロ ッ ク 現 象に類

似している と も考えられます 。

A T Rは、  このカオスデバイスの研究分野におい

て 、  こ れ ま で先駆的な役割を果たす と と も に 、 い

くっかの成果を上げてきました [ 4 , 5 ] 。特にカオス

現象を利用したレーザや電気一光変調器での光信号

発生に関しては、  その提案のみならず、  実験的ア

プローチによる動作原理の確認も行なってきまし

た。 その研究において、  物理レベルの揺らぎを

利用した適応モー ド選択の可能性を示し得たこと

は、  通信システムにおける適応能力の強化や制御

回路の簡略化に繁がる重要な成果と  して位置付け

る こ と が で き ます 。

6. ユーザの「かって」 と機器の「かって」
こ こ ま で ネ ッ ト ワー ク リ ン ク の “ あ る 種 の 揺 ら

ぎ ” が 自 律 的 な ネ ッ ト ワ ー ク形成に必要である こ

と を 、 例 を 交 え て 説明 し ま し た 。  しかし一方で、

視点を変える と 、  こ の揺 ら ぎの効果に よ る モー ド

の組み合わせや中継点の選択等は、  ユーザ に と っ
て は “ ど う で も ぃい こ と ” で あ り 、  ネ ッ ト ワー ク

またはデバイスの  「か っ て」 にすればの類 と い う
こ と も で き ます 。

そのため、  将 来 の ネ ッ ト ワー ク 設計において重

要 な こ と は 、 い か に 、 ユーザ の 使 い 勝 手 と ネ ッ ト

ワー ク の 自 由 度 を リ ン ク さ せ る の か い う こ と に 尽

き ます 。特にューザの多様性を許容するな らば 、
ネ ッ ト ワー クにも今以上の自由度を許す必要があ

ります。  も と も と 、 通 信 に お い て は 、 最 終 的 に 必

要なューザ に 信 号 が 伝 わ る よ う に 、 モー ド選択等
には、  “ある意味の力学的な圧力”  がかかってい る

ため、  その圧力を最大限に活かして  “ 何 があ って

も 業 が ろ う と す る ”  ネ ッ ト ワー ク を構築する意義

は非常に大きぃと言えます。  こ の よ う な ネ ッ ト ワ

ー ク に おい ては 、  当 然 の こ と な が ら 、  デ バ イ ス 群

が 「かって」 に接続等を担 う た め 、 ユーザ に と っ
ては多様な情報機器を利用するこ とが 、  さ ら に 簡

単に な り ま す 。 結 論 と し て 、 本 当 に自由 な ネ ッ ト

ワー クは様々な  「か っ て」 があ る程度通用する も
のであ る と言え るか も  しれません。
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ATR Monologue一

=人称の勧め ( その 2 )

(株)  国際電気通信基礎技術研究所

顧 問 葉 原 耕 平

⑥ レポー トの書き方  - キーワー ドのチェ イニング
前回A T Rでも対外的にレポー ト 類を出すこ とがしばしばある こ と を述べました 。典型的なのは定期的な

進捗状況報告です。 これを材料に二人称とはど う ぃ う こ と か 、  少し具体的に述べてみます。

例えば4半期毎の進捗報告の場合、  よ く見られるのはその期間での特記的な事柄だけを書き連ねるやり

方です。 い わ く  「今期は A と B の成果が得 られた」 そ して次の 4 半期には 「c, D , E の 成 果 が ・  ・ ・ 」 と 。
確かにそれらは事実として間違いではなぃでし ょ う 。  しかし、読む方の立場では最初のAと Bはその後どう

なったのか、  c, D , E は A , B と は ど う ぃ う 関 係 な の だ ろ う か 、  など即座には理解しかねるのが普通です。
加えて 、書 く方は自分の土俵の中ですからすべてが頭の中に入つている こ とばか りで し ょ う が 、多 く の場

合相手はそうではありません。 「前回の資料を見り ゃ い い じ ゃ な い か」 とい うのは書く方の身勝手です。複
数の人や組織を担当してい る相手のよ う な場合 、過去の こ と を克明に覚えていて くれ る と思 う方が間違い

です。それから自分達の成果に酔つて勇み足をすることがあります。 い わ く  「〇〇を完成した」。 こ ん な 原
案に出会つた場合私は質問します。「ああ 、完成したの。それはよかった 。それじ ゃあも う後は予算は要ら
ないね」 と 。すると大抵の場合、大慌てで 「いえ、違います。まだ予備段階です」 などなど 。
そこで私が口を酸つばく して言つてきたこ とを改めて述べておきます 。二つあ り ます 。一つはレポー ト

か ら レ ポー トへ同 じ キー ワー ド を 引 き 継 ぐ こ と 、  もう一つは一見官僚的 ・ 法匪的に思われるかも知れませ
んが、用語を慎重に選ぶことです。半ば具体的に述べます。最初のレポー ト で 「大テーマAでは引き続きα
の実験を継続しほぼ予定通り最終デー タ [ア ]を採取した。  1f に 関 しては新しい方法論 「ウ」 を発案するな ど
の進展をみた 。 ま たγ と ぃ う 新概念を見出 し 、 新 たにサブテーマ と し て設定 し た」 と 書 い た と し ま し ょ う 。
次回は 「αに関しては前回報告の最終デ一夕 [ア ] と前々回報告のデ一夕 [イ ] と合せてまとめを行い、サブテ
ーマとしては終結した。  βに関しては前回報告の方法論 「ウ」 で具体的検討を進めた。  γにっい て は テー
マの展開に大きな進展を見た」 な ど 、 同 じ用語 、  こ こ で は a 、  β、 γやア、  イ 、  ウ な ど を 繰 り 返 し 、 繰 り
返 し 使 う 、 つ ま り チ ェ イ ニ ン グ し て い く こ と で す 。 そ う す る と 読 む方 も 仮 に記憶が あ ぃ ま い に な っ て い て

も、 「そ う そ う 、  この用語前にも何度か見たな。これがキーなんだな」 と い う こ と で ス ムーズに理解が進む
とい う ゎけです。

と こ ろ が現実には 、 た だ 「今期はデ一夕[ア ]を採取し、  また方法論 「ウ」 を発案した。  さらに新概念γを
見出した」 とだけしか書かない場合が多いのです。  これでは全体の中の位置づけがよ く分かりません。そ
れでは と前回のを見 る と こ こ には 「デ一夕 [イ ] を採取した」 と し か書いてない と い う 次第です 。 デ一 夕[ア]
とデ一夕 [ イ ] がど う ぃ う関係なのかなど第三者には知る術がありません。  も ち ろん 、 書いた本人には よ く 分

かっています 。 そ し て これは 「ど う す れば相手 を困 ら せ る こ と が で き る か 、 分 か ら せ て た ま る か」 と ぃ う
意図で書いたの と結果において違いはあ り ません 。 なぜ こ う ぃ う こ と に な る のか 。  く ど ぃ よ う で す が 、 そ

れは一人称でしか考えない、  書かないからです。

二点目の 『用語を選ぶ 』  と い う の は 、 別 な 言葉 で言 えば 「完了形」、 「進行形」 な ど を は っ き り さ せ る 、
と い う こ と で す 。 そ の た め に は 、  「完了した」、 「完成した」 あ る い は 「進捗を見た」、 「進展した」、 「新た
に ・ ・ ・ した」 などの用語でフェ一ズを明示することです。前二者はその
次からはもう登場しません。三番目以降は  「引き続き ・ ・ ・ 」 などで受け
てその後の進展を述べることになります。

こ こ までの話では何と形式に捉われる こ とか 、  と思われたかも知れませ

ん。 しかし、私の本当の狙いは、  このよ うな頭の訓練で論理的な思考、  こ

と に研究フ ェ ーズの自覚、 そして物事の本質を見抜く力が育つと思つてい

るからです。  研究には時として直感やひらめきが大切です。  同時に全体を

体系付ける こ と も大切で 、 そ う ぃ う 連鎖の中か らひ らめ き も生 まれ易いの

では 、  と 思つてい るか らです 。

⑦ 再び問い詰める立場で
前回特許の書き方を例に、相手つまり攻める立場をシ ミュレー トす る こ とで脇の締まった請求範囲がま

と ま る と ぃ う 主 旨 の こ と を 書 き ま し た 。 こ れ は 何 も 特 許 に 限 ら れ た こ と で は な く 、  ほ と ん ど あ ら ゆ る 場 合

に共通して応用するこ とができます。  も う く ど く ど 述 べ る 必要は な い で し ょ う 。 相 手 な ら こ れ が気 に な る

だ ろ う な 、  これははっ き り させておかな ぃ と今度は自分自身が困るだろ う な ・ ・ ・ 、 と い っ た こ と は 二 人
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称で考えればかな り事前に分かるこ とばか りです。  と は い う も の の シ ミ ュ レー シ ョ ン は あ く ま で シ ミ ュ レ

ー シ ョンで 、相手本人ではあ りませんから所詮 1 0 0 % とはいかなぃでし ょ う 。それでも事前にそれをやって

おけば、  シ ミ ュ レー シ ョ ン と の違いか ら相手の言い分や指摘がど う ぃ う 意味を持つか 、 ああそ う か 、 そ う
い う見方 も あ るか 、  なぜ ? 、  と い う ょ う な こ と がは るかに容易に推定で き るで し ょ う 。

も っ と 人 が 悪 く な る と 、 何 カ 所 か わ ざ と 落 し ノ穴を設ける手があります。相手が気づいて鋭く指摘して く

るかど うかを見るためです 。  これは人生全般に共通したことで私の好きな手法の一つですが、 少し生臭く
なりますのでこの辺で止めておきます。

⑧ まずは幼稚園から

相手の立場とぃえば、  何度か述べたように私のところには若い研究者が研究の外部発表や特許の説明に

来 る こ と が よ く あ り ま し た 。 そ う す る と 、 か な り の 人達は初めか ら 細 か い話 を始め る の です 。 あ た か も 、

それらの前提や経緯を知らな ぃ筈はあるまい 、  とばか りに 。  で も折角私の と こ ろに来た  (多分おっかなび

っ く り だ っ たで し ょ う ) の にそれをな じ るのは若い人を傷付け る恐れがあ り ます 。 ですか ら 、多 く の場合 、

私は最初の間、  よ く状況の分からない話を じ っ と我慢の子で聞き ま した 。 その う ち暫 くす る と 、何の話か

思い出 した り 、 あ る いは土俵が見つか り 、 あ たか も初めか ら分かっていた よ う な顔で応答 した り 意見を述

べた り し た もので した 。  しかし、  ある程度広い視野をもって欲しぃ中間管理者にはそんな辛抱はしません

でした。  「また、 分からせまい と思つて し ゃべっているの ? 」  な ど と 。
A T Rには大勢のお客様が見学や視察にお見えになります。  私は説明者にこれだけは何度も言いました 。

「いきなり大学院の話はしなぃように。君たちの説明には幼稚園レベルの解説が欠けている」 と 。  もちろん、
こ れは喩えです。そして 、  よ り具体的には 「同業の大学の先生方などは別として、一般の方々は  (一部の
方には失礼)  法学士さん とか経済学士さんだ と思いな さい。 決して専門の同じ工学士や理学士、 ま して博
士 な ど と は 思 わ な い よ う に」 と 。

⑨ 大勢の相手もひと りひ と り

分かり易い例で論文の場合を考えてみまし ょ う 。私の経験では、多 くの人は自分中心、つま り一人称で

書きがちです。ですが 、読む方も  ( 幸 いに し て読んで くれた と し て )  当然のこ と と して自分の立場で読み

ます。 その論文のテーマに関係した業績のあ る人な らその こ と に触れてあ るか ど う か  (例えば文献が引用
さ れ て い る か ) 密 か に 気 に す る で し ょ う 。 そ し て 、  き ち ん と 評価 し て あれば喜ぶで し ょ う し 、  ひ ょ っ と し

た ら シ ン パに な っ て く れ る か も 知れ ません 。 逆 の場合は ど う で し ょ う 。  う っ か り す る と 敵 を 作 る た め に 論

文 を 書 い た こ と に も な り か ね ま せ ん。図面を無断引用す る な どは最低です 。 ひ と こ と 出典 を書 く だ けの神
経は持ちたいものです。要は書き物といわず、何事によらず相手は大勢ですが、その実体はひと りひ と り

だ、  とぃ う極めて単純明快な事実です。  と にか く 、相手の身になってみる こ とは損ではあ り ません 。ただ 、

ものの言い方書き方には細心の注意が必要で、 下手をすると逆効果です。

私はNTT時代、 担当一・主任→研究室長・  ・ とはんこが押されてきた学会論文原稿を時々差し戻しました。
判定には 5 秒 も かか り ま せん 。  まず謝辞を見るのです。  そこにはしばしば 、  部外者には分からない組織や

職名の略号がそのまま書かれていました。 い わ く  「〇〇室△△役に感謝する」 と 。 この〇〇は略号、室は
研究室の こ と 、 そ し て 「役」 は 「調査役」 のこ とで 、社内では通用しますが第三者にはチンプンカンプン
です。  それをフルネームで書 く 程度の気配 り さ え で き ないで 、  読者に分かって貰える よ うに中身が書けて

い る わ け が な い 、  一人よがりの危険大である 、  それが私の考えでした。  もう一つ生々しぃ具体例を述べま

す。 よ く葬儀で弔電が披露されます。  日本電信電話株式会社、時々 「に っ ぽ ん ・ ・ ・ 」 と読む司会者がい
ます。 そ うか と思 う と日本電気株式会社を 「に ほ ん ・  - ・ 」 と読む人もぃます。 いずれも間違いです 。そ
う ぃ う の を 聞 く と 私 は い つ も  「ああ不勉強だなあ」 とっい思つてしまぃます。  個人名に至つては公式の場
で間違つて読まれて 'l前快な人はまずぃないでし ょ う 。  と 言いなが ら私自身 、  前々回山田玲子研究員の名前
を 校 正 ミ ス す る と い う  ( ワー プ ロ の 変 換 ミ ス “ 伶 ” の ま ま ) 初 歩 的 な チ ョ ン ボ を や っ て し ま ぃ ま し た 。 ヮ

ー プロはアブナイ 、  アブナイ 。  また例がぃいかど うか分か り ませんが 、天真爛漫に自慢話をした り書いた

り す る人がいます 。順風満帆の人生を過ご して来た人にあ りがちです 。流行 りの 「自分史」 は得 て し て
「自慢史」 にな り かねない 、  と自戒する人もぃます。世の中には色んな境遇の方がいますから、  も ち ろん素
直に喜んで くれる人の方が多いでし ょ うが 、  やっかみを誘、発するかも知れません。

研究者、 こ とに基礎研究者はある程度楽観的であるこ と も一つの望ましぃ資質です。ですから 、今私が

述べたよ う な こ と を一々気にしていた らや り切れないか も知れません 。  また、すべての相手に目配りをす

るのは所詮不可能ですし、万一漏れた人は相対的に不満を持つ危険もあります。だか

ら と い っ て 、  そ う ぃ う こ と を 何 も 考 え な く て い い 、  と い う こ と に は な ら な い と 私 は 思

います。

こ の シ リ ーズ も 、 そ う ぃ う 意味では ( こ こ ま で辛抱強 く ぉ 読みいただ ぃ て い る )  ひ

と りひと りの読者のことを想定すると大変気が重いのは半分事実です。言つてしまっ

ては身も蓋もあ りませんが。
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短信

まぼろしの〇HP

(株) ヶ ィデ ィデ ィ研究所  主幹研究員

(前ATR環境適応通信研究所第三研究室室長)

唐沢  好男

四年一カ月とい う長いよ うでその実あっ とい う間の A T R 生活 。  折々の楽しぃ思い出、  論文な ど に ま と め

られた数多くの研究成果、その過程で生まれたこれからに続 く研究の柱、それらの財産を宝物として 、充

実感をもって戻るこ とができました 。各々に長い短いのある出会いでしたが、  この縁は大切にします。

先輩の皆さんの寄稿を楽しみながら 、  いつかは来るぞと恐れていたこの欄。  観念して  「頑張る」 と い う
テーマで思 う と こ ろ を述べます 。私 も 、人生のこの時期に来て  ( ? ) 、 「おじ さんが苦節何年の末 、ついに
や っ た」 と 言 う 話 し が好 きにな り ま し た 。 長野オ リ ン ピ ッ ク で計測不能の大ジ ャ ンプ を し た原田選手 ( お
じさんと言つては失礼ですね ) 、  少し前の米長50歳将棋名人誕生とぃった。  皆、  す ご い じ ゃないですか。  そ

の中でも一番の感動ものは 、その絶頂期に 、それを と う に過ぎた挑戦者モハ メ ド ・ ア リに破れて一旦は引

退し、 2 0年後 4 5歳で再びチャンピオンに返り峡いたヘビ一級 ボ ク サーの フ ォ ア マ ン。 1 9 9 4年 1 1月 5日ラス
べガスでの試合を伝えた新聞は今でも大事にとってあ ります。何かの機会に使おう と 、  そ の ノ ッ ク ア ウ ト

の場面に 、 そ の と き 語つ た と 伝 え ら れ る  『私の戦いを見たか? 』  ( そのあと 、 「そこに私の魂が見えるはず

だ ・ ・ 」、 と い う う れ し く な る 言 葉 が 続 く )  と ぃ う見出しを大き く入れた〇H Pを作 りました 。何かの機会、

そう、A T Rの社内研究会、あるいは学会講演等の合間に入れて。  と こ ろ が 、 意 外 と そ れ を 使 う 場 面 が な い

こ と が分か り ま し た 。若い人を前に 、お じ さんが気合いを見せて も 、 「おまえが頑張るんじ ゃ な く て 、  もっ
と 若 い 人 を 指 導 せ よ 。 若 い 人 を ノ ッ ク ア ウ ト し て ど う す る」 と 攻 め ら れ る の が 落 ち だ し 、 何 よ り 、 例 が 立
派す ぎ る  ( 研究で言えば、  ノ ーベル賞 を と っ た 学 者 が 、 そ の 後 一念発起 し て ま た と っ た と い う ょ う な )  と

思つたからです。使えずに終わった〇H Pで したが 、中年男の奇蹟に憧れる私のカンフル剤と してずっ と と

ってあります。

私の取り柄、  頑張 り好 き と ぃ う マ イ ン ド が分かっていただけた と思い ます 。  でも闇雲に頑張るわけでも

ありません。単身赴任で一:頑張つて料理の一つも覚えて帰つて く るか と ぃ う周 り  (=女房殿 )の期待はあっ
たのですが、そ う ぃ う と ころは生来のずぼらなままです。 「論文を書く 」 と言う行為は非常に創造的に思え、
私の預張るタ ーゲッ トの一つです 。学術論文と ぃ う  「お固い読み物」 の中にも 、  自 分 の メ ッ セー ジ ( 思 い
入れ と ぃ っ た も の ) が 込 め ら れ ます 。 音楽や絵画 、 ス ポー ツ と い っ た も のほ ど自由に とは行かないか も し

れませんが、  表現手段としても結構いけます。  そ こ で 、  A T R時代もそれ以前も、  若い研究者には  「論文を
書 く こ と」 を ( しっこ い く ら い に ) 勧 め て い ま す 。 「研究 をす る こ と」 一 「論文 を書 く こ と」 と ぃ う 単 純 図
式的義務感以上に 、は ま り そ う な深みがあ る と 思 う か ら です 。 こ の深みな らはめて も恨 まれ る こ と は ない

だ ろ う し ・ ・ ・ 。理屈は別として 、それが財産となる論文発表はA T Rに とっては 、非常に大事だと思いま

す。様々な誌上でA T Rの懐かしぃ人達に出会う と 、手紙が来たのと同じよ うに うれし くなってしまいます。

そう 、元気の便りでもあ りますね。

私も戻つて 、企業論理が支配する世界に再び身を置 く こ と にな り ま し たが 、基本的なマイン ドは A T R に

来 る 前 も 、 居 た と き も 、 戻 つ た 今 も 不 変 (一変えられるほど器用ではなぃ ) です 。

では、私の好きな言葉で締めく く ります。 「皆 さ ん 、 共 に頑張 り ま し ょ う 」。
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NTT情報文化センタは、  情報通信システムの最新の情報・  技術 ・ 機器を、  実際に見て体験できるマルチメ

デ イ ア ス テー シ ョ ン で あ り 、  ニ ュー テ ク ノ ロ ジ ー ソ ゛ ー ン、  プレゼンテー シ ョ ン ソ ' ー ン、 イ ン フ ラ ゾー ン、

ラ ボ ゾー ン、 フ ュ ー チ ャ ーゾー ンで構成されています。

ATRの実験システムは、  N T T様にて研究中のシステムなどとともに近未来のシステムとしてフューチ ャ ー

ソ、 ー ンに展示いただいています。

〇脳の中のマルチメディア

「視覚がっくる平衡感覚」 「陰影 がっ くる立体感」 「聴覚による発声
の調整」 の実体験コ ー ナー と 大画面映像に よ り 、 人間の感覚 ・ 知
覚 ・認知 とい う優れた情報処理機構を理解いただき 、  こ れ ら を 解明

す る こ と で 、  ネ ッ ト ワー ク や コンピュー タの介在を意識させないヒ

ユーマ ン イ ン タ ー フ ェ ー ス技術の開発をめざしているこ とを紹介す

るものです。人間情報通信研究所の監修により制作されました。

〇 メ タ ・ ミ ュージァム

メ タ ・ ミ ュー ジアムは、従来の博物館のよ うな専門家からの一方的

な展示ではなく 、  利用者の興味や関心に基づいた双方向のコミュニ

ケー シ ョ ンができ る環境を提供する こ と をめざ して 、知能映像通信

研究所において開発されたシステムです。  見学者は、 ジ ェ ス チ ャー

イ ン タ ラ ク シ ョ ン に よ り 、 サ イ バー スぺ一ス上の弥生時代の集落内

を 自 由 に ウ ォ ー ク ス ルー して移動した り 、情報空間へア ク セ ス す る

こ と がで き ます 。

〇Chat Translation System
音声翻訳通信研究所が開発した話し言葉翻訳システムであり、  主語

が省かれていた り 、  くだけた言い方など、規範文法の枠を越えた日

常的な表現を含む文の翻訳を実現してぃます。  本システムでは、  日

英、英日、  日韓、韓日、  日独間の翻訳を リ アル夕 イ ムに行い合成音

声で出力します。  端末 2台でホテル予約などの対話をお楽しみいた

だけます。

〇CHATRお話クラブ

N T T情報通信研究所様の日本語テキス ト解析韻律付与プログラム

AUDI〇TEXと、 音声翻訳通信研究所が開発した音声合成プログラム

CHAT Rにより実現した、  自然で個性豊かな、その人らしぃ音声合成

を行 う こ とができるシステムです。自由入力文を音声合成するおし

ゃべり B〇xと 、生年月日入力によるバイオリズム紹介の機能があり、
Tv漫画 「笑 ウせ ぇ る す ま ん」 の “喪黒福造 ”の声で合成音声を出力
します。

NTT情報文化セン夕

大阪市北区堂島3-1-21  NTTデ一夕堂島ビル内
営業時間 9 : 3 0 ̃ 1 7 : 0 0 (土曜、  日曜、祝日は休業日)

見学の際は予約が必要です。 TEL 06-347-7011

[お問い合せ先]

(株)国際電気通信基礎技術研究所 開発室

TEL ( 0 7 7 4 ) 9 5-1193 FAX ( 0 7 7 4 ) 9 5-1179

脳の中のマルチメディ ア

メ 夕 ・ ミュージアム

Chat Translation System

CHATRお話クラブ
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このたび、  長野オ リ ンピッ  クの会場ごとにあるNTT通信設備の広域違隔監視において、

イ ン テ リ ジ ェ ン ト 音響監視システ ム を音響センサ と し て 3 力月に設置し 、予め 、各局

舎の通常時に発生する背景音を学習させ、無人状態であることの監視に試用されました。

今回は、  現場での正常音を学習することに重

点を置きましたが、  実際の学習においては、  設

置 さ れ て い る 電 話 機 だ け で も 多 く の 種 類 が あ

り 、  オ リ ン ピ ッ ク 前 の限 ら れ た学習時間では 、

すべての機種の呼び出し音を学習しきれなかっ

た り 、設置場所がプレハブであ り 、外を通る救

急車や自動車の発進音にっいて学習が必要であ
った り 、時計の秒針の音も学習する等 、現場で

の音のバリ ェー シ ョ ン の多 さ に直面 し 、 良い経
験ができました 。

イ ン テ リ ジ ェ ン ト 音 響監視 シ ス テ ム は 、 音 の

特徴を判断して、  現場の状況に応じた学習と監

視を行 う シ ス テ ム です 。  こ れ までの音に よ る監

視では 、  音の大きさが予め決められた閾値を越

え て い る か ど う か で 判 断 す る も の で 、 い ろ い ろ

国 管の時系列的な特微を判断し、現場の状測=応じた学習・監視が可能
aビル管理及び通億機能などの監視に利用可能
国跌後監翻装撥と連機させ、より効果的な監視が可能

j 学習音響に該当しない端含一 警告する
学習音響に近い竭合、特定の音響の場合

だけ書告する事ができる

→ドアの音、窓の音なら警告する一 電語の音なら警告しない

み

な音が発生する現場での音を識別して判断するこ とはでき  ませんでした。

このシステムを使用するこ とによ り 、空調の音や機械設備の音が定常的にするよ う な室内で 、  ドアや窓

の開閉の音、  電話呼び出し音、  金属物を落と した音 、  手をたたぃた音等を学習させておき 、  監視を させ る

と 、 学習 し た音 を識別 し て警告を行 う 事がで き る よ う に な り ま し た 。 こ れに よ り 、 室内で備え付けの電話

の呼び出し音が鳴るのは、  正常で あ る と 学習 さ せ る と 、  それ以外の音では警告を行うが、  学習済みの電話

の呼び出し音では警告しな ぃ とい う こ と も で き る よ う にな り ま し た 。

このシステムは、  ATR人間情報通信研究所第1研究室の開発した、 音響信号解析と学習機能に関するモジ

ュ ールを使用して、  学習時、  マイクロホンで観測された音響波形の周波数分析を行い特徴べク トル量に変

換 し 、  音響モデル と して記憶しておき ます。 そして 、  監視時に、  観測された音の分析結果と学習済みの音
響モデルおよび検出閾値と比較して判定を行います。  特徴 と し ては 、  学習時に音響判定誤りが最小となる

よ う に各音響モデルおよび閾値を自動的に調整して学習し 、音響モデルの精度を上げてい く と こ ろにあ り

ます。

なお、  この よ う な学習機能と 、識別機能を使 う こ とに よ り 、今回の映像監視と組み合わせたセキュ リ テ ィ

の分野以外にも、 従来、  職人芸とも ぃわれている音による識別や聴導犬のよ うに耳の不自由な方の在宅環

境で発生する各種の音を区別して知らせること等にも活用できると考えています。
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バーチャルリァ リティに基づく人物同士のコミ  ュニケーショ ンのための
コンピュータビジョン技術ワーク シ ョ ッ プ

ATR知能映像通信研究所は1998年1 月 3 目 に 、 IEEE (米国電気電子学会) と共催で標

記 ワー ク シ ョ ッ プ を 、  イン ドポンぺイの郊外にある イン ド工科大学ポンぺイ校で開催

し ま した 。本ワー ク シ ョ ッ プは 、 IEEE Computer S o c i e t y主催でほぼ2年ごとに開催

さ れ る コンピュー タビジョンに関する国際会議lCCV '  98(lntemationalConference on

Computer V l s l o n ; 1 9 9 8 年 1月 4日から 7日までインドのボンぺイで開催 )  の付帯行

事 と し て 、  審査の結果、 IEiE Eから開催が許可された 5件のワー ク シ ョ ップの一つです。

本 ワー ク シ ョ  ツ プの目的は、  現実には距離を隔てた人物同士の仮想的なシー ンを介した様々なコ ミ ュニ

ケー ション環境を実現するために必要なコンピュ一 夕 ビ ジ ョ ン 、 バ ーチ ャ ル リ ア リ テ ィ の 分野の要素技術

やその統合法に関連する最新の成果の報告と議論を行 う こ とにあ り ます。国内外から世界を リ ー ドする研
究者 1 2名を講演者と して招 く こ とができま した 。 また 、参加者は 9 カ国から 4 2 名 と 、 5 件のワー ク シ ョ ツ プ

では最多とな り ま した 。

本 ワー クシ ョ ップでは 、中津良平社長の開会挨拶に引き続き 1 2 件の講演、すなわち A T R か ら 2件 、 A T R

外から1 0件の講演が、  (1)実シー ンの認識と生成、  ( 2 )CGと実写映像の融合、 ( 3 ) バ ー チ ャ ル リ ア リ テ ィ 技 術 と

その応用 、 の 3 つ の セ ッ シ ョ ン で 行われ ま し た 。  A T R外では力一ネギーメロン大学の金出教授らの 5 1台の

テ レ ビ カ メ ラ を 用 い た 3 次 元復元 シ ス テ ム 、  フランス I N R I Aのフォジュラス博士の実写とCG映像の融合法

の講演を始め 、 サ イ ッ 博士 ( マ イ ク ロ ソ フ ト ) 、 谷 内田教授 ( 阪 大 ) 、  ア フー ジ ャ 教 授 ( イ リ ノ イ 大 ) 、 大 田

教授 (筑波大 ) 、  ク ト ゥ ラ コ ス 助 教 授 ( ロ チ ェ ス 夕一大)、 田村 ・ 山本博士 ( M R シ ス テ ム 研 ) 、 サ ラ 助 教授

( ぺ ンシルヴァニア大 ) 、  横小路助教授 (京大) に講演いただきま した。 いずれも最新の研究成果発表であ
り、大変有効かっ印象的でした。  A T Rからは仮想変身システムと将来型バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ の 研 究 報 告

を行い 、好評を博しました 。

参加者からは、 「最先端の研究者が多数集まり、大変参考になるとともに、A T Rの研究に大変興味を引か
れ た」 とい う声が多 く聞かれ 、  当研究所の研究に対する関心と評価の高さが感じられました。

金出武雄教授 講演者が全員集合
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第60回 9 8年 1月 3 0日  (人間情報科学 第49回)

適応アルゴリズムの裏街道的理解の仕方 藤井健作( (株 )富士通研究所ネットワークシステム研究所)

ユーザのための音響機器技術
一マイクロホン、  スピ一力、  へッドホンの正しい使い方一

大賀寿郎( (株 )富士通研究所ネットワークシステム研究所)

今回は、  藤井健作、  大賀寿郎両博士をお招き し、  広く音響に関わる研究者を対象にして専門的な話し と

一般的な話しの両面から講演をしていただきました。
藤井健作博士には 、学習同定法の 1次巡回型フ ィルタ表現から 、適応アルゴ リズムは 3つの機能 ( 抽出

し たい成分を見え る よ う にす る ( 相関 ) 、 余計なゴ ミ を取 り除 く ( フ イ ル タ ) 、 振幅 を調整する ( 正規化 ) ) か ら

構成され、  その特徴は主にこのフイル夕処理の構造によるとの新しぃ視点を論じていただきました。

大賀寿郎博士には、 マルチ メデ ィ アシ ステ ムに必須な音響機器に関して 、  間違つた選択や不適切な使い

方が横行 してい る と ぃ う 観点か ら 、  研究、 開発において音響機器を用いる技術者のために、  音響機器の基

本技術とそれに基づいた使い方を解説していただきました。

藤井健作博士

第61回 9 8 年 2 月 5 日  (環境適応通信技術 第 1 回 )

移動通信のためのCDMAプロ ト コル

コンピュ一夕通信の分野で世界的にご活躍のマイク  ・ リ ュ一教授に、

移動通信の分野のキーテ ク ノ ロ ジーであるCDMA技術にっいてご講演い
ただきました。移動通信では周波数の有効利用が最大の課題です。「な

ぜ、 cDMA技術が将来の主流になりうるのか? 」 を、室内における人間
の会話を例に従来技術と比較してご説明いただく と と もに 、  最新の研究

動向をご紹介いただきました。

第62回 9 8年3月2 4日  (人間情報科学 第50回)

情報メディアシステムにおける音声・音響信号処理

音声の最尤スぺク  トル推定法に始まり、  PARC〇R法、 LSP法、 CSM法、

A Pc-AB音声符号化法の開発と、 現代音声工学発展の牽引役を果たされ、
昨年はIEEE SignalProcessing SocietyのSociety A w a r d も受賞されました、

板倉文忠教授に、 様々な音が混じりあう環境において音声を分離 ・ 認識

するための技術の開発動向に関するご講演をいただきました。  ご講演で

は、特に、 B l i n d  S igna lSepara t ionに基づく音源分離法の雑音耐性に関す

る評価結果を用いて、  現在の技術の問題点と今後の課題とをご紹介いた

だ き ま し た 。

大賀寿郎博士

Mlng T.Liu (オハイオ州立大学)

Ming T . L i u教授

板倉文忠(名古屋大学)

板倉文忠教授
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「京都府陶磁器バーチャル美術館」 での機器展示とシンポジウム開催

A T R知能映像通信研究所では、  京都府主催の 「京都府陶磁器バー チ ャ ル 美 術 館」
( 2 月 2 0 日 ( 金 ) ̃ 2 2 日 ( 日 ) 、 京 都 文 化 博 物 館 ) に お い て 、 機 器 展 示 を 行 う と と も

に 、 わ ざ 、 感 性 ミ ュ ー ジァムをテーマと したシンポジウムを開催いたしま した。 3 日

間の参加者は700名以上、 シンポジウム参加者は100名以上で、盛況でした。

京都府中小企業総合センター とATRは、  「三次元デジタルデザイ  ン」 の研究を共同で進めてまぃり  ま した。
これは 、通信回線を使つて三次元物体を自由に検索した り 、製作 した り 、 デザ イ ン変更でき るシ ステムを

実現するための研究で、三次元物体の非接触計測技術、インタ ー ネ ッ ト 経 由の情報ア ク セ ス な ど 、 最新の

デジ夕ル技術を駆使するものです。

京都府では、 共同研究の成果を取り込んだ新しぃデ ジ タ ル コ ン テ ン ツ と し て  「京都府陶磁器バーチ ャ ル

美術館」 を制作し、今年 2月に公開しました。

ATR知能映像通信研究所では、 この公開に合わせ、

研究成果のデモン ス ト レー シ ョ ン を 行 う と と も に 、

将来の美術館、  博物館にっいて 、  わざ、  感性 とい っ
た新し ぃ視点から議論、  意見交換できる場を設けま

した。

具体的な展示項目として、  「透視ラ イ  ト に よ る 物 体
内部の観察」 「絵付け師」 「仮想空間ウォ ー ク ス ルー」
な ど の デ モ ン ス ト レー シ ョ ン を 行 い ま し た 。 い ず れ

も 、参加者が実際に体験でき るデモで 、分か り ゃす

く好評でした。

シ ンポジ ウ ムは 、  「わざ、  感性 ミ ュー ジ ア ム を め ざ
し て ̃vRで体験するわざ、  感性の博物館 ̃」 と 題 し
ま し て 、 バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ  ( V R ) 技術 、感性処

理工学を応用した新しぃタイプの博物館実現の可能

性にっい て 、  意見交換を行いました。 この博物館は、
制作者のわさ°や感性を鑑賞したり 、体験するこ との

で き る 博物館です 。  A T R か ら は 、  「感性処理工学」
「vR技術]  と ぃ っ た技術よ り の立場か ら 2 名 、  また、
「博物館」 「デザ イ ン展示」 の立場から杉田繁治国立
民族学博物館副館長、谷口知己京都文化博物館主任

学芸員 、中山修一神戸大学助教授の 3名 、計 5名の

パ ネ ラーによ り熱心な議論が行われました 。

開催場所が文化博物館、  開催日が週末と ぃ う  こ と

もあって、技術の専門家でない一般の参加者が多く、

A T Rの最新の技術に非常に興味を持つていただけた

と 同時に 、 技術中心ではな く 、 利用者 、 ユーザの立

場か ら 貴重 な ご意見 を多 く ぃ た だ く こ と が で き ま し

た。

機器展示

シンポジ ウ ム
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,4 _? 器「
1・ 序意国

この論文を執筆しょ う と思い立つたのは、  「外国人登録制度発足50周年」 と ぃ う 言葉が目に留まったから
である。 5 0年前といえば昭和2 2年、  第二次世界大戦直後の時期と現在では、  社会的背景が大き く異なるこ

とは自明の理である。  その戦後の混沌とした時期に始まった制度を現在も同様に続ける意義があるのかど

う か 、  そうぃった疑問が自然に湧き出てきたのである。

私は、 関西学研都市の通信関係の基礎研究所で外国人研究員支援という仕事をしている。  ビザ関係の手

続きゃ生活情報提供等をしているために外国人登録にっいて説明 し た り 同行す る こ と が あ る の だが  「Alien
Registration」 と い う 言葉 を聞いて 、  「まるで字宙人扱いだ」、 指絞押捺の際に 「犯罪人扱いだ」 と皮肉を言 う
人が時々いる こ とに 、  以前から気になってぃた。  外国人登録の際の指紋押捺は外国人登録が始まった5年後

の昭和2 7年に制定されている。  資料によればこの時期に外国人の不法入国者が增加していたとい う こ と と 、

その頃横行していた 「米泥棒」 の取 り締ま りのために始まった と ぃ う 。 ま さに隔世の感がある 。それから 、
45年経ち、 現在も存続しているのはなぜだろ うか ?  その必要は本当にあるのだろうか ?

研究や技術等就労ビザの多くは期間が最長1年ある。  つま り 、  毎年ビザを延長するための手続のためほ

ぼ 2日を費やし 、京都市内の入国管理局まで片道 1時間半かけて行き 、長蛇の列に並ばねばならなぃので

あるが、  その後またもっと不便な場所にある町役場まで外国人登録証の延長にも行かねばならなぃのはな

ぜか ? と 聞 か れ た時に説明す る こ と が で き な か っ た 。 少 な く と も 、  自分で外国人登録の必要性を理解し、

説明でき る よ う にな り たい と思つたわけであ る 。余談ではあ るが 、関西学研都市は複数の市や町にまたが

っ てい る ため 、  市町間の利害関係の余波で、  交通機関が未発達で不便である。  「町の国際化」 をめざすので
あれば、 隣の市や町と共存共栄するこ とから始めるべきではないかと思つてしま うのであるが。

2. 国際化とは ?

日本国中 「国際化」 と い う 言葉が益れてい る 。  国際を名前に冠する会社や大学が增え、  国際協調、  国 際
交流が必要だと ぃわれている。 しか し 、立ち止まって考えてみる と一体 、国際化 とは何なのだろ う 。非常
に曖味で分かりにくぃ言葉である。 「国際化する」 と い う こ と が 、 多 く の外国人が来日 し 、 仕事 を し 、 在住
する と い う こ と で あ る と すれば 、実際 、来日在住する外国人は增えて き ぃ る 。 外国人登録 と ぃ う 制度は国

際化をめざす日本の中で、  ど う ぃ った役割があるのか 、  またど う変つて行かなければならないのか 。  そ れ

には まず日本がど う ぃ う ふ う に国際化 し てい く か 、  日本における国際化の定義をする こ とが必要である と

考えた。

日本の出入国管理の長期スパンとして  「出入国管理基本計画」 があ る 。  これは、  法務大臣が関係の諸大
臣と相談して決める ものである 。出入国管理は入管業務に留まらず 、教育や医療などにも関係しているか

ら であ る 。  平成4年に決まった第一回の計画では、  以下のよ うに決まっている 。

円滑な人的交流促進 : 問題のない人は受け入れる。  行政サー ビスの向上に努める。
外国人労働者問題対応 : 専門的な技術のある人は受け入れる。  一方で単純労働者の受け入れは慎重
に行 う 。  専門的な技術にっいても一定水準以上でなければならなぃ。

一定水準以上の専門技術を身にっけた者のみを受け入れる理由と  しては、  「企業が管理でき  る」 「社会問
題にならなぃ 」  「日本経済の発展のため」 と い っ た こ と が 挙げ ら れ る 。  また、  単純労働者を受け入れていな
い理由と しては  「労働市場が日本人と外国人の二重構造になる」 こ と を 恐 れ て い る か ら だ と し て い る 。  つ

ま り 、

1. 日本人の人件費が高騰しているなかで、  低賃金の外国人の雇用労働条件悪化

2 .  人手を増やすよりも仕事の合理化、近代化を進めることが先決

3 . 外国人の定着によ り教育 、衛生、福祉にかかるコス トがかさむ

4 .  外国人と日本人の習慣の違いにより地域社会が摩擦を引き起こす

と ぃ っ た こ と を 恐 れ て い る か ら と ぃ え る 。  これ らは もちろん今まで移民を受け入れてきた米国やカナダ 、

単純労働者を受け入れてきたフ ラン スや ド イ ッ等の状況を調査して 、  日本が同 じ失敗 を起 こ さ な い よ う に

22 ATR Journa1 31号 SPRING 1998



と 考 え ら れ た こ  と で あ る 。  例えば、  旧西ド イ  ッでは一時的に外国人の単純労働者の受け入れを積極的に進

めていたが 、  前記のよ うな問題が深刻化したために中断し 、  現在は帰国を促しているが、  一度家族を呼び
寄せ 、生活を始めた国か ら追い出 され る こ と は労働者に と っ て非常に迷惑な こ と で あ り 、 帰国政策は困難

を極めている。

日本が前記のよ うな基本計画を貫く こ とは外圧の中で可能なのか、正しぃ こ となのかは、  まだ 、議論の

余地があるであろ う 。  しかし、  この計画が有効である間はそれを基準にして国際化を考えたぃと思う。

3. 調査

論文を書 く に あ た っ て最初に イ ン夕一 ネ ッ ト の サーチのペー ジに 「外国人登録」 と言 う言葉を入れて調
査 し た と こ ろ 、  「永住者及び特別永住者」 の外国人登録およびその携帯義務の存続意義にっいての議論が多
いと感じた。現在の全外国人登録者数1 , 3 5 4 , 0 1 1人 (平成6年末)中 「永住者」 が46 . 6 %、「日本人の配偶者等」
が1 7 .1 % 、  「定住者」 が 1 0 . 1 % と 、永住 ・長期滞在者が大多数を占めるこ とや歴史的背景に所以するのであ
ろ う 。  しかし 、私はむしろそれ以外の外国人達が外国人登録をど う考えているのかとい う こ とに興味をも

った。  前記の人々と比べて少数であり滞在期間が短いために言葉の問題などもあるのかあまり意見が表に

出て き ていない よ う に感 じ たか ら で あ る 。 外国人研究者は 「専門的な技術」 や 「知識」 を請われて日本に
やってきた人達である 。  日本の 「出入国基本計画」 に基づい て も 、 受 け 入れ る こ と に 何 ら 問題が な い と い
えるが、  彼等にとって外国人登録はど う映つているか、  意見を聞いてみた。

質問は、以下の 3種である 。お役所での面倒な手続をよし とする人はまずぃないだろ うから単に 、 「外国
人登録を支持するか否か」 等と ぃ う選択肢によ る〇 x式のアンケー ト では無意味だと考え、  ど う 考 え て い
る か を率直に書いて も ら う よ う に し た 。 回答 し て く れ た のは 、 み な研究者 ( 工 学 、 理学 、 心理学 、  コンピ

ユー タ サ イ ェ ン ス 等 の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド ) や プ ロ グ ラ マ で あ る 。

質問 :

1. 「外国人登録(A l i en Registration)」 と い う 名 前 にっい て ど う 思 う か ?  変える とすればどのよ う な名前
が適切か?

2 .  指紋押捺した時にど う感じたか ?

3 . 外 国人登録にっい て ど う 考 え る か ?

回答 :
3 0 代 ヵナダ人 :日本在住 2年目  (在留資格 :研究)

1. 名前は気にならない。 しかし、品位のない名前だ。「Landing Identificaion Certificate(Ll[S )」 と ぃ う ょ う
な名前が適しているのではないか?

2 .  指がち ょ っ とべたべたし 、ぬぐ ぃ去るのが難し ぃ と感 じた 。嫌だ と感じなかったが 、  目的がはっき り

し て い ない。

3 .  外国人登録が何のために何故必要なのかとい う こ とが分かればいいと思 う 。  ど こで働 くのかはっ き り

させて就労ビザを と っ た ら 、  と くに日本国内のどこに住むか知らせる必要はないのではなぃか ?  外

国人登録は非常に面倒くさいのものだが、それほど私にとって嫌なものではなぃ 。  しかし 、入国管理

局での手続きはひどいものである 。  京都市の入国管理局まで行き、  長蛇の列に並ぶのはぞっとする。

なぜ、  郵送できないのだ。  さ ら に私にいわせれば  「再入国許可」 はただの金儲けのためにあるのでは
な い だ ろ う か ?  それほどの情報を必要としてなぃのに、  6 , 0 0 0円もかかるなんて信じられない。

3 0 代 ド イ ッ人 : 日本在住 2年  (在留資格:研究)
1. う一ん 、私は映画の中のェイ リアンじ ゃなぃけど、別に〇K。

2 .  最初、  驚いた。  けれど、  悪い こ と ではない と思つた 。  国によってそれぞれ規則があるのだから 。

3 0 代 イ ギ リ ス人 :  日本在住 1 年目  (在留資格 :研究 )

1. 最初の印象は非常に嫌な気がしたけれど、  今はそれほどではない。
2 .  したくなかったしなぜ必要なのか分からなかった。私はむしろ手続の必要性を知りたい。
3. 必要以上に厳しぃ。なぜ指絞が必要なんだ。  しかし 、害はない 。

2 0 代 フ ラ ン ス 人 : 在 住 1 カ 月  (在留資格 : 研究)
1 , 私は英語圈の人間ではなぃが、  「 エ イ リ ア ン」 と言 う言葉は変に感じる 。  まだ、 「foreigner」 の方がい
いのではなぃか。  どち らにせよ 、  「registration」 す る と ぃ う こ と は 、 私の情報が コ ン ピ ュー タ に イ ン プ
ッ ト さ れ 、 警 察 が 監 視 し て い る と い う 印 象 を 受 け る が 、  それほど嫌な気がするわけではない。例え 、
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もし 、  名前が代わっても この事実は変わらなぃだろ う 。  英語と して間違いではなければ 、  “Foreigner

resident registration'' と ぃ う名前がよいのではないか ?

2. それほど嫌な気はしないが 、指絞を取る側の方が 、気まず く感じていたよ うに思 う 。指絞を取られた

こ とを聞いた日本人は驚いていた。  しか し 、私のプラ イ ド を傷つけられた り 、  ひど く腹が立つた りす

るほどではなぃ。  犯罪者でないのだから。

3 .  外国人登録に私は不満はなぃが、  長期滞在者には厳しすぎる と言いたい。 彼らが言 うにはビザを毎年
更新しなければならず 、例え日本人と結婚しても 5年以上有効なビザはもらえない。 フ ラ ン ス で は フ
ランス人と結婚すれば簡単にフランス国籍がとれる 。

2 0 代フ ランス人 : 在住 3 カ 月  (在留資格:研究)
1 . A l i e nか_ “V i s i t o r r eg i s t r a t i on”のほうが、適切では?
2 . 大地震が起こった際に識別して も らえ る と思つた 。

3 .  外国人登録はそれほど問題ではない。 カードは漢字で書いた住所を人に見せる際に活用している。  再
入国許可のほうが不便である。

3 0 代中国人 :在住 9年  (在留資格 :研究)

1 .  指絞を取られないのなら気にならない。
2 . 嫌 い だ 。

3 0代アルゼンチン人  : 在住 6 年目  (在留資格 :研究)

1. intemationalregistration,foreigner registration,non-3apanese registration
2. いいものではないが、私は日本の安全さを評価しているし 、指絞押捺が多かれ少なかれ、  この安全さ

に貢献 し てい る と 思 う 。  と こ ろ で 、  この外国人登録の指絞のおかげで、 何人位外国人の犯罪者が捕ま

っているのだろ う 。

3 .  も し 、外国人登録が現在の治安のよ さの一原因となっているな ら 、詳細が変わった と して も 、続けて

い く べ き だ ろ う 。

30代中国人 : 日本在住 1年  (在留資格 :研究)
1. ResidentialCard

2 .  日本ではどんな犯罪もしてはいけないと思つた。

3 0 代オランダ人  (在留資格 : 日本人の配偶者)
1 .  名前にっいては問題な し 。 ア メ リ カ で も同様の名前を使つてい る 。 名前にっいて大騒ぎするなんて 、
ばかげている。

2 .  問題なし 。市役所の職員は とて もポ ラ イ ト であ り 、  申 し訳な さ そ う だ っ た。
3 .  私はむしろ再入国許可にっい て言い たい こ と が あ る 。  外国人登録にっい て は あ ま り 言 い た い こ と は な
いo

2 0 代スウェーデン人 : 在 住 2 年  (在留資格 :研究 )

2 .  ス ウ ェーデンでは指紋は 、ただ犯罪者だけ取られる 。だか ら 、  もちろん変に思 う 。  しかし、  日本で、

この規則は非常に f i r mなものであろう。  なぜなら友人の外国人が何人かどうしても指紋押捺をしたく

なぃと頑張つたが、  認められなかった よ う だか ら 。

3 0 代 ア メ リ カ 人 : 在 住 8 年  (在留資格:  日本人の配偶者)

1 .  日本に来ると決めたのは自分なのだから、  日本の法律に文旬を言う立場ではない。  名前は気にならな

い。 しかし、  他の人が面倒だと思つているのは知つている。  結論を言 う と 、  全く問題なぃ 。  私自身が
尊重されるのであれば。

2 .  上記と同じ理由で 、全 く気にはならない。 しかし、私は日本の全ての人、  日本人を含む全ての人の指
絞が取られるのであればいいと思 う 。

3 .  言いたい こ と は それほ ど な いが 、  こ の シ ス テ ムに傷つけ られてい る人が ぃ る こ と に間違いはない。 特

に日本に自分の意志に反して連れてこられた人の意見は聞くべきだろう。

3 0 代 ア メ リ カ 人 : 在 住 1 年  (在留資格 :研究 )

1 .  問題なし

3. 問題であったのは、  言葉の壁が存在したこと 。 申請書や注意書きが読めなかったし、  事務員の説明も
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理解でき  なかった。

4 0 代 ア メ リ カ 人 : 在 住 1 年  (在留資格 :技術)

1 .  “ anen” と い う 言葉は  「市民ではない」 とい う意味に使われているのであって、  それほど気に障るもの
ではない。

2. 指絞押捺は、 警察関係のある種の身分証明として、  パ ス ポー トや写真付き運転免許証が無い場合に、

よ く 用い られ る方法であ る 。  貧困層ではしばしば見かけるけれども、  普通のア メ リ カ人はこの方法で

身分証明をしなぃ。多くのアメリカ人は指紋を犯罪記録や国家権力介入と結びっけ、  また、  それらに

疑いの目を向ける。さらに、指絞押捺書類はその書類を利用する立場の者 (官憲 )  に よ っ て乱用 され

やすぃもの と考えている 。

3 0 代オ ランダ人 : 在 住 1 年 目  (在留資格 :研究 )

1. visitor registration

2. 全く気に障らないが何のために必要か理由を知りたい。本質的に写真を撮られるの とは大き く違 うの

だから。  

3 .  次世紀に生き残つてい くには日本人はもっ と外国人を受け入れていかねばならないだろ う 。 ア メ リ カ

で起こっている問題をみれば分かるよ うに簡単なこ とではないが 。

3 0代カナダ人 : 在住 1 年 目  (在留資格:研究)

1 . A l i e nは 「何なのか誰なのか分からず、恐怖心を起こさせるもの」 という意味がある。1 o n g-term visitor
がより適切。

2 .  犯罪者のように外国人に対して偏見があり、  政府がすべての外国人を危険だと考えている。

3 0 代 カナダ人 : 在住 1 年  (在留資格 :研究)

1. 何故、 ビザの他に外国人登録が必要なのか困惑している 。ア メ リ カで 、外国人として働いた時、外国

人登録などしなかった。  就労ビザを取つただけである。  パスポー トの常時携帯も義務づけられていな

かった。ただ、有効な自動車免許証か他の身分証明書でよかった ( これは、アメ リカ人と同様である。 )

行政の手続を含む様々な手続において私はいつもァメ リカ人と同様に扱われた。  これは、  カナダやイ

ギ リ ス な ど におい て も 同様で あ ろ う と 考 え る 。  しか しなが らア メ リ カにおける外国人を意味する言葉

はやはり  「Alien」 である 。恐 ら く これが日本で使つている こ とばの元 となった ものであろ う 。つ ま り 、
日本政府にこの言葉を使う批判は当てはまらなぃ 。  しかしながら 、  私はやはり 、  「Alien Registration」
が就労ビザ以外にまだ必要なのかわからなぃ。  他国ではどうなっているのか是非知りたぃ 。

2. 私の意見においてはプライバシーの侵害であり、  幾分humal ia t ingである。 しかし、  もちろんそれが法、

国の状況によって必要 と されている と信 じ る 。  良いか悪いか判断を下す前に日本人も全て指絞を取ら

れているのかど う か知 り たい  (例えば自動車免許証取得の際など)。  フランス等の他の国では人々のコ

ンセンサスを得ることによってd e t e r e n t  to c r i m eしている。 日本人がしているのであれば、指紋を取ら
れ る こ と に な ん ら 反 論 し な い。 ア メ リ カ で は外国人労働者の指紋は取 ら な い ( グ リ ー ンカー ドの申請

の際を除く ) 。 カナダでも同様である 。

論点:なぜ、就労ビザの他に外国人登録が必要なのか?  他の国での状況を是非知りたい。

2 0 代 フ ラ ン ス 人 : 在 住 1 カ 月  (在留資格 :研究)

個人的には気にならなかったが、最近、  日本では犯罪者、 も し くは外国人 ! のみが指紋を取られる と

知つた。 これは、長期滞在の外国人にとって 「犯罪者になる可能性の高い _1 と み ら れ る こ と は 大 き な
間題だろ う 。特に 、  日本に生まれ、  日本国籍を持たなぃ人にとっては。私が思うに、 r o u n d a b o u t  wayに

いる危険な人々を管理する一つの方法だと思う。  これは私達AT Rで働く外国人達にとって問題である

とは思わなぃ。

4 0 代 ア メ リ カ 人  (在留資格:  日本人の配偶者)

私 は 3 年 に一度外国人登録証を更新している。  (配偶者ビザのため)  だから 、  それほど面倒ではない。
指絞を取られる こ と も嫌ではなぃ 。  しかし、再入国許可ついて一言いいたい。

1. 再入国許可とは一体なんだ ?  なんのためのもの ?  他の国ではみたこ とがない。 ビザだけでは十分
ではなぃのか?

2 .  なぜ、入国管理局に手続のために本人が 2度も行かねばならないのか ?  郵送でいいだろ う 。 こ の不

満を訳して関係省庁に伝えてくれれば非常にうれしぃ。
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3 0 代 ド イ ッ人 : 在 住 2 年  (在留資格:研究、 現在日本人の配偶者ビザ申請中)
1. ただの名前だからど うで も ぃいけ ど 、 「residentregistration」 が ぃ いだ ろ う c

4. 調査結果の分析
外国人登録に対する意見は前記のように続々と出てきた。  自分が予想 し てい た よ り も 随分た く さ ん回答

が集ま り 、  それぞれが真劍な ものであ る こ と に実を言 う と 驚いた。 自分達が今まで言いたい と思つていた
こ と を 行政に伝え る よ い機会だ と 考 え てい る人が多い よ う に感 じ 、  必ずこの論文を完成させなければなら

ないと責任を感じた。また、彼等の意見をなるべくそのまま載せたいと考え、前記のような箇条書にした。

彼等の意見をまとめる。

外国人登録が、 日本の治安を守るためなど、  必要なものであるのならば 、  存続 し てい く  こ と も 厭 わ

なぃ。  しかし、  何のために必要なのか説明不足である。

指紋を取 られ る こ と に対 して も同様であ る 。必要性を知 り たい。 日 本 人 は め っ た に と ら れ る こ と が
ないのに、  外国人登録に必要なのはなぜなのか (注 - :外国人登録の際の指絞押捺にっいては、  平 成 4
年には永住者および特別永住者にっいては 、  廃止されているが回答者の中にはそのこ と を知らない
者も多いので間違つた回答もある ) 。

長期間滞在している人は外国人登録よりもむしろ再入国許可に対して不満がたまっていると感じた。

再入国許可は一次ビザ所有者はこれがなぃ と 、  出国する場合は再入国できず、  数次ビザを持つてい
る 人 で も 取得 し な い と 、  外国人登録を再度しなければならなぃ と ぃ う ものである 。再入国許可を取

る た めに 、  出張前の最も忙しぃ時に彼等は京都市内の入国管理局で長蛇の列に並び、 そ し て一次な
ら3,000円、 数次なら6 , 0 0 0円を負担しなければならなぃ。  ビザとは別に外国人登録が存在し、  それぞ

れが別のものであるのに微妙に関係しているため、  こんな複雑な手続きが生まれたよ うに思 う 。  そ

れ以外に存在意義が思い当たらなぃ。

外国人登録、 指絞押捺、  再入国許可、  それぞれがど う ぃ った理由で必要と されているのか 、  説明不

足が最大の問題である。  そ う で な い と  「外国人は犯罪人扱いされている」 といった感情が消える こ
と は な い。 世界的に有名な研究者や高名な大学教授、  どんなに優秀なコンピュー タ技術者でもみな
外国人登録の際には指紋を取られている。  日本人である私は今までに指紋をどこかで取られた記憶

はない。

5. 諸外国の外国人登録について
彼等の感想を見ている と 、  次には他の国では外人登録は存在するのだろうか ?  と ぃ う 疑問が湧いてき

た。 そこで、  日本以外の外国に暮ら していた こ とがあ るのな らば 、  その時どのような手続きが必要だった

のか、 また自国での手続きにっいて聞いた 。

・ カナダ人

カナダ人

フ ラ ン ス 人

ア メ リ カ 人

イ ギ リ ス 人

イ ギ リ ス 人

イ ギ リ ス 人

オ ラ ン ダ 人

オ ラ ン ダ 人

オ ラ ン ダ 人

フ ラ ン ス 人

ア メ リ カ に 住 ん で た こ と が あ る 。  「free trade」 が あ る し 、  就職先が決まっていたので入
国は非常に簡単だった。  国境で50ドル払い、  雇用先からの手紙を見せるだけで一年間

の就労ビザがもらえた。

中国で指紋は取られなかったが、  エイズの検査が必要だった。

ア メ リ カでは登録の必要はなかった  ( 社会保障番号を給料を得るために取らねばなら

なかったが)。

ア メ リ カ に も 似 た よ う な シ ス テ ム が あ る 。

ドイッでは外国人は必ず登録しなければならなぃ。  しか し指紋を取られる こ とはない。
イギ リスでは警察での登録が必要だがカー ド の よ う な も の は 発行 さ れ な い。指絞も取
ら れ な い。 Ec内の人は何もしな くて も ぃい。
アイルランドはEC加盟国だったので何も不要だった。

カナダで、学生ビザが必要だったが、それ以外にカー ドはなかった。車の免許が外国

人登録カー ドの代わりだった。ブラジルで、国境でス夕ンプを押されただけ。.

オランダでは指絞は取られない。

オランダで外国人登録は市役所にパスポー ト を持つてい く と 1 0 分でおわる 。外国人登

録カー ドはない。

フ ラ ン スに も同様のシステムがあ り 、毎年警察での更新が義務づけられている 。政治

家の中には も っ と簡単にすべきた と問題に し てい る人 も ぃ る が 、  不法入国者の取り締

ま り をする ものは違 う意見を持つている 。
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・ フ ラ ン ス 人

フ ラ ン ス 人

中国人

中国人

中国人

フ ラ ン スにおいては 、  長期滞在者は 「resident card」 が も ら え 、  指紋等はとられないが、
数ヵ月かかる  ( フランスの役所はいつも手続が遅い )。 2 、 3 年 後 も し 働いていればフ

ラ ン ス国籍を取 る こ と は それほ ど難 し く な い。それ以上にフランスで生まれた子供は

全 く問題な く フ ラ ン ス国籍が も ら え る 。

フ ラ ン ス で は 「stay card」 と ぃ う も のがあ り 、毎年の更新が義務づけられている 。手
続きについて私はよ く知らないが、外国人の友達は苦労しているよ うだ 。

中国で外国人は登録が必要。

中国ではよく知らなぃが指紋は取られないはず。

フランスで似たよ うな手続きが必要だった 。指絞の代わりにサインが取られる 。最初

は 「一時滞在者」 のカー ドを毎年更新する必要があるが、  10年経つか、 定職にっい た
ら永住カー ド が も ら え る 。

一般的には外国人登録証やこれに類似するもの、  パ ス ポー トの携帯、  提示義務で足りる とするものがあ

る 。  長期間滞在すると住民登録  (外人登録) を義務づけている国が多い。管理方法は大別して外国人の身

分を登録させる もの と住所の届け出を させる ものの 2方法がある 。前者はア メ リ カ式管理方法で 、外国人

の身分の登録として 「氏 名 ・ 性別 ・ 生年月日」 のほか、滞在許可、住所、職場、家族などの事項を登録さ
せる外国人登録をさせ、  以後は登録事項に変動があったら届けさせる管理法であり、  イ ギ リ ス法を受け継

いだもの。後者は、  ヨ ーロ ツパ管理法で、居住地を登録させるもの。居住地は滞在許可証を警察より受け

た後は居住地を移るごとに警察に届けさせる管理法。

以下の表にまとめた。

名称 届け出先 届け出義務者 届ける内容 登録証明普

ア メ リ カ

氏名性別生年月目 出
生地国議住所入国年
月日入国場所滞在活
動予定期間犯罪記録
等

30日以上滞在しよ
うとする14歳以上
の外国人

外国人登録

イギ、リ ス
3カ月以上滞在し
ようとする16歳以
上の外国人

交付
(対宮整機務)

外国人登録

滞在許可

1111察署 住所

フランス
番察

市町村役場
住所

滞在許可証交付

(対官1書議務)

ドイッ of在許可

住所 ( ドイッ人と同様
に戸藉役場へ外国人と
しての転入出、住居所、
氏名、婚難基、国籍変動、
出生子、死亡などを登
録)

滞在許可済証明
審(受益文密)
または、旅券に
スタンプ

外国人庁
入国前に滞在許可
を得ている外国人

タイ王国

外国人管理は全てパスポートによって行なう。 ただし、 居住証明普の制度がある。 居
住証明書は・置久的有効性を有するが、 所持人は出向に先立つて、 その出入国関係審類
に権限ある官更の基i書き保証を受けなぃ限り、 当該所持人が王国を出国する時点で失
効する。

インドネシ
ア

セ ミ パーマネン トビザを有する外国人労働者、 学生は各地方入国管理局から一時的住
民カー ド、 人材部から労價11許可証または警察の登録カードが提供されている,

香港 香港人と同様
の1Dカ ー ド

入国管理
局

ブルネイ 長期居住者は、 まず入国時に2週間のピジッ トビザが与えられる。 そして地元での身元
保証人がぃれば、入国管理局でグリ ー ンIDカードが交付される。

韓国 外国人登録
日本法と同様
指紋捺印要

中華人民共
和国 居民身分証 居民身分証

台湾
居留ビザを有する

ものは入国後15日
以内

外僑居留證 警察署
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6. 提言

それぞれの国によって外国人管理の方法は異なり 、比較することは難しぃが、  それでも日本は次の三点

によって特に厳しぃ ものであ り 、  反発を生んでいると感じる 。

登録の際に指紋押捺が必要。

ビザを更新するたびに (つまりほぼ毎年)  外国人登録証も更新する必要がある。

出国する際に再入国許可を取らないと、  再度外国人登録をし直さなければならない。

外国人登録が非常に曖味な存在であるこ  とが原因だと私は思う  。 窓口は市町村の住民課であるのに、  管理
は入国管理局が行つている点である。

日本人の場合、 その市町村に転入して来た際に一度だけ住民登録すればよいのであり、  写真も指紋も取

ら れ な い。 たびたび更新に訪れる必要もない。 外国人登録を住民登録同様にまで緩和させ、  最初の登録の
後は在留資格とセッ トにしてすべて入国管理局が管理するとい う方法が可能なのではなぃだろ うか 。入国

や転入して来た時のみ登録し、  その後は転居等変更があるまで更新する必要はない。 ビザを更新したら同
時に外国人登録のデ一夕も自動的に更新されるようにする。

コンピュ一夕が発達した現代である 。入国管理局と市町村役場がネッ ト ワー ク で繁がっていれば この よ
う に手続きを簡素化させる こ とは難 し ぃ こ と ではない と思 う 。

7. ま と め

外国人登録制度にっいて考え る ために 、  まず日本における国際化とは何か定義した。  所属する研究所の
外国人研究員達に外国人登録にっいての考えを聞き、  意見をまとめ、  登録者に対する説明不足を感じてい
る こ と が 分 か っ た 。  他国の外国人登録方法にっいて調べ、  日本の登録方法と比較した。  日本人の住民登録
のよ うな手続きに緩和させるこ とを提言した 。

参考文献

[1] 「出入国管理行政論」 竹内照太郎著,  信山社
[2] 「国際人流」 1 2 3号 ̃ 1 2 5号 ,入管協会
[3] 「新版  ゎかりゃすぃ入管法」 山田錬一 ・黒木忠正 , 有斐閣 リ ブ レ
[4] 入管協会研修会議事録(199 6年7月名古屋)
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e受賞

★ l E  E E f e l l o w ( 1 9 9 8年 1月 1日 )

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

ATR人間情報通信研究所において

「人の情報処理の優れた機能に学び、
その成果を利用したヒューマ ン イ ン タ

フ ェース要素技術の確立」 を目指して

推進した人間情報処理研究の国際的研

究協力にお け る リ ー ダ シ ッ プ

Forleadership in
co11aborative research

on human-machine
processing

前ATR人間情報通信研究所

代表取締役社長

(ATR人間情報通信研究所

第四研究室 招聘研究員

/NTT基礎研究所 所長)

東倉  洋一

For contributions to

andleadership i n

opticaland mi11imeter-
wave propagation

research,especia11y for

its application to
sate11ite

communications

元ATR光電波通信研究所

代表取締役社長

(郵政省通信総合研究所所長)

通信総合研究所およ びATR光電波通信

研究所における光およびミ リ波伝搬研

究、 特に衛生通信への応用に対する寄

与 と リ ー ダ シ ッ プ

古演  洋治

★電気通信普及財団 テレコムシステム技術賞 ( 1 9 9 8年3  月25日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

Harald Singer
ATR音声翻訳通信研究所

客員研究員

ATR人間情報通信研究所

主任研究員

(NTTヒューマンインタフェース研究所)

ATR人間情報通信研究所室長

(和歌山大学教授/ATR人間情報

通信研究所 客員研究員)

ATR人間情報通信研究所

第四研究室招聘研究員

/ NTT基礎研究所所長

Cepstralrepresentation

o f  speech motivated by

t ime-freqency masking
: A n  application to

speech recognition

人間の聴覚におけ る時間 一周波数マス

キング特性の数理的本質を抽出し、工

学的応用範囲の広いケプス ト ラムに基

づく新しい情報表現を提案した。  こ の

情報表現を用い る こ と に よ り 、 広範な

条件の下で従来の情報表現を凌駕する

性能を有する音声認識が可能であるこ

とを実証した。

相川  清明

河原 英紀

東倉  洋一
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e学研都市あれこれ

大和ハウ  ス工業総合技術研究所

今回は奈良市左lif 、 な ら や ま 研究パー ク 内 に あ る 1大和ハウス工業総合技術研究所i を 11方間し、 施設をご案内いただき、  また管
理部の浅野i'造'秀部長にお話を例いました。 この研究所は住宅地に隣接しているため数地内の1基,11かな緑も周辺環境と調和するよう
気が配られ 、  また数地外1書1には外部との境1l・となるi要91tや門などもなく、 とても義範しみやすく開かれた研究所とぃう印象を受けま
し た 。

〇本館 Main Building

eテーマ館 lhemePavilion

〇セミナーハウス Sen・1inar IIouse

〇実験住宅1 Ex1,erimenta11Iouse1

eテクノラポA Techno LabA  e実験住宅2 ExperlmentalHouse2r-
〇テクノラポB TechnoLabB、、一

〇研究所の設立目的についてぉ話いただけますでし ょ う か

当研究所は、『環境共生』を研究開発の基本テーマに し てお り 、 キー ワー ド の “ T w o  Way Communication”

の実践と試験設備を充実させ社内実験を十分に行う こ とを大きな目的とし 、平成 6年 9月に開所しました 。

約28,000m2の敷地に本館 、テーマ館、 テ ク ノ ラ ボ A 、 テ ク ノ ラ ボ B 、 セ ミ ナーハウス、環境共生実験住宅、

高齢者対応実験住宅の7つの建物があります。

目的のひとっ “Tw o  Way Communication” と い う のは 、  より多くの方々に当研究所の見学を通して商品を
含め当社が どの よ う な こ と を し て き た か 、  ま た 現在何 を し て い る か を 知つ てい た だ く こ と に よ っ て 、  さ ま

さ まな意見を得 、今後の研究課題を知る こ と を目指してお り ま して 、研究者 、  メ 一 カ ーの方を始め一般の
方の見学も歓迎しております。  開所して以来、  現在までの見学者数は5万人を越え、 平均すると月に約1 , 0 0 0

名にもな り ます 。  この中には学校からの社会見学も多数あり、  お子さんには世界各国の家を模型や映像で

紹 介 し て い る ミ ュー ジアムフロアは興味を持つていただけるよ うです。また 、当研究所は当社の創業 4 0周

年の記念館 と も位置付け られていま して 、当社 4 0 年のあゆみを紹介してい る フ ロ ア も あ り ます 。 そち らに

は、昭和3 4年に 「 3時間で建つ勉強部屋」 を キ ャ ッ チ フ レーズに販売したプレハブ住宅の原型である  『 ミ
ゼ ッ ト ハ ウ ス 』  も展示してお り 、懐かし く思われる見学者も中にはいらっ し ゃ る よ う で す 。 ま た 、 街 に あ

る住宅展示場とは違い 2棟ある実験住宅や他の展示品もそれぞれのテーマに沿つた情報や提案をさせてい

ただぃてお りますので、  住宅展示場と同じ イ メ ー ジを描きながら来られた見学者の方にはあれっ と思われ

る 方 も ぃ ら っ し ゃ る よ う で す ね 。
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も う ひとっの目的の社内実験に関しては、  以前別の場所にあった中央試験場で行えなかった実験も行え

るよ うにさまざまな施設を整え対応しています。構造物の耐震性能を調べるための複雑な振動を起こせる

振動台や、  実物大の住宅を用い温度 ・ 湿度など数々の環境の変化による室内の快適性を調べられる施設な

どの大型のものを始め、  建材の耐久性を調べるための試験機などいろいろなものがあります。

〇研究所の建物には何か特徴があ り ますか

環境共生をテーマと している研究所ですので 、  屋上には芝生や木々を植え緑化を、  他にも兩水散水など

を行い地球環境にも配慮した施設となっています。  また、  研究所の建物には当社製品の外壁パネルを3種類

と鋼管構造を採用していますので、  この建物自体がシステム構築の施工見本としての役割も担つています。

〇開かれた研究所ということですが、  一般の方でも利用できる施設があるのでしょうか

建築 と住宅に関する書物を集めた情報ラ イブ ラ リ ー、 レ ス ト ラ ン 、 講 義 室 や コ ミ ュ ニ テ ィ ホールなどを

ご利用いただけます 。 コ ミ ュ ニ テ ィ ホールでは近辺の方々が発表会を開かれたりもします。席数が27 2あり、

可動式の椅子を動かすことでステー ジを前に追 り出すこ と もで き ますので 、  い ろ い ろ な 使 い方 を し て い た

だ く こ と も 可 能 な ホールです。

〇 2棟ある実験住宅はどのようなものですか

環境共生実験住宅と高齢者対応実験住宅があります。前者は地球環境の保全 ・ 住 ま ぃ と 周辺環境 と の調

和 ・ 健康で快適な居住環境という  3 つ の テーマに基づき兩水利用の屋根散水や太陽熱利用の床暖房、 風突、

ウ イ ン ド キ ャ ッ チ ャ ー と呼んでいる風を室内へ招き入れ自然空調をサポー ト す る壁などを取 り入れていま
す。後者はユーザーの方々と研究者がともにこれからの高齢者対応住宅の在り方を考えていく場であり 、 1

階は高齢者夫婦の生活空間の展示、2階は高齢期の疑似体験とシュミレー シ ョ ン と な っ てい ます 。

〇見学について

見学は休館日の水曜日 ・ 祝祭日以外の日には1日

4 回行つていますが 、事前予約が必要とな り ます 。

見学に関するお問い合わせは、  大和ハ ウ ス 工業総

合技術研究所見学案内係TEL0742-70-2111までお願
いいたします 。

〇今後について

展示物などを新しぃ物に切り替える時期が来てい

ますので、今後は今までのハー ド 面 だ け で な く ソ フ

ト面 も取 り入れたいと考えてはいるのですが、  ソ フ

ト面にっいては表現するのがむずかしぃ点もあり苦
心 し てい る と こ ろ です 。 ま た 、 大和ハ ウ ス な ら では

と お客 さ ま に思つていただけ る よ う に展開 し てい き

た い と 思 つ て い ま す 。
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e所員往来
平成1 0年 1月 1  日 よ り 、  4 月  1 日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。
( ただし、 6ヵ月以上滞在の方のみ掲載)

採用  年月日 ATR所属 氏 名

Martin Tonko

馬塚 れい子
Thomas Wah1

吐師 道子
高橋  和彦
前田  康人

前田  潔
糸井 高明
大西 信幸
前田  直紀

斉藤 四郎

袈裟丸 雄二郎
熊野 健一

Ivan Poupyrev
伊達  正晃
松瀬 尚

西村  竜一

Shuwu  Zhang
吉松  浩
仁科  繁明
郷田  直一

Steve Ke11y
石井 信
駒木  亮
大谷  淳平
蒲地 みゆき
神埼 利佳
高田  智子
高野  佐代子

出 向 元

ド イ ッ  UniversitatKarlsruhe

ア メ リ カ  DukeUniversity

ド イ ッ  WuerzburgUniversity
ア メ リ カ  UniversityofWisconsin
NTT
NTT
NTT
NTT
NTT
NTT
NTT
NTT
NTT

広島大学
沖電気
神戸大学
束北大学

中国  Chinese Academy of  Sciences

ソ ニー

京都大学
京都大学

イ ギ リ ス  University o fGlasgow
奈良先端科学技術大学院大学
大阪大学
京都コンピュ一夕学院

九州大学
東北大学

大阪大学
金沢工業大学大学院

H10. 1 . 1 2

H10. 1 . 1 6

H10. 2. 2
H10. 3. 2
H10. 3 . 1 2
H 1 0 . 3 . 3 0

H 1 0 . 3. 30
H10. 3. 30
H10. 3 . 3 0
H10. 3 . 3 0
H 1 0 . 4 .  1

H 1 0 . 4. 1

H10. 4. 1
H10. 4. 1
H 1 0 . 4. 1

H 1 0 . 4. 1

H10. 4. 1
H10. 4.  1
H 1 0 . 4 .  1
H 1 0 . 4. 1

H 1 0 . 4. 1

H10. 4.  1
H10. 4. 1
H 1 0 . 4 .  1
H 1 0 . 4 .  1

H 1 0 . 4. 1

H1 0 . 4 .  1

H10. 4. 1
H10. 4. 1

退職 年月日

H10. 1 . 2 9
H10. 1 . 3 0
H 1 0 . 2. 20

H10. 3. 31
H10. 3 . 3 1
H1 0 . 3 . 3 1

H 1 0 . 3 . 31

H 1 0 . 3. 31
H10. 3 . 3 1
H10. 3 . 3 1
H10. 3 . 3 1
H1 0 . 3 . 3 1

H 1 0 . 3. 31

H 1 0 . 3 . 31
H10. 3 . 3 1
H10. 3 . 3 1
H1 0 . 3 . 3 1

H 1 0 . 3 . 31

H 1 0 . 3. 31
H10. 3 . 3 1
H10. 3 . 3 1
H10. 3 . 3 1
H 1 0 . 3. 31

H 1 0 . 3. 31
H10. 3 . 3 1
H10. 3 . 3 1

(人) 第 2研究室  研究員
( 人 ) 第 1 研 究室  研究員
( 音 ) 第 1 研 究室  研究員
( 人 ) 第 4 研 究室  研究員
( 映 ) 第 1 研 究室  研究員
( 国 ) 総 務 部  人事課 係長
( 国 ) 総 務部  購買課 係長
( 国 ) 企 画部  主査
( 映 ) 企画課  係長
( 環 ) 企画課  係長
( 国 ) 総 務 部  施設管理課 課長

( 国 ) 総 務 部  担当課長
( 映 ) 企画課  課長
( 映 ) 第 1 研 究室  研究員
( 映 ) 第 4 研 究室  研究員
( 映 ) 第 5 研 究室  研究技術員
( 映 ) 第 5 研究室  研究員
( 音 ) 第 1 研 究 室  研究員
( 人 ) 第 5 研究室  研究員
( 人 ) 第 3 研 究室  研究員
( 人 ) 第 5 研究室  研究員
( 人 ) 第 2 研 究室  研究員
( 人 ) 第 6 研 究室  研究員
( 人 ) 第 1 研究室  研究員
( 人 ) 第 6 研 究 室  研究員
( 人 ) 第 2 研 究室  研究員
( 人 ) 第 2 研 究室  研究員
( 人 ) 第 1 研究室  研究技術員
( 人 ) 第 1 研究室  研究員

復 帰 先 氏 名 ATR所属

フ ラ ン ス  INT
フ ラ ン ス  I NT
カ ナ ダ

NTT

NTT
NTT
NTT
NTT
NTT
NTT

北陸先端科学技術大学院大学
さ く ら ケー シーエス
ア メ リ カ

北陸先端科学技術大学院大学
CSK

福岡大学
住友金属工業
K D D

ド イ ッ  ザール ラ ン ト 大 学
立命館大学
名古屋大学
愛知県立大学
シャープ

NTT  京都病院

ア メ リ カ  V通anovaUniversity
東芝

Sebastien Voyard
Sebastien Jehan

Sidney Fels
塩見 正則
松本  茂男
山崎  優
今井 譲司
若谷 俊之
萩原 正夫
松本  浩行
藤田  邦彦
石若 通利
Edward Altman

下嶋  篤
越知 武
森元 逞
政清l1 浩和
樋ロ 宜男
Julia Elisabeth Heine

小川 徳子
Hani Yehia

足立 整治
野村 竜也
滝村 藤夫

張 毅民
柴田  治

(音)  第 2研究室
(人)  第 2研究室
(映) 第 2研究室
( 国 ) 総 務部  人事課
( 国 ) 総 務部  施設管理課
( 国 ) 経 理部
( 国 ) 経理部  購買課
( 国 ) 企画部
( 映 ) 企画課
( 映 ) 企画課
(映) 第 2研究室
(映) 第 3研究室
(映) 第 4研究室
(映) 第4研究室
(映) 第 5研究室
( 音 )主幹研究員
( 音 ) 第 1 研 究室
(音) 第 2研究室
(音) 第 3研究室
(人) 第2研究室
(人) 第 4研究室
(人) 第 6研究室
(人) 第 6研究室
( 環 ) 企画課
(環) 第3研究室
(環) 第 3研究室
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〇外部発表状況

平成9年1 0月から平成1 0年3月末における学術論文  ・ 学会発表等一覧。 ただし 、  一部前回未記入を含む)

ATR知能映像通信研究所

1. Sommerer,Mignonneau:Art as a Living System the interactive
computer art works by Sommerer and Mignonneau;Leonardo
Journa l ,M IT  Press ,Vo l30 .No.5 (97 .10 )

2. 羽尻 ,岡田 ,小川 (立命館大 ) , 中津 : マルチェージ ェ ン ト の

組織化による発話生成モデル ;電子情報通信学会和文論

文誌D- I1 (97.10)
3 .  Healey,McCarthy(Univers i ty  Co l l ege  Co r k ) : A l 1 o c a t i n g

Functions and Articulating Wo r k : A  case s tudy ;ALLFN'  97:

Revisiting the Al1ocation o f  FunctionsIssue - N e w  Perspectives.
(97.10)

4.  中津,Sengup ta ,Fe l s : ICMCS'  9 7報告 ;電子情報通信学会
Dソサイアティ誌 ( 9 7 . 1 0 )

5. 角,西本,間瀬:P e r s o n a l i z i n g  information in  a conversation

support env i ronment  f o r  faci l itating col laborat ive concept
formation and information sharing;Systems and Computers in

Japan28No.10(97.9)
6. 前川 , 中津 , 仁科 ( メ デ ィ ア教育開発セン タ ー ) ,不破本 (国際

科学振興財団) ,大橋(ATR人間) :α一EEG  indicated KANSE I

evaluation on  visual image granularity o f  t ex tu re s ;KANSEI -
the techno1ogy o f  emotion A IM I  internationalworkshop(97.10)

7 .  土佐,中津: I n t e r a c t i v e  P o e m ; A I M I  IntemationalWorkshop
on Kansei - The Techno1ogy of Emotion(97.10)

8. M u l d e r , F e l s , 間瀬 : E m p t y -h a n d e d  gesture ana l y s i s  in
Max/F「S;Proceedings o f  the A IM I  InternationalWorkshop on
Kansei-The Techno1ogy of Emotion(97.10)

9 .  門 林 , 間 瀬 : 身 振 り ィ ン タ フ ェー スを用いた仮想集落ウォ

一 ク ス ルー ; 映 像 メ デ ィ ア 処 理 シ ン ポ ジ ウ ム 第 2 回 シ ン ポ

ジウム資料(97 . 1 0 )

10. 朴 , 李 , 井 上 : 視差の小 さい多眼ステ レオ画像か らの奧行

き推定法; IMP S '  97(97.10)
11. 下嶋 : 談 話状況におけ る情報統合 : 一般化モデルの可能
性にっい て ;  関西哲学会第50回大会(97.10 )

12. 湖沢 , 海老原 , 坂ロ, 大 谷 : V i r t u a l K A B U K I & 棚 沢作品 ;
Document&ART展(97 .10 )

13. 大谷:糊沢 ;D o c u m e n t & A r t展一その相互浸透性をめぐっ

て一(図録)(97.10)

14. 宮田,渡辺(NTT ) ,天野(NTT ) ,近藤(NTT ) ,根岸(京都市聴覚

言語障害セン夕一 ) ,安野 (京都市聴覚言語障害セン夕 一 ) :
聴覚障害者のための単語了解度テス ト用単語 リ ス ト の提

案;第42回日本聴覚医学会学術講演会(9 7 . 1 0 )

15. 宮 里 : テ レ ィ マージシステムに関する基礎的検討 ;電子情

報津信学会 MvE ( マ ル チ メ デ イ ア ・ 仮想環境基礎)研究会
(97.10)

16. S omm e r e r ,M i g n o n n e a u : T h e  Interactive Plant  G r o w i n g ;

Preste1(97.10)

17. 高玉 ( A T R人間 ) ,羽尻 ,野村 ( A T R人間 ) ,岡田 ,下原 ( A T R人

間 ) , 中須賀 ( 東京大 ) : A  Computa t i ona lGroups  Dia1ogue

M o d e l w i t h  〇rgan i z a t i o n a l L e a r n i n g ; S p e c i a l S e s s i o n  on

Inte11igent Networked Agent S y s t e m ( I N A S ) i n  I EEE  IC IPS
97(97.10)

18. 間瀬 ,門林 : G e s t u r e  Interface for a V i r t u a lWa l k-thr ough ;
InternationalWorkshop on  PerceptualUser hterface(97.10)

19. 宮 里 , 中 津 : S e e- through H a n d : A  P a l m -coup led  Disp lay
S y s t em ; PU I  Workshop '97(Workshop on  PerceptualUser
Interfaces)(97.10)

20. 内海 ,大谷 : D i r e c t  Manipulation Interface to Vir tua lScenes :

Estimating Hand Gestures using Mul t ip l e-camera I m a g e s ;
Workshop on Perceptua lUser  Intelface(97.10)

21. 竹 内 , 片 桐 : ユーザ一機械間の社会的役割を考慮したイン

夕 フ ェ ー ス デ ザ イ ン ; ヒ ューマ ン ・ イ ン 夕 フ ェー ス ・ シ
ンポジ ウ ム '  97(97.10)

22. 石井 , 鈴木 , 岡 田 : 笑 いの あ る イ ン タ ラ ク シ ョ ン ; 第 1 3 回 ヒ

ューマ ン ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス ・ シンポジウム( 9 7 . 1 0 )

23. 野間 ,角 ,宮里 ,間瀬 : H a p t i c  I n t e r f a c eによる思考支援シス
テ ム ; 第 1 3 回 ヒ ュ ーマ ン イ ン タ フ ェ ー ス シ ン ポ ジ ウ ム

(97.10)

24. 鈴 木 , 石 井 , 岡 田 : ピ ン グ ー に 学 ぶ イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン の 愉

し さ ; 計 測 自 動制御学会 ヒ ューマ ン イ ン タ フ ェー ス部会

(97.10)

25. 岡田 ,鈴木 ,石井 ,犬童 :共同想起対話における間身体的な

場 にっい て ; 人 工 知 能 学 会 音 声 ・ 言語理解と対話処理
(SLUD)研究会(97.10)

26. S e n g u p t a ,大谷:An  Af f ine  Coordinate Based Algorithm for

Reprojecting the Human  Face f o r l den t ification T a s k s ; T h e
1997InternationalConference on Image Processing(97.10)

27. 内海 , 大 谷 : H a n d  Image  Segmentation using Sequentia1-
image-based H i e r a r c h i c a l A d a p t a t i o n ; 1 9 9 7 I n t ernationa1
Conference on Irnage Processing(97.10)

28. 大塚 ,大谷 : R e c o g n i z i n t g  Mu l t i p l e  Persons '  Facia1

Espressions Using H M M  Based on Automatic Extraction of

Significant Frames f rom Image Sequences;1997Internationa1
Conference on Image Processing(97.10)

29. 中津 :研究とビジネス ;人工知能学会誌 「巻頭言」 (97.11)
30 .  中津 ,大谷 ,間瀬 ,宮里 : S I G G R A P H 9 7に参加して ; A T Rジ

ャーナル(97.11 )

31. 岡田 , 鈴木 , 石井 : 今 , 雑談がおも しろい一雑談に学ぶ身体

性,間身体性そして多声性;AT R  Jouma l29(97.11)
32. 大谷 , 間 瀬 , 飯 田 : I J C A I-9 7 に 参加 し て ; A T R ジ ャーナル
(97.11)

33. Sommerer,Mignonneau:Interactive P lantGrow ing ;Museo  de

Monterrey(97.11)

34. 宮里 :臨場感通信会議システムの展望 ; 東北大電気通信

研究所第37回通研シンポジウム( 9 7 . 1 1 )

35 .  間瀬:De s i g n  and Applications of Interface Age n t ;第11回目
独情報技術フォ ー ラム(97 . 1 1 )

36. 野間,宮里:C o o p e r a t i v e  object manipu lat ion in  bimanua1

action using virtua lphys ics;6th annualSymposium on Haptic
In ter f aces  f o r  V i r t u a l E n v i r o n m e n t  a n d  Teleoperators

Systems(97.11)

37. 角 : S、upporting the a(1luisition and modeling of requirements in
software design;Strategic Knowledge and Concept Formation
Workshop(97.11)

38. 中津 : 人工生命 と ヒ ューマ ン イ ン タ フ ェース ;第3 5回人工

知能セミナ一講演テキスト ( 9 7 . 1 1 )

39. 大塚 , 大 谷 : 連 続 し た表情シー ケンス画像からのHMMを

用いた個別表情抽出に関する検討 ;電子情報通信学会パ

タ ー ン認識 ・ メディア理解研究会 ( 9 7 . 1 1 )

40. 今井 : 計 算機か ら 見 た オ ー ト ポ イ ェー シス : 有限な規則
からの行動創発 ;  電気関係学会関西支部連合大会次第書

(97.11)

41. 羽 尻 : オ ー ト ポ イ ェー シスシステム と しての意味処理 :
言い替え と対話システム ; 電気関係学会関西支部連合大

会(97.11)

42. 小 野 : 心 的 シ ス テ ム と 身 体 シ ス テ ム の カ ッ プ リ ン グ :
「恋するコンピュ一夕」 は可能か?  ;電気関係学会関西支
部連合大会(97.11 )

43. F e l s ,間瀬 : I a m a s c o p e ; N I C〇GRA PH  CG  F I LM  SH〇W
97(97.11)

44 .  土 佐 :  「イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ポェム」 ; 「デ ジ 夕 ル メ デ イ ア
ワ ー ル ド」 デ ジ タ ル ア ー ト ギ ャ ラ リ ー (97.11)

45. 土佐 :感情に反応する物語 「ネ ッ ト ワ ー ク vR シ ア ター」 ;
学術情報セ ン タ一国際シ ン ポ ジ ウ ム  「超速学術研究ネッ
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ト ワー クの研究開発」 講演のみ予稿集なし(97 . 1 1 )
46. 西本 ,角 ,間瀬 :音楽創造性支援システムM u s i c-A I D E ; 計
測自動制御学会第1 9回システム工学部会研究会 「発想支
援システム」 (97.12)

47. Somme r e r ,M i g nonne au :A r t  as a Living Sys tem;Spr inge r
Vienna N e w  York(97.12)

4 8 .  S omme r e r ,M i g n o n n e a u : I n t r o d u c t i o n :A r t  and  Science - a
Mode1of a New  Dynamic Interrelatiori ; S p r i n ge r  Vienna New
York(97.12)

49. 杉原 ,宮里 :疲労軽減をはかったへ ツ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ
レ イ ; 〇plusE12月号(97.12)

50. 下嶋 ,片桐 ,小磯 :対話の情報論的研究のためのプロレゴ

メナ ;計測自動制御学会第 1 9回システム工学部会研究会

「発想支援システム」 資料力夕ログ番号97PG0015 (97 . 12 )
51. 藤田 ,西本 ,角 ,國藤 (北陸先端大 ) ,間瀬 :議論の時間的構造
の可視化による会議支援 ;第 1 9回システム工学部会研究

会 「発想支援システム」 (97.12)
52. 宮 里 : バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ に よ る コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

環境の生成;電気四学会関西支部専門講習会(97 . 1 2 )

53. F e l s ,間瀬 :  Intimacy as an Index forUnderstanding Human-
Computer Interact ion;Workshop on  Interactive Systems and
Software(97.12)

54. 海老原 , 大谷 : パ ソ コ ン版M Icsの提案と検討; 1 9 9 7年映像
情報メデイア学会冬季大会講演予稿集( 9 7 . 1 2 )

55. 中津 : 新 し ぃ 通 信 メ デ イ ア の 創 出 ; 映 像 情 報 メ デ イ ア 学 会

1997年冬季大会(97.12)

56. 杉原 , 宮里 : ビ デオオーバ ー レイ方式HMDのための輝度制

御 ミ キ シ ン グ 装 置 の 開発 ; 映 像 情 報 メ デ ィ ア 学 会冬季大

会(97.12)

57. 山田 (金沢工業大 ) , 海老原 ,大谷 :パ ソコン版M Icsにおけ
る実時間人物像動き検出 ; 1 9 9 7 年映像情報 メデ イア学会

冬季大会講演予稿集(97 .12 )

58. 小高 (神戸大 ) ,岸本 (神戸大 ) ,井上 :感情の誇張表現 ; 1 9 9 7
年映像情報メディア学会冬季大会 ( 9 7 . 1 2 )

59. 岸本(神戸大) ,小高(不中戸大) ,井上:漫画における感情表現
と 背景パ ター ン ; 1 9 9 7 年映像情報 メデ イア学会冬季大会

(97.12)

60. 今井 , 宮里 : 人 間 と 共存す るサ イバー ク リェーチ ャ ; 情 報
処理学会オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 複 合 情 報 処 理 研 究 会

(97.12)

61. 小磯 ,伝 (奈良先端大 ) : 話者移行の観点からみた同時開始

発話の分析 ;合同研究会A I シンポジウム '  97 (97 .12 )
62. 門林 , 西 本 , 間 瀬 : 仮 想 空間 の ウ ォ ー ク スルーのためのユ

一ザ イ ン タ フ ェ ー ス の 評 価 ; 第 3 回 知 能 情 報 メ デ ィ ア シ
ンポジウム( 9 7 . 1 2 )

63. 中津 , 土 佐 , 越 知 : 複 数 人参加型 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 映 画 シ

ス テ ムの構成 ; 第 3 回知能情報 メデ イ ア シ ンポジ ウ ム論文

集(97.12)
64. 間瀬 ,角 ,江谷 ,小林 , F e l s , S i m o n e t , 門林 :モー バ イ ル で パ

ー ソ ナ ル な イ ン 夕 フ ェ ー スェー ジ ェ ン ト に よ る 展 示 ガ イ
ド ;第 3回知能情報メデイアシンポジウム ( 9 7 . 1 2 )

65. 井上 , 石 若 , 朴 , 田 中 : イ メ ー ジ表現環境I E R o o m ;第 3回知

能情報メデイアシンポジウム ( 9 7 . 1 2 )

66. 中津:Crea t i on  of New  Communications Based on  Multimedia

Techno1og ies ;1997Intemat iona lSyrnposium on Multimedia

Information Processing Proceeding(97.12)
67 .  坂口 , 大谷 : 実写映像に基づいた樹木のモデ リ ング ; 電子

情報通信学会M V E研究会(97 .12 )
68. Mu l d e r , F e l s ,間瀬:Map p i n g  virtua1object manipulation to
sound var iat ion;情報処理学会音楽情報科学研究会(97.12)

69. 門林 ,間瀬 :新しい博物館の創造に向けて一M e t a-Museum
プロジェク トの紹介 ;電子博物館シンポジウム ( 9 7 . 1 2 )

70. 内海 ,宮里 ,岸野 (大阪大 ) ,大谷 ,中津 :距離変換値を用いた

多視点画像によ る手姿勢推定法 ; 映像情報 メデ ィ ア学会

誌(97.12)

71.  大谷 , 岸野 ( 大阪大 ) : 遺伝的アルゴ リ ズ ムを用いた多眼画

像からの人物の姿勢のモデルベー ス 推 定 ; 映 像 情 報 メ デ

イ ア学会誌(97.12 )

72. 片桐 , 竹 内 ひ とは コ ン ピ ュ一夕をひ と とみな してい るの

か? ;日本認知科学会学習と対話研究会( 9 7 . 1 2 )

73.  デ ィ シルバ , 宮 里 , 中 津 : 顔 画像か ら の感情認識におけ る

複合情報の利用 ; 電子情報通信学会英文論文誌(98 .1 )
7 4 .  中 津 : 映 像 情 報 メ デ イ ア を 駆 使 し た 新 し い コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン メ デ ィ ア の 創 出 ; 映 像 情 報 メ デ イ ア 学 会 誌 「文化
と し て の映像情報 メデ イ ア」 小特集(98.1)

75. 土佐 , 中 津 :  「イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ポ ェ ム」 一芸術 と科学の
「融合地点」 - ; 映 像 情報 メ デ ィ ア 学会誌 「文化としての
映像情報 メ デ ィ ア」小特集(98 . 1 )

76. 中 津 : こ れ か ら の 電 気 通 信 に っい て 考 え る ; 電 気 通 信

(98.1)

77. 宮 里 , 中 津 : U s e r  In ter face  Techno1ogies f o r  a Vir tua1
Communicat ion S p a c e ; C V V R H C 9 8 ( A T Rワ ー ク シ ョ ツ
プ)(98.1)

78. 大谷,Sengupta:Cenerat ing VirtualEnvironments for Human

Communications-Virtua lMetamorphosis  System and  Nove l
V i ew  Generation- ; I E E E  and  A T R  Workshop on  Computer
Vision for VirtualReality Based Human Communications(98.1)

79. 中 津 : 〇pening Rema r k s  f o r  C V V R H C ; I E E E  a n d  A T R
Workshop on Computer  Vis i on  and  V i r t u a l R e l i t y  Ba s ed
Human Communications(98.1)

80. 内海 ,森 (大阪大 ) ,大谷 ,谷内田 (大阪大 ) : M u l t i p l e  Camera
Based Human Motion Es t ima t i on ; 3 r d  Asian Conference on

Computer Vision(98.1)

81. 大塚,大谷:Conver t i ng  FacialExpressions UsingRecognition-
Based Analysis o f  Image Sequences;Third Asian Conference

on Computer Vision(98.1)

82. Ferm in ,大谷:Track ing  principalpoints o f  complex objects in

an image sequence; Internat iona lSympos ium on Inte11igent
robotic systems(98.1)

83. 11111原,宮里: S y s t e m  deve1opment o f  fatigue-1ess minded H M D
s y s t em3DDAC :S y s t em  implementat ion o f  M k . 4 i ri l ight-
we i gh t  H M D ; I n t erna t i o n a lWo r k s h o p  o n  Adv a n c c d  I m a g e

Techno1ogy '98(98.1)

84 .  石 若 , 井 上 : A  Layered Authoring Mo d e l f o r  Constructing

Interactive Vi r tua lEnv i ronment ; Internat iona lWorkshop on

Advanced Image Techno1ogy '98(98.1)
85. 中津:Communicat1ons ,Art i f i c i a lL i f e ,and Art;Internationa1

Synposium on Arti f icialLi fe and Robotics(98.1)
86.  土佐:Ar t i s t i c  Communication for A-Li fe  and Ro b o t i c s ;第3
回人工生命とロポッ トに関する国際シンポジウム ( 9 8 . 1 )

87. 塩瀬(京都大 ) ,岡田 ,權木 (京都大 ) ,片井 (京都大 ) :双参照モ

デルにおける社会性の発現機構 ;情報処理学会知能と複

雑系研究会(98.1 )

88. S e m w a l ,大谷 , F e r m i n : A n  active space indexing system for
3 D  estimation of human po s t u r e s ;情報処理学会コンピュー
タ ビ ジ ョ ン と イ メ ー ジメデイア研究報告 ( 9 8 . 1 )

89. 大谷 : A T R知能映像通信研究所における人物の表情 ・ 姿

勢 推 定 法 の 研 究  ; 電 子 情 報 通 信 学 会 技 術 研 究 報 告

PRMU97-206(98.1)
90. 竹松 , 海老原 , 大谷 : コ ン ピ ュ一夕ビジ ョ ン に於け る実時

間表情検出処理の検討 ; 電子情報通信学会技術研究報告

パ夕一ン認識 ・ メ デ イ ア理解 P R M U 9 7-204(98.1)
91. 井上 ,田中 ,井上 :感性情報処理研究の枠組みと感性評価

法 ;  ヒ ューマン情報処理研究会(電子情報通信学会)(98 . 1 )
92. 片 桐 : マ ル チ メ デ イ ア ・ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン と 社 会 ・ 文

化的認知 ; 第一回社会言語科学会大会(98 .1 )

93. 小磯 ,伝 ( 奈良先端大 ) : 会話における韻律的 ・ 言語的特徴
と 話者交替 と の関係にっい て ; 第 4 0 回 音 声言語研究会

(98.1)

94. 中津 : 京 都府陶磁器バーチャル美術館構想 ; M & T 総合セ

ンタ一情報(98.2 )

95 .  S omme r e r ,M i g n o n n e a u :A r t  as a Liv ing  S y s t em ;  A r t @
Science Springer Verlag(98.2)

96. Somme r e r ,M i g nonne au : I n t r o du c t i o n :A r t  and S c i e n c e - a

Mod e 1 o f  a N e w  Dynam i c  I n t e r r e l a t i on ;  A r t @ S c i e n c e
Springer Verlag(98.2)
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97. 朴. 大川 , 井 上 :  イ メ ー ジ表現ルームにおける 3次元映像
合成法;電子情報通信学会画像工学研究会技術報告IE 9 7-
168(98.2)

98. F e l s ,間瀬,R e i n e r s : I a m a s c o p e ; N I C〇GRAPH  CG  F I LM

SHOW97 i n  Sapporo(98.2)
99. 井 上 , 宮 里 : 透 視 ラ イ ト ; 京 都 府 陶 磁 器 バーチャル美術館

(98.2)

100. 田中 , P l a n t e : 絵付け師 ; 京都府陶磁器バーチャル美術館

(98.2)

101. 井上 : 仮想空間 ウ ォ ー ク スルー ; 京都府陶磁器バーチ ャ ル

美術館(98.2)

102. 石若 ,井上 : 3 次元デー タの高品質化;京都府陶磁器バーチ

ャル美術館(98 . 2 )

103. 宮 里 : vRで習得するわざ ;京都府陶磁器ハ ーチャル美術館シン
ホ'シウム「わざ、  感性ミューシアムを目指して」 (98.2)

104. 井上 : わ ざ , 感 性 ミ ュー ジ ア ム を 目 指 し て ̃vRで体験する
わ ざ , 感 性 の 博 物 館 ̃ ; 京 都 府 陶 磁 器 バ ー チ ャ ル 美 術 館

(98.2)

105. 中 津 : わ ざ 、  感性 ミ ュー ジ ァ ム を目指して一vRで体験す
る わ さ、、 感性の博物館一 ; 京 都府陶磁器バーチャル美術

館(98.2)

106. 上田 ,門林 ,荻野 ,塚本 ,西尾 :知識ベー スシステムを用いた

分散型 メ ー ル配送システムM I L D ; 情報処理学会論文誌

vo139No.2(98.2)

107. 竹 内 , 片 桐 : 人 一 コンピ ュ一夕間の社会的インタ ラ クシ ョ

ン と そ の 文化依存性一互惠性に基づく対人反応一 ; 認 知

科学(98.3)

108. 糊沢 , 坂 口 : 生 演 奏 に よ る イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ C G シ ス テ ム ;

J . C i t y ア ト リ ウ ム コ ンサー ト(98 .3 )
109.  中津 , 土 佐 , 越 知 : イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 映画第 2 次 シ ス テ ム の

構 成 ; イ ン タ ラ ク シ ョ ン '  98論文集(98 .3 )

110. 間瀬,Fe l s , B r u d e r l i n ,角 ,門林:As y n c h r o n o u s  Hierarchica1

Architeoture for Contro11ing and Animating Interface Agents;

Imagina' 98(98.3)
111. 田中 ,井上 ,井上 :画像領域の物理的特徴に基づく注目領域

抽 出 法 の 評 価 ; ヒ ューマ ン イ ン フ ォ メ ー ション研究会 (映

像情報メデイア学会 ) ( 9 8 . 3 )

112. Sommerer,Mignonneau:Interactive Plant Growing. L es mains
vertes;Turbulence Video journa1,(98.3)

113. 佐藤 ,野間 ,宮里 :仮想空間内の静止オブジェク トに対する

感情モデルの適用 ; 情報処理学会第56回全国大会(98.3 )

114. 鈴 木 , 井 上 : ス ク リ プ ト を 用 い た マ ル チ メ デ ィ ア ・ モン夕

ー ジュ ー その2 .対位法的映像の考察一;情報処理学会第

56回全国大会(98 .3 )

115. F e rm i n ,井宮,大谷:Ma t c h i n g  points using extended polygon

search for multiple c ame r a s ;情報処理学会第56回全国大会
講演論文集(98.3 )

116. 田中,P l a n t e ,井上:仮想操作環境におけるHo t s p o t編集ツー

ル;第56回情報処理学会全国大会(98 . 3 )

117. 大塚 , 大 谷 : 表 情 シーケンス画像からの個別表情抽出に関

する検討  一 ある表情の表出過程における別の表情への変
化が発生する場合一 ;情報処理学会第56回全国大会(98 .3 )

118. 小野 , 岡 田 : 身 体的な関係性に基づ く コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

の円環モデル;情報処理学会第56回全国大会(9 8 . 3 )

119. 石 若 , 井 上 : 美 術 品 デー タ ベ ー スの類似検索機能の検討 ;

情報処理学会第56回全国大会(98.3 )

120. 井上 , 宮 里 : 仮 想 ラ イ ト に よ る 立体物の内部表現 ; 日 本情

報考古学会第5回大会(98 .3 )

121. 西本 ,角 , 門林 , 間瀬 : G r o u p  Thinking Support with a Multi-
Agen t  A r c h i t e c t u r e ; P A AM 9 8 : T h e  Th i r d  Internationa1

Conference and Exhibit ion on  The  PracticalApplication o f

Intelligent Agents and Multi-Agent(98.3)
122. 門林,間瀬 : S e a m l e s s  Guidance by PersonalAgent in Virtua1
Space Based on User Interaction i n  R e a l W o r l d ;  The Third
Internat iona lConference and Exh ib i t i on  on  The  Practica1

Application of InteIligent Agents and Mult i -Agent Techno1ogy
(PAAM98)(98.3)

123. 小林 .角, 間瀬 :個人の與味と知識に基づく情報提供の手法

; 人工知能学会 ,  第21回  知的教育システム研究会  (sI G-
I E S ) ,第40回知識ベースシステム研究会 ( S I G-K Bs) 共 催研
究会特集 「知識の相互伝達」 (98.3)

124. 下嶋 ,小磯 , swe r t s ( I P〇) ,片桐:音声対話コーパスに基づく
繰り返し応答の分析;言語処理学会第4回年次大会発表論

文集(98.3)

1 2 5 . 朴 ,井上 : I m a g e-Based Rendering f rom Mult i -View  Images ;
映像情報メデイア学会誌( 9 8 . 3 )

126 .  門 林 , 間 瀬 : T h e  V i s TA -w a l k  S y s t e m ; 2 6 t h  Computer
Applications in Archaeo1ogy(CAA98)(98.3)

127. 中津 ,土佐 ,越知 :複数人参加型イン夕ラクテ ィブ映画シス

テムの構成 ; 1 9 9 8年電子情報通信学会総合大会講演論文

集(98.3)

128. 増山 , 井上 : 異 な る メ デ イ ア間での共同創作を支援す る シ

ス テ ム  一聴取用総譜や身体表現を用いたイメ ー ジ管理手

法一 ; 1998年電子情報通信学会総合大会(98.3 )
1 2 9 . 大川 ,朴 ,井上 :多眼カメラ映像からの任意視点ステレオ映

像生成;1998年電子情報通信学会総合大会(98 .3 )

1 3 0 .上田 (大阪大 ) ,門林 ,塚本 (大阪大 ) ,西尾 (大阪大 ) : vI Ew: カ
ス タ ム 木 を 用 い た メ ール分類 ・ 表示システム ; 1 9 9 8 年電

子情報通信学会総合大会(98.3 )

131. 伊藤,小杉 ,井上 :顔の類似性を与える部品の重要度に関す

る主観評価;19 9 8年電子情報通信学会総合大会(98 . 3 )

1 3 2 .M o r i , S u z u k i : M o v i e  Graph GU I ; 1 9 9 8年電子情報通信学会
総合大会(98.3 )

133. 大塚 ,大谷 :人物頭部の動きを考慮した顔動画像からの個

別 表 情 抽 出 ・ 認識の検討 ; 1 9 9 8年電子情報通信学会総合

大会(98.3)

134. 坂口 ,大谷 :実写映像に基づく樹木モデル生成法の検討 ;

1998年電子情報通信学会総合大会D-11 -128(98.3)
1 3 5 . 竹 松 , 海老原 , 大谷 : ア ク テ ィ ブカ メ ラ を用いた実時間表情

検出・再現処理の検討 ; 1 9 9 8年電子情報通信学会総合大

会講演論文集情報 ・ システムD-12-141(98.3)
1 3 6 . 制 沢 , 大 谷 : 絵 画 と 鑑 賞者 の双方向の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

を目指して ;電子情報通信学会1 9 9 8年総合大会講演論文

集基礎 ・境界( 9 8 . 3 )

137. 内海 ,森 (大阪大 ) ,大谷 ,谷内田 (大阪大 ) : カルマンフイルタ

を用いた多数カ メ ラ に よ る複数人物追跡の検討 ; 1 9 9 8 年

電子情報通信学会総合大会講演論文集情報 ・ シ ス テ ム

D-12-146(98.3)

ATR音声翻訳通信研究所
1. 松永 ,坂本 : 音素ク ラ ス タモデルを用いた未登録語検出法

の検討;電子情報通信学会論文誌D- I1 (97.9)
2. 深 田 , 匂 坂 : 発 音 ネ ッ ト ワー クに基づく発音辞書の自動生

成;電子情報通信学会論文誌D- II (97.10)
3. 中井(北陸先端大) , S i n g e r ,匂坂,下平(北陸先端大) : F o生成
モデルを用いたテンプレー トに基づく連続音声の旬境界

検出;電子情報通信学会論文誌D- II (97.10)
4 .  高橋 ,中村 :生成駆動音声認識方式 ;電子情報通信学会音

声研究会(97.10)

5. 竹澤 ,森元 :発話単位の分割または接合による言語処理単

位への変換;情報処理学会音声言語情報処理研究会(97 .10 )

6 .  美 馬 , 古 瀬 , 飯 田 , 脇 田 : M u l t i - l i n g u a l S p o k e n  Dia1ogue
Translation System Using Transfer-Driven Machine Translation
; M T-S U MMIT' 97(97.10)

7 .  中村,S inge r ,匂坂:Acous t i c  Models forSpeech Recognition -
Hidden Markov Network - ; I SC IE-SSS97(97 .11 )

8. 大竹 (豊橋技科大 ) ,増山 (豊橋技科大 ) ,山本 :名詞を中心と

した連接に着目した新聞の関連記事検索手法 ;情報処理

学会自然言語処理研究会(97 .11 )
9. 柏岡,河田,B l a c k , F i n c h :T r e e b a n k  Conv e r s i o nによるコー

パスの利用 ; 自然言語処理シンポジ ウ ム  「実用的な自然
言語処理に向けて」 (97.11)

10. Schuster,Pal iwa1:BidirectonalRecurrent Neura lNe two rk s ;

IEEE Transactions on SignalProcessing(97.11)

11. Cam p b e 1 1 :機械との対話一これからのコミュニケー シ ョ ン
における音声合成の役割 ;神戸大学国際文化学部主催第2
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回国際シンポジウム ( 9 7 . 1 1 )

12. 匂坂:音声認識技術;情報処理学会誌(9 7 . 1 1 )
13. 荒川 : 知 的 ユーザ イ ン タ フ ェースェー ジ ェ ン ト と 新 し ぃ
ソ フ ト ウ ェ ア 産 業 にっいて ; 情 報処理学会 ヒ ュ ーマ ン イ
ン タ フ ェース研究会(97.11)

14. 渡辺,山口(日本DEC ) ,片桐:D i s c r im i n a t i v e  Metric Design

f o r  Rob u s t  Pattern R e c o g n i t i o n ; I E E E  T r a n s . S i g n a 1

Processing(97.12)

15. 渡辺,片桐 : S u b s p a c e  Method  for  M i n i m um  Error Pattern

Recognit ion;IEICE Trans.Information and Systems(97.12)
16. 森元 , 匂坂 , 飯田 , 樋ロ : A T R  Speech Translation Research
Project in Japan; Jouma1of  German AI(97.12)

17. 荒川,森元:S ema n t i c  and Discourse Processing with a Feature

Structure-based Production System;NLPRS97(97.12)
18. J o k i n e n , 森元 : T o p i c  In fo rmat ion  and  Spoken  Dia1ogue

Systems;NLPRS97(97.12)

19. 安藤,Lepage:L ingu is t ic  Structure Analysis by Ana1ogy: I ts
Ef f ic iency;NLPRS97(97,12)

20. 柏岡,Eub a n k ,B l a c k :De c i s i o n-Tree Morpho1ogicalAnalysis
without a Dictionary for Japanese;NLPRS97(97.12)

21. Lepage :Corpus  Contraction by Sentence Extraction Using
Ana1ogy;NLPRS97(97.12)

22. 大竹 ( 豊橋技科大 ) , 山本 , 增山 ( 豊橋技科大 ) ・ A  Ret r ieva1

Method o f  Relevant Japanese Newspaper Articles by Focusing
on Consecutive Co-occurrences o f  Nouns;NLPRS97(97.12)

23. 山本,隅田,古瀬,飯田:E 1 1 i p s i s  Resolution i n  Dia1ogues via

Decision-Tree Learni ng ;NLPRS97(97 .12 )
24. 田 中 : A n  Efficient Document Clustering Algorithm based on

the Topic Binder Hypothesis;NLPRS97(97.12)
25 .  内藤 , D e n g , 匂坂 : 声道の特徴量を用いた話者ク ラ ス タ リ

ング手法の検討;電子情報通信学会音声研究会(97 . 1 2 )

26. 塚田 ,山本 ,竹澤 ,匂坂 :異種言語知識の併用による局所的

信頼性向上;電子情報通信学会音声研究会(97 . 1 2 )

27. 柘植 , 深田 , S i n g e r , P a l i w a 1 : ス ペ ク ト ルサブバン ド セ ン ト
ロ イ ド を用いた雑音下での音声認識 ;電子情報通信学会

音声研究会(97.12 )

28. D e n g : A  Dyn am i c , F e a t u r e-Based  Approach to Speech
Modeling and Recogni t ion;ASRU' 97(97.12)

29. Black ,Eubank ,柏岡,Magerman (Rena i s sance  Techno1ogies

Corp. ) , Sa i a (Un iv .o f  Washington),湖田(富士通):Reinvent ing
Part-of-speech Tagg ing ;言語処理学会自然言語処理(98.1 )

30. 政清 l l ,谷垣 ,匂坂 :統計的処理による音声 ・ 言語理解モデ

ル;電子情報通信学会音声研究会(98 . 1 )

31. 匂坂 :  「音声処理の新しぃ技術とその応用」 一音声合成一;
日本音響学会第57回技術講習会(98 .1 )

32. 美馬(現ジャストシステム ) ,野村 (九工大 ) ,押金 (富士通 ) ,伊

藤 ( 東 芝 ) , 白 木 沢 ( J S T ) , 福 沢 ( イ デ ア ) , 石 原 ( N I S ) : M T

sU M M I T  v I 報 告一一 参 加 の 皆 さ ん の 印 象 記 ; A A M T
Journa1(アジア太平洋機械翻訳協会)(98.1)

33. 橋本 ,樋口 :話者選択と移動べク トル場平滑化を用いた声

質変換における写像元話者の選択方法 ; 電子情報通信学

会論文誌(98.2)

34. 竹澤、伊藤 (電総研 ) , 小林 (早稲田大 ) : テキス トデー タベー

スの動向とRwcP毎日新聞コーパ ス ;  「日 本 語 デ イ ク テ ー
シ ョ ン 基 本 ソ フ ト ウェアの開発」 調査研究報告書1997年
版(98.2)

35 .  柏岡:音声言語処理のためのコーパ ス と タ ギ ン グ ; 人 工 知

能学会言語 - 音声理解と対話処理研究会(98 .2 )
36. 市川(千葉大 ) ,石崎 ( N T T ) ,板橋 (筑波大 ) ,柏岡ほか :談話タ
グ標準化の現状 ;人工知能学会言語 ・ 音声理解と対話処

理研究会(98.2)

37. 速水 (電子技術総合研究所 ) ,竹澤 :マルチモー ダル情報統

合システムの研究動向;人工知能学会誌(98 . 3 )
38. 森元 , 竹 澤 : マ ル チモーダル入力、  マルチ メデ イ ア出力の

案内システム : M M G S ; I n t e r a c t i o n  ' 9 8 (情報処理学

会)(98.3)

39. 竹澤 ,森元 ,匂坂 , C a m p b e 1 1 ,飯田 :日英音声翻訳システム
ATR  MATRIX ;情報処理学会第56回全国大会(98 . 3 )

40. 竹澤,森元,西野,R e a v e s ( ATR-I ) , 横 尾 :  日英音声翻訳シス
テム A T R  MATR Ix ;情報処理学会第56回全国大会(98.3 )

41. D ing ,Campbe11 :単位選択における音素境界の不連続感の
検出及び音声合成への応用 ; 目本音響学会平成10年度春

季研究発表会(98.3)

42.  藤澤,C am p b e l 1 :入力音声の韻律を用いた音声合成;日本

音響学会平成10年度春季研究発表会(98.3 )

43. 塚田 ,山本 ,竹澤 ,匂坂 :異種言語知識の併用による文法的

単語グラフ生成法 ;日本音響学会平成1 0年度春季研究発

表会(98.3)

44. 北川,Campb e 1 1 :文音声における波形比較による強調抽出;
日本音響学会平成10年度春季研究発表会(98.3 )

4 5 .  Schuster :  「のぞみ」 - A Fast ,Memory E fficient 〇ne-pass
Stack De c o d e r ;日本音響学会平成10年度春季研究発表会

(98.3)

46. 柘植 ,深田 , S i n g e r , P a l i w a 1 : スペク トルサブバンドセン ト
ロ イ ド を用いた雑音下での音声認識 ;日本音響学会平成

10年度春季研究発表会(98.3)

47. 政 1龍 , 谷垣 , 匂坂 : 統計的手法による認識結果から中間表
現への変換を用いた音声理解システム  ; 日本音響学会平

成10年度春季研究発表会(98.3)

48. 政精a : M A P推定に基づく N-g r am言語モデルの自動分類さ
れたコーパスへの適応 ;  日本音響学会平成10年度春季研

究発表会(98.3)

49. 内藤 , 政1能,S i n g e r ,塚田,匂坂:日英音声翻訳システムATR-
MATR Ixにおける音声認識用音響 ・ 言語モデル ;日本音響
学会平成10年度春季研究発表会(98.3 )

50. 内藤 , D e n g ,匂坂 :声道形状の特徴量に着目した話者適応
手法;日本音響学会平成10年度春季研究発表会(98 . 3 )

51. 谷垣,政浦置,匂坂 :決定木を用いた発話の意味タグ推定;日

本音響学会平成10年度春季研究発表会(98 .3 )

52. 山本 , S i n g e r , R e a v e s , 匂坂 :日英音声翻訳システムAT R -
MAT R Ix における音声認識部分の構造と制御方法 ;  日 本
音響学会平成10年度春季研究発表会(9 8 . 3 )

53. 深 田 , 吉 村 , 匂 坂 : ニ ュー ラ ル ネ ッ ト ヮー ク と言語統計量

に基づく発音辞書の自動生成 ;日本音響学会平成1 0年度

春季研究発表会(98.3)

54. Reaves(ATR-I ) , 西 野 , 竹 澤 : A T R-MATRIX: Inp lementat ion
of  a speech Translation Sy s t em ;日本音響学会平成10年度春
季研究発表会(98.3)

55. 河田 ,金城 ,柏岡 :日本語会話文の構文木付コーパスの作

成;言語処理学会第4回年次大会(98 .3 )

56. 山本 , 隅田 : 決定木によ る日本語ゼロ代名詞補 フ完の性能評

価;言語処理学会第4回年次大会(98 .3 )
57 .  P a u 1 ,隅園,飯田:F i e l d  Structure and Generation i n  Transfer-
Driven Machine-Tr an s l a t i o n ;言語処理学会第4回年次大会
(98.3)

58. 柏岡,河田 ,金城 , F i n c h , B l a c k :確率付決定木を用いた日本

語構文解析;言語処理学会第4回年次大会(98 . 3 )

59. 金城,笹栗 (九州大 ) :現代日本語 「N の コ ト」 を選択する述
語の種類 : コーパスに基づく分析 ;言語処理学会第4回年

次大会(98.3)

60. 山田 , 山 本 , 飯 田 :  「協調融合機械翻訳」 における訳語選
択;言語処理学会第4回年次大会(98 .3 )

61.  垣 ,隅田 , 飯田 : 文字連鎖の統計的特徴を利用した音声認

識誤り訂正手法;言語処理学会第4回年次大会(98 . 3 )

62. L e p a g e ,飯田 : R e a 1-w o r l d  Language- i ndependent  Ear ly -
termination Ana1ogy S o l v e r ;言語処理学会第4回年次大会
(98.3)

63. 田中 ,  J o k i n e n , 横尾 :対話デー タ ベー スの自動プ1:-1 フ ァ イ
リ ン グ : 効 率 的話題 タ グ 付与 を め さ、し て ; 言語処理学会

第4回年次大会(98.3)

64. J o k i n e n , 田 中 , 横 尾  : T o p i c s  a n d  S p o k e n  Langu a g e

Recogn i t i on ;言語処理学会第4回年次大会(98 .3 )
65. 岩本 , 妹尾 ( N T T ソ フ ト ウ ェ ア ) , 荒川 , 横尾 , 森元 : 発話状況

に基づく音声認識候補の再順序付け ;言語処理学会第4回

年次大会(98.3)

66. C am p b e 1 l :親しみやすぃコンピュー タ音声合成 ;電子情報
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通信学会シンポジウム講演( 9 8 . 3 )

67. 外村 ,小坂 (キヤノン ) ,松永 :最大事後確率推定法と適応デ
ー タ量に応じた平滑化手法を用いた話者適応 ;電子情報

通信学会論文誌D- II (98.3)
68. 加藤(A T R人間 ) ,津崎 ( A T R人間 ) ,匂坂 :特殊拍を含む音韻
の時間長変形に対する許容度 ;電子情報通信学会 ・日本

音響学会聴覚 ・音声研究会(98 .3 )

69. 橋本(三洋電機) ,北川 ,樋口 :音声の個人的知覚に影響を及
ぼす音響的特徴の定量的分析;日本音響学会誌(98 . 3 )

70. C am p b e 1 1 : イントネーシ ョ ン と 文法 : お な じ親の子 ; 明治
書 院 「日本語学」 (98.3)

ATR人間情報通信研究所

1. Kaneko,Howard(York Univ . ) :Spat ia lL imi ta t ion  of Vertical-
S i z e  Dispar i t y  P r o c e s s i n g . ; V i s i o n  Re s e a r c h ,V o 1 . 3 7 ,,
No.20(97.10)

2.  Wakumoto (ATR人間/Showa Un i v . ) ,M a s a k i , D a n g, H o n d a

(ATR人間/Un iv .Wi scons i n ) , Sh imada (Takanoha ra  Central

Hosp i ta1 ) ,  Fu j imo t o (Takanoha r a  Centra1 Hospita1) ,,

Nakamura(Takanohara Cen t r a lHosp i t a 1 ) :V i s 1Llalization o f

Den t a l C r ow n  Shape i n  an M R I-based Speech Production
Study. ; I n t .  J.〇ra1&Maxi11ofacialSurgery/Abstracts of 13th
I n t . C o n f . o n  〇 r a l a n d  Max i 1 1o f a c i a l S u r g e r y ,Vo1 . 26 ,,

Supplement No.1(97.10)
3. Munha11,Vatikiotis-Bateson : T h e  Moving Face during Speech
Commun ica t i on . ;R .Campbe11 ,B .Dodd&D.Burnham(eds ) . ,,

Hearing by Eye I I ,Advances i n  Psycho1ogy o f  Speechreading
and Aud iov i sua lSpeech ,Chapter6 ,pp .123-139,Psycho1ogy
Press(97.10)

4.  Kawano (ETL) ,Takemura (ETK) , I noue (ETL) ,K i t ama (ETL) ,,

Kobayash i ,Mustar i (Univ .Texas) :Visua l Inputs  to Cerebe11ar

VentralParaflocculus during 〇cular Fo11owing Responses . ;M.
N o r i t a , T . B a n d o  a n d  B . S t e i n ( e d s . ) , P r o g r e s s  i n  B r a i n

Resea r ch ,  Vo1.112 ,  Extragenicu1ostr iate Mec h a n i sm s

Underlying Visua11y-Gu ided  〇rientation Behavior,Chapter
30(97.10)

5. Takadama(ATR人間/Ur1,i v .Tokyo) ,Haj i r i (ATR映像),Nomura,,
〇kada (ATR映像) , Sh imoh a r a ,N ak a s u k a (Un i v. T o k y o ) : A

Computat iona lGroup Dia1ogue M o d e l w i t h  〇rganizationa1

Lea r n i n g . ; P r o c . I EEE  I n t . C o n f . o n  Inte11igent Processing

Systems(97.10)

6. K a w a t o , K o b a y a s h i ( A T R人間/C R E S T ) , K a w a n o ( E T L /
CR E S T ) , T a k e m u r a ( E T L ) , I n o u e ( E T L ) , K i t a m a ( E T L ) ,,

Gom i ( N TT ) : C e 1 1- to-Ce11Negative Correlations between
S imp l e  Sp ike  and  Complex Sp ike  Firing Characteristics o f
Ind iv idua lPurk inj e  Cel ls . ;Abstracts of 27th AnnualMeeting

Society for Neuroscience,Vo1.23,Part2,511.9(97.10)
7 .  Po11 i ck ,F l a sh (We i zmann - I n s t . ) ,G i b l i n (Un i v .L i v e r poo1 ) ,,
Sapiro(HP-Labs . ) :Th ree-DimensionalMovements at Constant
Affine Ve1ocity.;Abstracts of 27th AnnualMeeting Society for
Neuroscience,Vo1.23,Part2,872.1(97.10)

8. Yamamoto(ATR人間/Ni igata Un i v . ) ,Kob a y a s h i (N a t l . I n s t .

Phy s i o1 . S c i . /CREST ) ,Takemu r a (CREST/ETL ) ,Kawano

( C R E S T / E T L ) , K a w a t o : A  Simulat ion System for Vertica1

〇cular Fol1owing Responses with the Simple Spike Firing Rate
of  Purkinje Ce11s in the Cerebe1lum.;Abstracts o f  27th Annual

Meeting Society for Neuroscience,Vo1.23,Part2,609.6(97.10)
9.  Nak a n o (ATR人間/Kob e  U n i v . ) , 〇 s u ( E R A T 0 ) , I m a m i z u

( E R AT〇 ) ,  Uno (Toyohash i  U n i v  T e c h . ) ,  G om i ( N T T ) ,,
Yosh i oka (ERAT〇) ,Kawa to :Quan t i t a t i v e  Examinations of

ComputationalModels for Arm Trajectory Planning.;Abstracts

of  27th AnnualMeeting Society for Neuroscience,Vo1.23,Part
2,812.10(97.10)

10. Domen (ATR人間/Ke i o  U n i v . ) ,〇 s u ( E R A T〇 ) , Y o s h i o k a

( ERAT0 ) ,Kawa t o :Dec r e a s e  in  〇ptimalPerformance Indices

for Trajectory Planning during Motor Learning. ;Abs t r ac t s  of

27th AnnualMeeting Society for Neuroscience,Vo1.23,Part1,

1 i.12.

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

85.10(97.10)

Kobayashi (CREST),Kawano(ETL/CREST),Takemura(ETL),

I noue (ETL) ,K i t ama (ETL) ,Gorn i (NTT) ,Kawa to :Tempora1

Firing Patterns o f  Purkin je Ce11s in  the Cerebe11ar Ventra1
Paraflocculus during 〇cular Fo11owing Responses i n  Monkeys.

;Abstracts of 27th Annua lMeet ing Society for Neuroscience,
Vo1.23,Part2,511.10(97.10)

Im am i z u (ERAT〇) ,M i y a u c h i (CRL ) , S a s a k i (CRL ) ,T a k i n o

(Shiraume Gakuen Co11ege),Ptiz(ERAT〇),Kawato(ERAT〇/

ATR人間) : C e r e b e l l a r  Activity Related to Acquisit ion o f
I n t ema lMode l s  of a N e w  Too1 :A  Func t i ona lMR I  Study. ;

Abstracts o f  27th AnnualMeet ing Society for Neuroscience,
Vo1.23,Part1,413.11(97.10)

Schwe i g ho f e r (ERAT〇) ,Ando :A  Mode1o f  Cerebe11ar Se l f-
〇rganization.;Abstracts o f  27th AnnualMeet ing Society for
Neuroscience,Vo1.23,Part2,921.2(97.10)

〇kada(ERAT〇),Matsukawa(〇saka Univ.),Fukushima(〇saka

U n i v . ) , K a w a t o : A  Mode1o f  Diffusing Mot ion Information

a1ong a L i n e :D o e s  the V i s u a l S y s t em  Use  a Re l axa t i on
Calculat ion?;Abstracts of 27th AnnualMeet ing Society for
Neuroscience,Vo1.23,Part1,74.4(97.10)

〇su (ERAT〇) ,Gom i (NTT ) ,Domen (Ke i o  Un i v . ) , Yo s h i o k a

(ERAT〇),Kawato :Decrease  in Joint Stiffness during Motor

Learning Revealed from Measured EMG  Signals.;Abstracts of

27th Annua lMeet i ng  Society for Neuroscience,Vo1.23,Part
1,85.9(97.10)

Fu j i t a (ATR人間/Sony ) ,Ando : Image  Segmentation f o r 3 D

〇bject Recognition using Bid i rec t iona lNetworks . ;Lecture
Notes i n  Computer S c i e n c e :A r t i f i c i a l N e u r a lN e two r k s -
ICANN' 97,Vo1.1327(97.10)

Kawahara(Wakayama Un iv ./ATR人間):STRAIGHT-TEMP〇:
A Universa lToo l to  Manipulate Linguistic and Para-Linguistic
Speech I n f o rma t i on . ; 1997 IEEE I n t .Con f . on  Systems,Man,
a nd  Cybernetics(SMC' 97)(97.10)

Yamamoto(ATR人間/Niigata Univ.),Kobayashi(Nationa1-Inst-
Physio1ogica1-Sciences/CREST),  Takemura(CREST/ETL) ,
Kawano (CREST/ETL) ,Kawa to :A  Mathemat ica lMode l that

Reproduces Vertica1〇cular Fol lw ing Responses f rom Visua1

Stimuli  by Reproducing the Simple Spike Firing Frequency of
Purkinje Ce11s i n  the Cerebe11um.;Neuroscience Research,

Vo1.29(97.10)
倉立,Garc ia ,Yeh ia ,Vat ik iot i s-Ba t e s o n :三次元連動学に基
づ く顔面アニ メ ー シ ョ ン ; 情 報 処 理 学 会 グ ラ フ イ ッ ク ス

とCAD研究会,87-6(97.10)
福永 (奈良先端大 ) , 金子 :垂直大きさ視差の分布と面の傾

き;Vis ion,Vo1.9,No.4(97.10)

金子 : 両眼像の違いに よ る立体感 ; 福島大学公開講演会

「バ ー チ ャ ル リ ア リ テ ィ ー と ヒ ューマ ン イ ン 夕 フ ェ ー ス」
(97.10)

〇ohash i ,N i s h i n a (N IME ) ,Kawa i (FA IS ) ,Fuwamo to (FA IS ) ,

Ya g i ( FA I S ) ,Mo r i m o t o (U n i v . T o k y o ) : P h y s i o 1 o g i c a l a n d

Psycho1ogicalEffects of  High Frequency Components above

the Aud ib l e  Range-A n  Approach to K A N S EI Information
Processing. ; P r o c . K A N S E I - T h e  Technology o f  Emotion,
A IM I  Int.Workshop(97.10)
神崎 :音声知覚における顔情報の役割 ;福島大学公開講演

会 : バ ー チ ャ ル リ ア リ テ ィ と ヒ ュ ーマ ン イ ン 夕 フ ェ ー ス

(97.10)

Ge r s ,Ga r i s ,Ko r k i n (Genoby t e ) :CoD i -1 B i t : A  S imp l i f i ed
Ce11ular Automata based Neuron  Mode 1 . ; P r o c . E v o l u t i o n

Artificie11e97(EA' 97)(97.10)

Gar i s ,Kang (Wuhan  Un i v . ) ,He (Wuh an  Un i v . ) , P a n (Wuh an

Un i v . ) ,〇o t an i ( Toyoh a s h i  U n i v . T e c h . ) , R o n a l d ( CMA P ,

Polytechnique):Mi11ion Module NeuralSystems Evolut ion. ;
Proc.Evolution Artificie11e97(EA' 97)(97.10)

Honda :Fo rm  and Function:A View o f  Speech Product ion. ;K.
S .Har r i s教授退官記念講演会(97 .10 )
倉立,Garc i a, Yehia,Vat ik iot is-B a t e s o n :顔面特徴点による

ATR 1「ourna1 31号 SPRING 1998 37



音 声 同 期 顔 ア ニ メ ー シ ョ ン  ; 画 像 電 子 学 会  v isua1
Computing Workshop ' 97福岡予稿集(97 .10 )

28. 入野 , 鵜木 ( A T R 人間 /北陸先端大 ) : ガ ンマチャープ フ ィ

ル タ と フ ィ ル タ バ ン ク の 効 率 的 な 構 成 ;  日本音響学会]穂

覚研究会資料,H-97-69(97.10)
29. 松井 :焦点調節動特性を考慮した時空間視覚モデルによ

る反応時間特性の理論的再現;電子情報通信学会論文誌A,,
Vol . J80-A,No.11 (97 .11 )

30. Akahane-Y a m a d a , A d a c h i : S e c o n d  Language Production
Training using Spectrographic Representations as Feedback.;  J .

Acoust.Soc. Jpn.(E),Vo1.18,No.6(97.11)
31 .  Akahane-Yamada,Tohkura:E f fects  o f  Audio and Audiovisua1
Training on Speech Communication by Non-Native Listeners.;
P r o c .  1997  A S H A  Annua1  Conven t i o n  P r o g r am ,  I n t .

S ympo s i um  o n  Speech  Percept ion  by N o n -Na t i v e
Listeneres(97.11)

32. 道免(慶応大 ) ,大田 (慶応大 ) ,千野 (慶応大 ) , 大須(ERAT〇),,
川人 軌道計画規範のための評価関数を用いた定量的連

動機能評価 ; 第 2 7 回 日本11111,波 - 筋電図学会学術大会プロ
グ ラ ム ・ 予稿集 , 2-D-A53(97.11)

33. 和久本 ( A T R人間 /昭和大 ) ,正木 :口藍の立体計測に基づ

く 3 次 元 パ ラ ト グ ラ フ イ ー ( 3D-E P G ) シ ス テ ム ; 第 4 2 回日
本音声言語医学会総会・ 学術講演会 1 9 9 7 プ ログ ラム - 予
稿集(97.11)

34. 正木,本多(ATR人間/Un i v  W i s c o n s i n ) : M R I同期的撮像法

による調音運動の動的観測 ;第 4 2回日本音声言語医学会

総会 ・ 学術講演会プ ロ グ ラ ム ・ 予稿集(97.11)

35. Masaki,Tiede,Honda,Shimada(Takanohara CentralHospital),,

Fujimoto(Takanohara CentralHospita1),Nakamura(Takanohara

Centra lHosp i ta1) ,Ninomiya(Sh imadzu) :MRI 〇bservation of

Dyn am i c  Articulatory Movemen t s  us ing a Synchron i zed
Samp l i ng  Me t h o d . ;  J . A c o u s t . S o c . A m . , V o 1 . 1 0 2 , N o . 5 ,,
Pt.2,4aSC22(97.11)

36.  W a k u m o t o , M a s a k i : T h r e e-D i m e n s i o n a l V i s u a l iza t i on  o f
Electropalatography. ;  J .Acous t .Soc .Am. ,Vo1 .102 ,No .5 ,P t .2 ,,
4aSC23(97.11)

37. D a n g ,  S h a d l e ( U n i v . S o u t h am p t o n ) ,  Suzuki (Co11ege -
Sci.Tecno1.Tohoku):An ExperimentalStudy o f  the 〇pen-End
Correction Coefficient for S i de  Branches with in an  Acoustic

Tube and its Application i n  Speech Production.; J .Acous t . Soc .
Am.,Vo l .102,No.5 ,Pt .2 ,4aSC28(97 .11 )

38 .  Dan1l1, H o n d a : A  Physio1ogicalMode1of the Tongue and J aw
for Simulating Defomation i n  the Midsagittaland Parasagitta1
P l a n e s .  ; J .  Acous t .  S o c .  A m . ,  Vo1 . 102 ,  N o . 5 , P t . 2 ,,

4aSC29(97.11)
3 9 .  Akahane -Yamada ,Brad1ow ( I nd i ana  Un i v . ) , P i s on i ( I n d i a n a
Un i v . ) ,Tohku r a (ATR人間/NTT ) :E f f e c t s  o f  Aud i o-Visua1
Training on the Ident流cation of English/r/and/1/by Japanese
Speakers.; J .Acou s t . Soc .Am. ,Vo1 . 102 ,No . 5 ,P t . 2 , 3 aSCb21

(97.11)

40. 金子 : 立体視の時空間特性 と メ カ ニズ ム ; 第 3 3 回日本眼

光学会 ・ 第 1 2 回 眼科 M E 学会合同学会プ ロ グ ラ ム ・ 抄録

集(97.11)

41.  Tiede,Masaki ,Wakumoto,Vat ik iot is-Bateson:Magnetometer
〇bservation o f  Articulation in Sitting and Supine Condit ions.;
J .Acoust .Soc.Am.,Vo1.102,No.5,Pt .2 ,4aSC21(97.11)

42. Honda(ATR人間/Univ .Wiscons in ) ,Hash i (Un iv .Wiscons in ) ,,

Wu(Univ.Wisconsin) ,Westbury(Univ.Wisconsin) :Ef fects of
the S i z e  a n d  Fo rm  o f  the 〇ro f a c i a l S t r u c t u r e  o n  Vowe1

P r odu c t i o n . ;  J . A c o u s t . S o c . A m . , V o 1 . 1 0 2 , N o . 5 , P t . 2 ,,

3aSCa6(97.11)

43. Strange(Univ.South-F1or ida ) ,Akahane -Y am a d a : E f f e c t s  of
Identif ication Training on Japanese Adults' Perception o f

American Engl ish V ow e l s . ;  J . A c o u s t . S o c . Am . , V o 1 . 1 0 2 ,,
No.5,Pt.2,3aSCb20(97.11)

44. Adachi,Yamada(〇saka Univ.of Arts/Kyushu-Inst.of Des ign ) :
An  AcousticalStudy of  Sound Production in Biphonic Singing,,
X o om j j . ; P r o c . 1 9 9 7  Japan-China Joint Meeting on  Musica1
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Acoustics,B-1(97.11)
45. 赤松 :人間情報処理の科学と技術一 コンピュー タ で 探 る
顔の感性的イ メ ー ジー ; 平 成 9 年電気関係学会関西支部

連合大会講演論文集,pp.特2-1一特2-4(97.11)
46. 倉立,Garc ia ,Yeh ia ,Vat ik io t i s-B a t e s o n :通過点解析による
音声同期顔アニ メーシ ョ ン ; 電子情報通信学会技術研究

報告,PRMU97-138,HIP97-19(97.11)
47. 下原 ( N T T / A T R 人間 ) : 進化システムの研究と展望 ;画像

電子学会誌,第2 6卷 ,第5号 ( 9 7 . 1 1 )

48. 加藤 (関西大 / A T R人間 ) : マルチモー ダル知覚と記憶表象

; 第 3 7回東北大通研シンポジウム論文集 「高次臨場感通信
を め さ し て」 (97.11)

49. 小川,尾田 (立命館大/AT R人間 ) ,吉川 (京都大/AT R人間 ) ,,
赤 松 :  3つの顔角度の表情画像に対する評価一表情画像

デー タ ベー スの構築一 ; 電子情報通信学会技術研究報

告,PRMU97-136,HIP-97-17(97.11)
50 .  吉川 (京都大/ A T R人間 ) :表情認識研究の視点 ;電子情報

通信学会技術研究報告,PRMU97-139,HIP97-20(97.11)
51. 高玉 ( A T R人間 /束京大 ) : オー ト ポ イェー シスの観点から
みた組織学習 とその応用 ; 平成 9年電気関係学会関西支

部連合大会講演論文集,s6-3(97.10)
52. Ge r s , D e g a r i s : E v o l u t i o n  o f  Neu r a l S t r u c t u r e s  based  o n

Ce11ular A u t o m a t a . ; L . C .  J a i n ( e d . ) , S o f t  Comput ing
Techniques i n  Kn ow l e d g e-based Inte11igent Eng ineer ing
Systems,Chapter9,pp.259-278,Physica-Verlag(97.12)

53. 〇stry (McGi11Un iv . ) ,Vat ik io t i s -Bateson,Gr ibb le (McGi11
U n i v . ) : A n  Examination of the Degrees of Freedom o f  Human

J aw  Motion in Speech and Mastication.; J .Speech,Language,,
and Hearing Research,Vo1.40(97.12)

54 .  川人 : 人 工頭脳に よ る 運動制御シ ス テ ム ; 神 経研究の進
歩,Vo1.41,No.6(97.12)

55. 川人:計算論的神経科学;甘利俊一,外山敬介編,月l i1科学ハ

ンドブック , I .総論 , 2節 ,朝倉書店( 9 7 . 1 2 )

56.  勝 瀬 , 津 I時 , 相 川 ; 連 続 母音 の選移部の知覚にお け る 後 続

雑音の効果;目本音響学会誌,53巻, 1 2号( 9 7 . 1 2 )

57. K a w a t o : M u l t i p l e  I n t e r n a lMo d e l s  i n  the Cerebe11um. ;

Workshop Notes of  11th Annua lCon f . o n  NeuralInforamtion

Processing Systems(NIPS '97 ) ,Can Arti f ic ia lCerebe11ar
Models Compete to ControlRobots?,Chapter5(97.12)

58. 津崎 ,加藤宏明 :等拍でなぃ音列における時間縮小錯覚  ;

目本音響学会聴覚研究会資料,H97-8 7 /音楽音響研究会資
料,MA9 7-50(97.12)

59. 大和 (奈良先端大 ) ,字和 ,金子 ,金次 :奥行き連動刺激に対
する重心動揺の時間的変化 ;  1 9 9 7 年映像情報メデ ィア学

会冬季大会講演予稿集,2-6(97.12)
60 .  Atkeson(Georg ia  b s t . T e c h . /ATR人間) , S c h a a 1 (G e o r g i a -

Ins t .Tech./ATR人間):Robot  Learning f r om Demonstration.;
Proc.14th I n t .Con f . on  Machine Learning(ICML '97)(97.12)

61. R a y : B i o 1 o g i c a l M o d e l s  o f  E v o l u t i o n : S i m u l a t i o n  a n d

Instantiation.;Bio1ogiclModels(98.1)

62. S c h w e i g h o f e r ( A T R人間/U n v . S o u t h e r n -C a l i f o r n i a ) ,,
A r b i b (U n i v . S o u t h e r n  C a l i f o r n i a ) , K a w a t o : R o l e  o f  the

Cerebe11um i n  Reach ing  Movemen t s  i n  Humans . - I .
Di s t r i bu t ed  I nve r se  Dyn am i c s  Co n t r o 1 ; E u r o p e a n  J .
Neuroscience,Vo1.10(98.1)

63. S c h w e i g h o f e r ( H I P / U n v . S o u t h e r n - C a l i f o r n i a ) ,,
Spoelstra(Univ.Southern-Ca l i f o rn i a ) ,Arb ib (Un iv .Southern

Ca l i f orn i a ) , K a w a t o : R o l e  o f  the Cerebe11um i n  Reach ing
Movemen t s  i n  H u m a n s - I I . A  N e u r a l M o d e 1 o f  t he

Intermediate Cereve11um-. ; Eu ropean  J .Neurosc i ence ,,
Vo1.10(98.1)

64 .  Nakahara (Un iv .Tokyo ) ,Doya :Near-Saddle-Note Bifurcation
Behavior as Dynamics in Working Memory for Goa1-Directed
Behavior.;NeuralComputat ion,Vo1.10,No.1(98.1)

65. Kanzaki,Kato(ATR人間/Kansai Un iv . ) ,Tohku r a : I nfluence of

F a c i a l V i e w s  o n  t h e  McG u r k  E f f e c t . ;  lf . A c o u s . S o c .

Jpn.,Vo1.19,No.1(98.1)

66. Thearl ing(Exchange-App l i c a t i o n s ) ,R ay :Evo l v i n g  Para11e1



Computation. ,Complex Systems,Vo1.10,No.3(98.1)
67. Kato ,Tsuzak i :Ev idence  for Funct ionalDifferences between

Rise  and  Fa11Markers i n  Discrimination o f  Auditory Fi11ed

Durations.; J.Acoust.Soc. Jpn.(E),Vo1.19,No.1(98.1)

68. Z h a n g : M o d e l i n g  Geometr ic Structure  a n d  ll l um ina t i on

Variation of a Scene f rom Rea l Images . ;Proc .6 th  Int .Conf .on

Computer Vision(98.1)

69.  Zhang (ATR人間/INR IA ) :Unde r s t a nd i n g  the Relat ionship

be tween  t he  〇pt imizat ion Criter ia  i n  T w o -V i e w  Mo t i o n
Analys is . ;Proc.6th I n t .Con f .on  Computer Vision(98.1)

70. Z h a n g : A  N e w  Multistage Approach to Motion and Structure
Estimation by Gradua11y Enforcing Geometric Constraints.;
Lectrue Notes i n  Computer Sc i e n c e ,Vo1 . 1352 ,Compu t e r
Vision - ACCV'  98(98.1)

71. Z h a n g ( A T R人間/ I N R I A ) , I s o n o , A k a m a t s u : E u c l i d e a n

Structure f r om  Uncal ibrated Image s  using Fuzzy Doma i n

Knowledge:Application in FacialImages Synthesis. ;Proc.6th

In t .Conf on  Computer Vision(98.1)
72. K i no s h i t a , L i n d e nb a um (Te chn i o n ) : Robo t i c  Con t r o l w i t h

Parti a lV i s u a l I n f o rma t i on . ;P roc . 6 t h  I n t .Con f . on  Computer
Vision(98.1)

73. 川人 :運動学習に関する計算論的研究 ;佐藤昌康 (編 ) , ブレ

イ ンサイ ェンス最前線 '  98,pp.1-2 2 , 講談社サイ ェ ン テ ィ
フィク ( 9 8 . 1 )

74. 河原 (和歌山大/A T R人間 ) :聴覚脳を創る一聴覚の機能を

生態学的立場から再構築してみよ う一 ; 人工知能学会誌 ,,
Vo1.13,No.1(98.1)

75. T a k a d a m a ( A T R人  間/U n i v . T o k y o ) ,  H a j i r i ( A T R映像
/R i t s ume i k a n  U n i v . ) , N o m u r a , N a k a s u k a ( U n i v . T o k y o ) ,,

Shimohara:Re in forcement Learning for Multiple Robots with

〇rgan i za t i ona lLea rn ing. ; P r o c . 3 r d  I n t . S ym p o s i u m  o n
Arti f ic ia lLi fe and Robotics(AR〇B I I I  '98),Vo1.1(98.1)

76. T a k a d a m a ( A T R人  間/U n i v . T o k y o ) ,  H a j i r i ( A T R映像

/ R i t s u m e i k a n  U n i v . ) , N o m u r a , N a k a s u k a ( U n i v . T o k y o ) ,,

S h im o h a r a :〇 r g a n i z a t i o n a l K n ow l e d g e  o n  Format ion  i n

Mu l t i p l e  Robots Learning . ; P r o c . 3 r d  I n t . S ympos i um  o n
Arti f ic ia lLi fe and Robotics(AR〇B I I I  '98),Vo1.2(98.1)

7 7 .  Gar is ,Gers (IDSIA) ,Kork in (Genobyte ) ,Agah (Un iv .Kansas ) ,,

N a w a : B u i l d i n g  an Ar t i f i c i a lB ra i n  using an FPGA  Based
C A M-Brain Mach i ne ;P roc . 3 rd  In t .Sympos ium on Artificia1
Li fe  and Robotics(AR〇B I I I  '98),Vo1.1(98.1)

78. Gers( IDSIA),Gar is ,Korkin(Genobyte) :CoDi-1 B i t A  Ce11ular
Automata  based Neu r a l N e t  Modu I e  S imp l e  Enough to be

I m p l em e n t e d  i n  E v o l v a b l e  H a r d w a r e . ; P r o c . 3 r d  I n t .

Symposium on Art i f i c ia lL i fe  and Robotics(AR〇B m '98),,
Vo1.1(98.1)

79. N o m u r a , S h i m o h a r a : A  Description o f  Quasi -Autopoietic
Systems based on the Framework of(M,R )Sys t ems . ;P roc . 3 rd

I n t . S ympo s i um  on Ar t i f i c i a l L i f e  a nd  Robot ics(AR〇B I I I
98),Vo1.2(98.1)

80. 下 原 , 大 橋 : デ ジ タ ル 生 物 と 死 の プ ロ グ ラ ム ; 学 術 新 報 ・

Academia,173号(98.1)

81. 藤原(NA IsT ) , 正木 :調音位置および調音様式の発話潜時
への影響;  電子情報通信学会技術研究報告,sP97-88(98.1)

82. Sato(ATR人間/Univ.Cambridge),Cipo11a(Univ.Cambridge):
Af f i ne  Reconstruction of Curved Surfaces f r om  Uncalibrated

Cameras.; In formation Processing Society o f  Japan,CVIM109-
6(98.1)

83. 蒲 '池 ,向田 ( S C C ) , 吉川 ( A T R人間 /京都大 ) ,加藤 ( A T R人

間 / 関西大 ) , 尾 田 ( A T R 人間 / 立命館大 ) , 赤 松 : 顔 ・ 表情

認知に関する心理実験のための顔画像合成シ ステ ム ー

FUT〇N System- ; 電子情報通信学会技術報告 , H I P 9 7 -
39(98.1)

84. 安藤:物体認識の神経機構と双方向処理モデル ;情報処理

学会研究報告,Vo1.98 ,No .5 ,98-CV IM-109(98.1)
85. J.Verstraten(ATR人間/Helmholtz Res. Inst i . ) :Af tere f fects  o f

S1ow and High Speed Motion.;Vis ion,Vo1.10,No.(98.1)
86. 〇n i s h i ,  K u s a k a w a ( A T R - I ) ,  Ma s a k i ,  Ho n d a ,

Hayashi(Sumitomo),Shimada(Takanohara CentralHospita l ) ,,

Fu j imo t o (Tak anoha r a -Centra1 -Hop i t a 1 ) ,H i r a o (〇tsu k a -
E lec t ron i c s ) :Measurement  o f  Hemodynamics o f  Auditory

Cortex using Magnetoencepha1ography and  Near In f raved

Spectroscopy. ; A c t a  〇tolaryngo1,Supplement532(98.2)

87. Ray Ev o l u t i o n  as Ar t i s t .  ; C .  S omme r e r  a n d  L .
Mignonneau(eds.),Art@Science,pp.81 -91,Springer Wien N ew
York(98.2)

88. 本多 ,竹本 (京都大 ) ,葉山 (関西医大 ) :喉頭下降と要良権彎曲
に 由 来 す る 発 生 機 能 の 特 徴  ; 盤 長 類 研 究 , vo1.13 ,,
A035(98.2)

89. 津崎,入野:会議報告In t e r n a t i o n a l S ympo s i um  on Hearing

97,Computationalauditory Scene Analysis ' 9 7 ; 日本音響
学会誌,5 4巻 , 2号 ( 9 8 . 2 )

90. 機野,Zh a n g ( I NR I A ) ,赤松: 2枚の無校正顔画像からの顔の
3次元構造の復元一任意方向 - 任意表情の顔画像の生成一
; 電子情報通信学会技術研究報告 ,  E I D 9 7 - 1 4 2 / E 9 7 -
167(98.2)

91. 和久本:音声生成機構の研究の現状にっい て ; 第 2 4 回 歯
科人工知能研究会(98.2)

92. 佐藤 ,石井 (奈良先端大 ) : オ ン ラ イン E Mアルゴ リズムによ
る 動 的 な 関 数 近 似  ; 電子情報通信学会技術研究報告 ,,

NLP97-142 ,NC97-94(98.2)
93. 河原(和歌山大/CRE ST /ATR人間) ,  片寄 (和歌山大 / イ メ

ー ジ、情報研) :高晶質音声分析変換合成法 sTRA IGHTの楽
音への応用: 最初の一歩 ;電子情報通信学会技術研究報
告,SP97-106(98.2)

94. 河原(和歌山大/CRE ST /ATR人間) ,  片寄 (和歌山大 / イ メ

ージ情報研) :音声分析変換合成法STRA I GHTにおける音

源情報の精密化にっい て  ; 電子情報通信学会技術研究報

告(98.2)

95. 中村 (帯京平成大 ) ,井戸川 (埼玉工大 ) ,田口 (甲南大 ) ,永井
( ヤマハ ) , 永井 (筑波大 ) , 足立 :音楽音響国際シンポジウム

9 7報告( I SMA '  9 7Ed i n b u r g h  U K ) ; 日 本音響学会音楽音響

研究会資料,Vo1 . 16 ,No . 7 ,MA97-62(98.2)
96. Hon d a , K u s a k a w a :C omp a t i b i l i t y  between Auditory and
Articulatory Representations o f  Vow e l s . ; A c t a  〇tolaryngo1,,

S、upplement532(98.2)

97. Cheveigne:HarTnonic Cance11ation Mod e l o f  Pitch Perception.
; J .Acoust .Scoc.Am. ,Vo l .103,No.3 (98.3 )

98. 入野 , 鵜木 ( 北陸先端大 / A T R 人間 ) : ガ ン マチ ャープフ ィ

ル夕バン クに よ る時変系分析合成聴覚モデル ; 目本音響

学会平成10年度春季研究発表会講演論文集,1-8-2(98.3)
99 , 鵜木 ( 北陸先端大 / A T R 人間 ) , 入 野 : ガ ン マチ ャープフ イ

ルタバンクにおける非対称性の制御方法 ;日本音響学会

平成10年度春季研究発表会識1演論文集,1-8-3(98.3)
100. 津崎 ,加藤 : 干渉音による主観的持続時間の変化 ;日本音

響学会平成10年度春季研究発表会講演論文集,3-8-6(98.3)
101. Matsumoto,Watanabe,Tanaka(ATR-I ) ,Katagir i :Detect ion o f
Unknown Acoustic Singals using the Minimum Detection Error

Training. ; P r o c . S p r i n g  Meeting o f  lf. A c o u s t . S o c . A m . , 1 -Q-
10(98.3)

102. 足立 ,佐藤 : エアジェ ッ ト駆動楽器の発音機構にっい て 一

流体力学的不安定性を考慮した音圧勾配モデルー ; 目 本

音響学会平成 1 0 年度春季研究発表会講演論文集 , 1 -9 -
6(98.3)

103. 藤原 (奈良先端大 ) , 正木 :発話潜時にみられる子音の調音

位置および調音様式の影響 ;日本音響学会平成1 0年度春

季研究発表会講演論文集,3-7-2(98.3)
l 0 4 .  D o w n s -P r u i t t , A k a h a n e-Y a m a d a , M a z u k a ( D u k e  U n i、, . ) ,,
Hayash i (Tokyo-Gakuge i  U n i v . ) : T h e  E f f ec t  o f  Eng l i sh -
Language Immersion on Japanese Children' s Productions of

American English/r/and/1/:Age Differences and Comparison

o f  Monolingua1 Japanese Chi ldren.;Proc.Spr ing Meeting of J .
Acoust.Soc. Jpn. ,1 -8-24(98.3)

105. K u b o , A k a h a n e-Yamada ,Kawah a r a (ATR人間/Wakay ama
Un i v . ) : S TRA IGHT分析合成音を用いた/r/ -/1/音聴取訓練;
日本音響学会平成10年度春季研究発表会講演論文集. 1 -8-
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22(98.3)
1 0 6 . P r u i t t , K u b o , A k a h a n e -Y a m a d a : T h e  Use  o f  Con tex t -
Truncation i n  PerceptualTraining. ; P r oc . Sp r i n g  Meeting of J .

Acoust.Soc. Jpn,1-8-23(98.3)
107. 河原(和歌山大/ATR人間) ,片寄 (和歌山大) :音声分析変換
合成法 sT R A I GH Tにおける音源情報の精密化とスぺク  ト
ル2次構造の除去にっいて ; 日本音響学会平成 1 0 年度春
季研究発表会講演論文集,1-8-16(98.3)

108. 党 ,本多 :生理学的調音モデルに基づく 3次元的声道形状

の生成 ;日本音響学会平成1 0年度春季研究発表会講演論

文集,3-7-6(98.3)
1 0 9 .勝瀬 (松下電器 ) ,河原 (和歌山大/A T R人間 ) :同時グルー ピ
ン グの信頼性に よ る動的な音声 ス ト リ ー ム 形 成 ; 日 本 音

響学会平成10年度春季研究発表会, 1-8-15(98.3)
110. 東山(奈良先端大) ,陸 (奈良先端大) ,中村(奈良先端大) ,鹿野

(奈良先端大) ,河原(和歌山大/ATR人間) : STRA IGHTの声

道情報の量子化にっい て の検討 ;  日本音響学会平成10年
度春季研究発表会講演論文集,2-7-5(98.3)

1 1 1 . 和 久 本 ( A T R 人 間 / 昭 和 大 ) , 正 木 , 本 多 ( A T R 人 間 /

Univ.Wisconsin),  藤本(高の原中央病院) ,  中村(高の原中央

病院 ) ,島田 (高の原中央病院 ) : M R I用歯冠造影プレー ト の
摩擦子音構音への 影 響 一x線マ イ ク ロ ビーム を用いた観察
- ;電子情報通信学会技術研究報告, sP97-123(98.3)

112 .  加藤 , 津 1時,匂坂(ATR-I T L ) :特殊拍を含む音韻の時間長変
形に対する許容度 ;日本音響学会聴覚研究会資料 , H-98-
2 7 /電子情報通信学会技術研究報告,SP97-132(98.3)

1 1 3 . K a w a t o : A  Computat ionalMode1of Cognitive and Language
Functions o f  the Human Cerebe11um.; J ST異分野研究者交流

フ ォ ー ラ ム 「脳一月、11機能 と言語 , 意識一」 (98.3)
114. 加藤(関西大/ATR人間 ) ,阿磨 (関西大) ,森岡 (関西大) ,赤松
:顔の魅、力度判断におけるパー ツの魅力の影響 ;電子情報

通信学会技術研究報告,HIP97-53(98.3)
115. 山本 ( A T R人間 /新潟大 ) ,小林 (生理学研/ C R E S T ) , 竹村

(cR EsT / 電総研 ) , 河 野 (cR EsT / 電 総 研 ) , 川 人 : 垂 直 方向
追従眼球連動の適応シミュレー ション:小月l当皮質の計算

モデルは連動学習を再現できるか ?  ; 電子情報通信学会

技術研究報告,NC97-131(98.3)
116. 春野 ,白井 ( N T T ) ,大山 ( N T T ) :決定木の混合を利用した日

本語係り受け解析 ;言語処理学会第4回年次大会発表論

文集(98.3)

ATR環境適応通信研究所

1 .  原山 : Z e r o s  o f  the Fredholm Determinant o f  the Boundary
E lement  Method  a n d l t s  S em i c l a s s i c a l L i m i t ; NAT〇  AS1

Supersymmetry and Trace Formulae(97.9)
2 .  藤田 , V a c c a r o : M o l e c u l a r  B e a m  Epi taxy  G r o w t h  on

GaAs (n11 )A Substrates and Device Appl icat ions;Research
Trends(97.10)”

3. 大谷,江上,Grahn (PDI ) ,P1oog (PDI ) :GaAs/AIAs超格子にお
ける電流発振のキャ リ ア密度依存性 ; 第 5 8 回応用物理学

会学術講演会(97.10)”

4. 三村 (東北大 ) , 細田 (元 A T R光電波 ) , 大谷 ,横尾 (東北大 ) :

GaAs/AIA s  type-I超格子における時間分解光電流の微細構
造;第58回応用物理学会学術講演会(97 . 10 ) ”

5. 飯野 , D a v i s : 光フィ ー ドバ ッ クに よ る自已形成パター ンを

用 い た 光 ビー ム 制 御  ; 第5 8回応用物理学会学術講演会
(97.10)”

6 .  稲垣,小川(NTT ) ,土屋(東大) ,星田(東大) ,永沼(NTT ) :MWP

9 7 報告 ;電子情報通信学会、  マ イ ク ロ 波 フ ォ ト ニ ク ス 研

究会(97.10)”

7 .  新上 , 下川 , 佐々田 ( 湘南工大 ) : ハ ミ ル ト ニアン ・ ダ イ ナ ミ
クス :非 2次連動量形式を持つ系 ;日本物理学会1 9 9 7年

秋の分科会(97.10 )”

8. 牧野 (早大 ) , 原山 , 相澤 ( 早大 ) : 卵形ビ リヤー ドの分岐現象
に み る べ リ ー ロ ブ ニ ツ ク 分 布 の 有 効 性 ;  日本物理学会

1997年秋の分科会(97.10)”

9.  安藤(大市大) ,中山 (大市大) ,西村 (大市大) ,黒柳 ,大谷,江上

: GaAs/lnAIA s タ イ プーI 超格子におけるタイプーI I発光の出現

;日本物理学会1997年秋の分科会(97 . 10 ) ”

10 .  井 桁 : エ ネ ル ギ 一 散 逸 の な い 情 報 消 去 ;  日本物理学会

1997年秋の分科会(97.10)

11. 熊本(大市大) ,安藤(大市大) ,中山(大市大) ,西村(大市大) ,細

田(元ATR光電波) ,大谷,江上,藤原(九工大) :G aA s /AIAs夕

イプーn超格子におけるx電子共鳴;日本物理学会19 9 7年秋
の分科会(97.10)

12. 中西 (大市大 ) ,朴 (大市大 ) ,中山 (大市大 ) ,西村 (大市大 ) ,高
橋,江上:In0 .15Ga0 .85As/AIA s歪量子井戸における夕イプー

II軽い正孔励起子;日本物理学会1997年秋の分科会(97 . 10 )

13. 劉,D a v i s : M o d e  Competition Dynamics and Chaotic Searchin
Mul t imode  Fabry -Perot Laser D i o d e s ;電子情報通信学会、
非線形問題研究会(97 .10 )

14. 飯野 , D a v i s : 2 次 元 ダ イナ ミ ッ ク パ ター ンの発生とその応

用 ; 電子情報通信学会、  レーザ ・ 量 子 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
研究会(97.10)

15 .  井 上 , 唐 沢 : Ds/CDMA2次元RAKE受信方式による上り回
線のチャネル容量の改善効果 ;電子情報通信学会、  無線

通信研究会(97.10)
16. 張 ,唐沢 :広が り角度をもっ妨害信号が到来する場合にお

け る ア ダ プ テ ィ ブ ア レ イ の動作特性の一解析 ; 電 子情報

通信学会、 アンテナ ・ 伝播研究会(97.10 )

17 .  井桁 : 計 算 と 物理 ;  「自然現象と計算論との整合性」 研究
会(97.10)

18. 大西,藤田,渡辺:La t e r a lTunne l i n g  Transistors Fabricated by
Plane -dependent S i -doping i n  Nonplanar Epitaxy on  GaAs
(311)A and (411 )A  Substrates;Microelectronics Journal(97.10)

19. 荻野:Se r v i c e  Interaction Resolution by Service Node Insta11ed
out o f  the Ne two r k ; I E ICE  Transactions on Communications

(97.10)

20. 高橋,平井(村田製作所) ,江上 ,小山(東工大) ,伊賀 (東工大) :

Grow t h  and Fabricat ion o f  St ra ined -Layer InGaAs/GaAs
Quantum We11Lasers G r ow n  o n  GaAs (311 )A  Substrates Using

〇nly a Silicon Dopant; Journa1of Applied Physics(97.11)
21. 山田 ,新上 : シ ステムの性能をどこまでひきだせるか ? -
高次元ダ イナ ミ ク ス の自律的連動 と応用一 ; A T R ジ ャ ー

ナル(97.11)

22. 荻 野 : A  Mult i-Agent Based Banw id th  A11ocation S c h em e ;
GL〇BEC〇M '97(97.11)

23. 原山 ,田崎 (奈良女子大 ) ,首藤 (都立大 ) : Z e r o s  o f  Fredholm

Determinant  Appearing i n  Boundary  Element  Method  f o r
Quantum B加 i a r d s ; T h e 2 n d  Tohwa  University Internationa1

Meeting on StatisticalPhysics(97.11)
24. 細田(元ATR光電波) ,富永(元ATR光電波) ,大谷,黒柳,江上,,

三村 (東北大 ) , 川島 (九工大 ) , 藤原 (九工大 ) : A v a l a n c h e

Breakdown Mechanism 〇riginating fromΓ一X一ΓTransfer in

GaAs/AIAs  Superlattices;Applied Physics Letters(97.11)
25. 関口 ,唐沢 : 帯域分割 ・ 合成型cM A ア ダ プ テ ィ ブ ア レー と
その応用 ;第1 2回ディジ夕ル信号処理シンポジウム ( 9 7 . 1 1 )

26. 下 川 : A  Bursty Teletraffic F1ow with an Intensity o f  Zero:
Modeling and Imp l icat ions ; In ternationalConference on the
Performanoe and Management o f  Complex  Communication
Networks(PMCCN' 97)(97.11)

27. 原山:量子カオスと光学現象;光学 ( 9 7 . 1 1 )
28. 関ロ, 唐沢 : 周波数に依存しなぃ送受信ナルビーム フ ォ ー
ミング ;電子情報通信学会、  アンテナ ・ 伝播研究会(97.11)

29. D a v i s : フ ォ ト リ フ ラ ク テ ィ ブ 結 晶 に お け る 光 ヵ オ ス ; 光

学(97.11)

30. 田野 : ア ダ プ テ ィ ブ ア レ イ の ための相関行列分割適応等

化アルゴリズム;電気関係学会関西支部連合大会(9 7 . 1 1 )

31 .  稲垣 : 国 際会議報告 : マ イ ク ロ 波 フ ォ ト ニ ク ス 国際会議 ;

電子情報通信学会エレ ク ト ロ ニ ク ス ソ サ イ ェテ ィ 、  ニュ
ーズレ夕一 (97.11)

32. 原山 ,首藤 (都立大 ) ,田崎 (奈良女子大 ) :境界要素法とカオ

スの半古典量子化  ; 京都大学基礎物理学研究所研究会

「 ハ ミル ト ン力学系とカオス」 (97.11)
33. 大谷,江上,Grahn (PDI ) :〇bserva t ion  o f  Chaotic Photocurrent
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〇sci11ations i n  GaAs/AIA s  Superlattices Modulated by an
Externa l A C  Voltage;光物性研究会97(97.11)

34. 安藤(大市大) ,熊本(大市大) ,中山(大市大) ,西村(大市大) ,大

谷,江上 :G a A s / AIA s タ イプ I I 超格子におけるx電子共鳴;
光物性研究会97(97.11)

35.  中西 (大市大 ) ,朴 (大市大 ) ,中山 (大市大 ) ,西村 (大市大 ) ,高

橋,江上: In0 . 15Ga0 . 85As/GaAsタイプ歪単一量子井戸にお

け る タ イ プーn軽い正孔励起子;光物性研究会97(97 .11 )
36. 黒柳 ,大谷 ,江上 ,富永 (元AT R光電波 ) ,安藤 (大市大 ) ,中山
(大市大) : G aA s / I n AIA sタイプ歪超格子における正孔量子

準位共鳴 の電流 一電圧特性への影響  ; 光物性研究会

97(97.11)

37. 飯野,Dav i s :Lase rBeam Controlusing Se l f-organizing Spatial
Patterns ;1997Internat iona lSympos ium on Nonlinear Theory
and its Applications(97.11)

38. 稲垣 : W i d e b a n d  Pe r sona lCommun i c a t i o n  System Us ing
〇pticalSignalProcessing Array An t e n n a ; 1 9 97M i c r ow a v e

Workshops and Exhib i t ion(MWE' 97)(97.12)
39. 荻 野 : 複 雑 ネ ッ ト ヮ ー ク事業者が競争している時のコネ

ク シ ョ ン 設 定方式 ; 日 本 ソ フ ト ゥ ェ ア 科 学会 、  第6回マル

チ ・ エー ジェン ト と協調計算ワークシ ョ ツプ ( 9 7 . 1 2 )
40. 小管 , 酒 井 , 松 田 : 適 応 型情報通信 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の た

めのフレー ム ワー クの一考察 一エー ジ ェ ン ト に 基づ く シ

ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ ー ; 電子情報通信学会、  コ ミ ュ ニ

ケー ションクオ リティ研究会 ( 9 7 . 1 2 )

41. 今井 ,川村 ,稲垣 ,唐沢 :W i d e-Band Mi11imeter-Wave/〇ptica1-
N e t w o r k  App l i ca t i ons  i n  J a p a n ; I E E E  Transact ions  o n

Microwave Theory and Techniques(97.12)
42.  藤田,大西 ,V a c c a r o : L o w  DimensionalCarrier Confinement

Structures  o n  G a A s ( 1 1 1 ) A  Pat te rned  Substrates  w i t h

EquiIateralTriangles;Nonlinear 〇ptics(97.12)

43. 黒柳 ,大谷 ,江上 ,富永 (元A T R光電波 ) ,安藤 (大市大 ) ,中山

(大市大) : I n v e s t i g a t i o n  o f  the X state i n  a GaAs/InAIAs
Strained Super latt ice;Nonl incar 〇ptics(97.12)

44. V a c c a r o , 藤田 : E a r l y  S t a g e  o f  I n A s  G r ow t h  o n  GaA s

Non(100)-〇riented Substrates;Nonlinear 〇ptics(97.12)
45. 大谷 ,江上 ,黒柳 ,安藤雅信 (大市大 ) ,細田 (元A T R光電波 ) ,,

Grahn(PDI),P1oog(PDI):Current Self -osci11ations i n  Undoped,,
Photoexcited GaAs/AIAs Type-I Superlattices;Physica Status
Sol id i (b ) (97.12)

46. 黒柳 ,大谷 ,江上 ,富永 (元A T R光電波 ) ,安藤 (大市大 ) ,中山
(大市大) : P h o t o l um i n e s c e n c e  f r om  the Barrier -X State i n
GaAs/ InAIA s  St ra ined  Super latt ices unde r  Appl ied -B i a s
Voltages;Physica Status Sol id i (b) (97.12)

47. 下 川 : 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク のデザ イ ンにおけ る形式的記述

の束縛;複雑系札幌研究会(98 . 1 )

48. 梅澤 (東京理科大 ) , 稲垣 ,赤池 (東京理科大 ) : A  Mult ip l ier

Using an  I11uminated P I N-PD ; I n t ernationalTopicalWorkshop
on Contemporary Photonic Techno1ogies(CPT' 98)(98.1)

49. 下 川 :  ト ラ ヒ ッ ク シ ス テ ム は ど の よ う に 成 り 立 つ て い る

か ?  一 複 雑 性 ト ラ ヒ ッ ク の パ ラ ド ッ ク ス が 導 く 問 題 設 定
と その解明への視点一 ; 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の新 し ぃ
性能評価法シンポジウム ( 9 8 . 1 )

50. 大谷 ,細田 (元A T R光電波 ) ,三村 (元A T R光電波 ) ,富永 (元

ATR光電波) ,渡辺 ,藤原 (九工大) : I nfluence of  「一X Mixing
o n  Carrier Transport and  Photoluminescence i n  GaAs/AIA s

Type-I Superlattices;Superlattices and Microstructure(98.1)
51.  柴 田 : ア ン テ ナ は ど こ を み て い る か 一光空間信号処理マ

ルチビーム受信アンテナー ; A TRジャーナル( 9 8 . 2 )

52.  高橋 , va c c a r o ,江上,水谷(東工大) ,松谷(東工大) ,小山(東工
大 ) , 伊賀 ( 東工大 ) : 〇 x i d e -c o n f i n emen t  Vertica1-cav i ty
Surface-emitting Lasers Grown on  GaAs(311)A Substrates wi th
Dynamica11y Stable Polarizat ion;IEE Electronics Letters(98.2)

53. V a c c a r o ,大西 ,藤田 :A  Light-emitting Device using a Latera1
Junction Grown by Molecular Beam Epitaxy on GaAs ( 311 )A-
oriented Substrates;Applied Physics Letters(98.2)

54. 井上 , 唐沢 ( K D D ) : 狭 ビームのグレーテ ィ ン グ ローブで空
間 を 張 る ビー ム ス ペー ス 2次元RA K E方式 :電子情報通信

学会、無線通信研究会(98 . 2 )

55. 田野 : ア ダ プ テ ィ ブ ア レ イ の た めの相関行列分割適応等

化アルゴ リ ズ ム ; 電 子情報通信学会 、  デ ィ ジ タ ル 信 号 処

理研究会(98.3)

56. 野ロ,新上 :対称行列の固有値問題におけるSD法とNew t o n
法の収束性について;第56回情報処理学会全国大会(98 . 3 )

57. 土 居 , 大 鐘 ( 北 大 ) , 唐 沢 : I S I  a n d  CC I  Cance11er w i t h

Preselecting Adaptive Array and Cascaded Equalizer in Digita1

Mobile Rad i o ; IE ICE  Transactions on Communications(98.3)

58. Dav i s :Comp lex  Systems and Information Ne two r k s ;平成10
年電気学会全国大会(98.3)

59. 柴田 ,稲垣 ,唐沢 :光空間信号処理マルチビーム受信アン

テナの光空間信号処理に関する検討 ;  1998年電子情報通

信学会総合大会(98.3 )

60 .  平田 , 山田 , 新上 : 高次元アルゴ リズムの J P E G 量子化テー

ブル最適化への応用 ; 1 9 9 8年電子情報通信学会総合大会
(98.3)

61. 田野 :次元拡大F T Fアダプティブアレイ型D F E ; 1 9 9 8年電

子情報通信学会総合大会(98 .3 )

62. 新上,山田,柳(NTTファシリティース),植草(NTTファシリティース ) : 高 次
元 ア ル ゴ リ ズ ム に よ る コ ー ジ ェ ネ レー シ ョ ン シ ス テ ム 最

適化の検討;1998年電子情報通信学会総合大会(98 . 3 )

63 .  山 崎 , 松 田 : ス プ ラ イ ン 関 数 を 用 い た Q osマ ツ ピ ン グ ,

1998年電子情報通信学会総合大会(98.3)

64. 原田 : 遺 伝 的 ア ル ゴ リ ズ ム に 基 づ く ルー ル生成と調整の

一検討;1998年電子情報通信学会総合大会(98 .3 )

65. 行田,野山奇,川合: wAcN e t評価システム ; 1 9 9 8年電子情報
通信学会総合大会(98.3 )

66. 山田 , 新上 , 下川 , 北川 ( A T R I ) : 高 次元アルゴ リ ズムに よ る
ルーチング性能評価 ; 1 9 9 8年電子情報通信学会総合大会

(98.3)

67. 大野 , 川合 : W A C N e t に お け る動的 メデ ィ ア ア ク セ ス制御

に関する検討;1998年電子情報通信学会総合大会(98 . 3 )
68. 川 合 , 野 崎 : W A C N e t に お け る ネ ッ ト ワー ク セ グ メ ン テー

ションの最適化とその効果 ; 1 9 9 8年電子情報通信学会総

合大会(98.3)

69. 井上 , 唐沢 ( K D D ) : グ レー テ ィ ン グ ローブ を用い た ビーム
スペー ス2次元RAKE方式; 1 9 9 8年電子情報通信学会総合

大会(98.3)

7 0 .  荻 野 : 複 数 ネ ッ ト ワー ク事業者が競争している時のコネ

クシ ョ ン設定方式 ; 1 9 9 8 年電子情報通信学会総合大会

(98.3)

71. 種 田 , 新 上 : ルーチングアルゴ リズムの性能限界にっい て

; 1998年電子情報通信学会総合大会(98 .3 )

72. 中岡 ,荻野 ,松田 :強化学習に基づくQ osマ ツ ピングルー ル
獲得手法の提案;1998年電子情報通信学会総合大会(98 .3 )

73. 黒澤(東京理科大) ,梅澤(東京理科大) ,稲垣,赤池(東京理科

大 ) : P I N-P D を 用いたサブキ ャ リ ア ミ ク サ ; 1 9 9 8 年 電子情
報通信学会総合大会(98 .3 )

74. 梅澤(東京理科大) ,稲垣,赤池(東京理科大) :光照射p IN -PD

を用いたRa d i o-on-F i b e rシステム構成 ; 1998年電子情報通
信学会総合大会(98 .3 )

7 5 .  岩木(東京理科大) ,梅澤(東京理科大) ,稲垣,赤池(東京理科

大 ) : 光照射 P I N-P D を用いた電気信号ミクサ ; 1 9 9 8 年電子
情報通信学会総合大会(98 .3 )

76. 堂本,大谷 ,江上 :G a A s / AIA s超格子におけるなだれ降伏に

よるEL発光;第45回応用物理学関係連合講演会(98 . 3 )

77. 原(甲南大) ,Va c c a r o ,館原(甲南大) ,藤吉(甲南大) ,梅津(甲南
大) ,杉村 (甲南大) : I n G a A s /G aA sひずみ量子井戸のフォト

ルミネッセンス ;第4 5回応用物理学関係連合講演会( 9 8 . 3 )

78. 滝ロ( 静岡大 ) , 劉 ,大坪 (静岡大 ) : 戻 り光半導体レーザの高
周波変調時におけ るパ ワー ド ロ ッ プ現象 ; 第 4 5 回 応用物

理学関係連合講演会(98 .3 )

79. 滝口 (静岡大 ) ,劉 ,大坪 (静岡大 ) :戻 り光多モー ド半導体レ
ーザにおけ るモー ド滞在時間分布 ;  第45回応用物理学関

係連合講演会(98 .3 )

80. 三村(東北大 ) ,横尾 (東北大 ) ,細田 (元ATR光電波 ) ,大谷 ,中
山(大市大) ,安藤(大市大) :G aA s /AIAs短周期超格子のシュ
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タルク階段遷移  : 波動関数の非局在化 ;  第45回応用物理
学関係連合講演会(98 .3 )

81. 山岡(甲南大) ,坂田 ,V a c c a r o ,梅津 (甲南大) ,杉村 (甲南大) :

A F Mを用いたバナジウム金属薄膜の微細加工 ;第 4 5回応

用物理学関係連合講演会(98 .3 )

82 .  黒柳 , 大 谷 , 江 上 , 富 永 ( 元 A T R 光 電 波 ) , 中 山 ( 大 市 大 ) :

I n f l u e n ce  o f  Γ一X Resonance  o n  Photocu r ren t-Vo l t a g e
Characterist ics i n  GaAs/ InA IA s  St ra ined  Supe r l a t t i c e s ;
Japanese Journalof  Applied Physics(98.3)

83. 三村 (東北大 ) , 細田 ( 元 A T R光電波 ) , 大谷 , 横尾 ( 東北大 ) :
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Photocurrent  a n d  Photo lum inescence  Af f ec t ed  by 「 ' -X
Transfer in Type-I GaAs/AIAs Superlattices; Japanese Journa1
of Applied Physics(98.3)

84 .  原山 , 首 藤 ( 都 立 大 ) , 田 崎 ( 奈 良 女子大 ) : 境 界 要素法 と

Gutzwi11er-V o r o s ゼータ関数 ;日本物理学会第 5 3回年会
(98.3)

85.  新上 ,下川 ,佐々田 (湘南工科大 ) : ハ ミル トニアン ・ ダ イ ナ

ミ ク スn :非 2次運動量形式を持つ系;日本物理学会第5 3
回年会(98.3)
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音素配列構造の制約を用いた連続音声認識
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語用論的分析に基づく  自然発話の長文分割
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A Study on Rule-based Speech Synthesis
木構造話者ク ラ ス タ リ ング手法を用いた話者適応アル
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Recent issues in Meaning Recognition

〇n the App l i c ab i l i t y  o f  Bayesian Be l i e f  Ne two r k s  to
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デー タベース のテキ ス ト

Labe11ing o f  Spontaneous Speech Data Using DAT-Link for
A D  and Xwaves+for Segmentation

単語のtr i g r amを利用した文音声認識と自由発話認識へ
の拡張

自由発話音声認識における音響的および言語的な問題

点の検討

音節バランス無意味単語を用いた合成音声主観評価結

果と動的ケプス ト ラ ムを用いた接続歪みの関係

The role o f  speaking sty le ,durat ion,and f 0  i n  signa11ing

affect:anger and poIiteness

Mult i-1eveltiming in speech
French  Su r f a c e  Fo rm  Generat ion  i n  Trans fer -Dr i ven
Machine Translation

音声におけるアクセント情報の持つ情報量の考察

S S S-ToolKit(Ver3.0)ユーザーズ ・ マニユアル
Structures in Spontaneous English Conversation
フ ァ ジ ィ パー テ ィ シ ョ ン モ デ ル に 対 す る バ ッ ク プ ロ パ
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AsURAにおける英語構文生成処理系解説書
一付: 英語構文生成知識記述マニュアル ー

Texts and Structures Pattern-matching and Distances
A Study o f  Pauses as Phrase Demarcators for Processing

Spontaneous Speech
フレーム同期型ssS-L Rによる連続音声認識
機能試験例文とその英訳文

音声言語デー タベー スにおける日本語形態素解析マニ

ュアルの補遺

Chatr 〇verview and Synthesizing English Intonation

Mode11ing speaker-specific intonation characteristics
音声言語データベースの構成

翻訳機能の評価法

A n  E f f i c i e n t  Phoneme -Context-Dependent  L R  Tab l e
Applied to the S S S -L R  Continuous Speech Recognition
System

Effects o f  Mode  on Spontaneous English Speech i n  E MM I
マルチモー ダ ル ・ ヒ ューマ ン ・ コンピュー タ ・ イ ン 夕

ラ クシ ョ ン関連文献調査

Labeling of  Prosodic Structure i n  Japanese
ア ク シ デ ン ト モ デ ル を 用 い た F o ク ラ ス 夕 リ ン グ に よ る

旬境界検出

対話行為ラベルとその自動付与

Pattern-based approach to interactive disambiguat ion: f i rst
definition and experirnentation

A StatisticalApproach to Parsing I11-Formed Input
A Un i f i e d  Approach to Pattem Recognition

部分木を単位とする音声言語解析のための言語現象の

調査

A B i l i n g u a l S e t  o f  Commun i c a t i v e  Act  Labe l s  f o r

Spontaneous DiaIogues
音声言語デー タベー スにおける構文解析情報付与作業

マニュアル

C〇一〇C: Sem i -automatic Production o f  Resources for
Tracking Morpho1ogicaland Semantic Co-occurrences i n
Spontaneous Dia1ogues

CNTR: Basic Functions for Centering Experiments with
A S  URA

Te x t  Database  o f  t he  Te l ephone  a n d  Mu l t i m e d i a

MultimodalInterpretation Experiment

A n  Expe r imen t  f o r  Te l ephone  versus Mu l t i m e d i a

Mult imoda l In terpreta t ion :  Methods and  Sub ject '  s
Behavior

Transcription of the Co1lected Dia1ogue in a Telephone and

MuItimedia/MultimodalW〇Z Experiment

Analysis of Gesture Behavior i n  a Multimedia/multimoda1

In terpret ing  Expe r imen t ;Human  v s  W iza r d  o f  〇z

1nterpretation Method
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音声認識用日本語文法のバー ジ ョ  ン間の差異

ccLによる不特定話者混合連続分布型HMn e t作成ユー
ザーズマニュアルVer1 . 0

不特定話者音声認識の研究

音声認識のための統計的言語モデルの研究

多元的類似度計算に基づく 文脈依存のボ ト ム ア ッ プパ

ーサMAC-BP
Non -un i f o rm un i t  based HMM s  f o r  continuous speech
recognition

Speech Alignment and Prosodic Transcription

A Speaker Sensitive Arti f ic ia lNeuralNetwork Architecture

for Speaker Adaptation
フレーム同期型sss-L R におけるア クセン ト句境界尤度
の利用

Probab i l i s t i c  Trans fer  Vecto r  Pred ic t i on  f o r  Speake r

Adaptation

近似反復Ba y e s推論に基づく連続密度H i d d e n  Markov
Mode1の逐次適応学習

音声認識誤り発生過程のモデル化に関する研究

未知語処理のための音響モデルの検討

Prel iminary experiment for speaker-independent speech
recognition
混合分布セグメン トモデルを用いた母音識別実験

研究用自然発話音声デー タベー ス 解 説 書 ( 9 6 年 版 ) -
旅行会話夕スク ー

韻律を用いた発話アク トの識別

Building practicalspeech synthesis systems
音声認識における統計的言語モデルの選択使用の効果

音素クラス夕モデルを用いた未登録語検出法の検討

重回帰写像モデルに基づく話者適応方式の検討

続計的言語モデルの構築とMA P推定を用いたタスク適

応

Imp l emen t a t i on  and  Test ing  o f  Quasi -Bayes  Speaker
Adaptation Algorithm
単語グラフ密度を用いた連続音声認識系の性能評価法

の検討

Tied-Mixture Based S S S  HMnet Design
A Study o n  Continuous Speech Recognit ion Ba s ed  o n

PolynomialSegment Models
話者正規化音声データによるHMn e t生成の検討

話者選択と移動べク トル場平滑化による声質変換のた

めのスぺク  トル写像と学習データ選択方法

話者適応 ・ 話者正規化を用いた不特定話者音声認識

話者選択と移動べク  トル場平滑化を用いた声質変換に

おける写像元話者の選択方法

研究用自然発話音声デー タ ベー ス 解 説 書 ( '  9 7 年 度

公開版) 一旅行会話タスク ー
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IT-0080
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N〇.

タ イ ト ル

N0 .

夕 イ ト ル

H-001

H-002
H-003

H-004
H-005
H-006

H-007

A Neura lNe two rk  Mod e l f o r  Arm  Trajectory Formation

Using Forward and Inverse Dynamics Models

Supervised Leaming for Coordinative Motor Control
A N ew  I n fo rmat ion  Cri ter ion Comb i ned  w i t h  Cross -
Validation Method to Estimate Generalization Capability
2回逆投影法による複数画像からの3次元情報の抽出

From EMG  to Sound Patterns of VoweIs :So f tware

Wo r d  Recogn i t i o n  Us i n g  Auditory Mo d e l F r o n t-E n d
Incorporating Spectro-TemporalMasking
Speaker- I ndependent  Spe e ch  Recogn i t i on  Us ing  a n
Auditory Mode l F r o n t  E n d  that Incorporates Spectro-
TemporalMasking Effect

Implementat ion o f  Feature Tracking and  Factorization

Algorithm f o r  Shape and Motion Recovery f r om  Image
Streams

変 換 聴 覚 フ イ ー ドバックの基礎検討一非定常ピッチ変

換による発声ピッチの変動にっいて一

Dy n am i c  Ceps t r um  Pa ramete r  I nco rpora t i ng  T im e -
Frequency Ma s k i n g  a n d  I t s  App l i c a t i on  to Speech

Recognition

DynamicalControlof Cluster Boundaries by Changing the

State Space Structure o f  an Associative Memory Model

〇sci11atory Neura lNetwork  and Learning o f  Continuously
Transformed Patterns

Switching the Vector Field According to the Input o f  an

〇sci11atory NeuralNetwork

Numerica lBi furcat ion Analysis o f  an 〇sci11atory Neura1

Network wi th  Synchronous/Asynchronous Connections
両眼立体視における ト ラ ン スぺアレンシーの計算理論

と 2重視差の一撃計算モデル

Time-Domain Comb Filtering for Speech Separation
Context-Driven Retrievaland Saliency o f  FacialFeatures
From EMG  to Formant Pattems of Vowels : the Implication

of VowelSystems and Spaces

I nd i r ec t  Measu r emen t  o f  Fea tu re  Sa l i ency  i n  Fac e

Processing

The Production o f  L ow  Tones i n  English Intonation

S h a p e , S u r f c e  Re f l e c t a n c e , L i g h t  Intensity a n d  L i g h t

Direction f rom Shading Images

Reconstructing the VocalTract during VowelProduct ion

using Magnetic Resonance Images
変 換 聴 覚 フ イ ー ドバックにおける機能局在の研究

標準正則化理論の多価関数への拡張 ( 1 )  一超並列緩
和計算によるなめらかな多重表面の復元一

最適化原理に基づく運動パタ ー ンの生成と認識に関す

る研究

D Twに基づ く音声認識アルゴ リ ズ ム と統計的参照パ
ターン設計法

Morpho1ogicaland AcousticalAnalysis o f  the Nasa l a nd
the ParanasalCavities

A Theory f o r  Cu r s i v e  Han dw r i t i n g  Based  o n  the

Minimization Principle

A Computat iona lMode l for  Cusive Handwriting Based on

the Minimization Principle
Arti f ic ia lLi fe Primer

Projective Invariant of  Lines on Adjacent Planar Regions in

a Single V i ew

H-035
H-036

音声情報処理へのニュー ラ ル ネ ッ  ト ワー クの応用

Junctions Analysis on the Projected Image o f  3 D  〇bjects -
Detec t i ng  Y -and  A r r o w - J unc t i o n s  f r om  L o c a l I m a g e
Derivatives -
Mult i-Valued Standard Regularization Theory(1) :G1oba1
Reconst ruct ion  o f  Mu l t i p l e  Transparent Su r f a c e s  v i a

Massively ParallelRelaxation Algorithms
標準正則化における滑らかさの尺度の一般化 と面復元

への応用

標準化正則化理論の多価関数への拡張(2)  - 多価正則化
ネ ッ ト ヮー ク と その学習アルゴ リ ズム ー

Transformed Auditory Feedback:Effects o f  Fundamenta1

Frequency Perturbation

Methods for Modeling o f  Soft-Tissue Speech Articulators
An  Analysis of the Dimensionality of Jaw  Motion in Speech

Principles o f  Systemic Contro1:The Implications o f  Dua1

Con t r o l i n  Nau r a l S y s t ems  for  the Design o f  Arti f ic ia1

Systems

PhysicalModels for Edge Finding:Snakes

M u l t i -Va l u e d  S t anda r d  Regu l a r i z a t i on  T h e o r y ( 2 ) :
Regular izat ion Networks  and Learning Algor i thms  f o r

Approximating Mult i-Valued Functions
Geometric Invariant o f  Noncoplanar Lines i n  a Single View
ニュー ロン系のェネルギ一最小化による最適解探索に
関する研究

Est imat ion  o f  Dynam i c  Jo i n t  Torques and  Trajectory

Format ion f r om  Su r f a ce  E M G  S igna l s  Using a Neura1
Network Model

進化システムを用いた遺伝子のコーデ ィ ン グ 領 域予測

システムの開発

Evolutionary System for  the Computer Screening o f  the

Coding Regions o f  Human Genome
シ ミ ュ レー テ ッ ド ・ アニー リ ング法を用いた配送計画

支援システム

中枢神経系における運動の適応 ・ 学 習 メ カ ニ ズ ム モ デ

ルに関する研究

大規模非線形計画問題に対する逐次線形化法

非漢字圈日本語学習者に対する漢字指導法の検討 一

筆順指導と構造指導一

C AM-B r a i nシミュレー タの高速化一 プ ログ ラ ムの改良
と C M-5への移植一
A M i n i m um  Error Approach to Spotting -Based Speech
Recognition

3次元物体投影像における一準的交差形状解析法

T h e  Percept ion o f  Concurrent  Vow e l s : P e r i o d i c  a n d

Aperiodic Vowels
発振ニュー ラルネッ トの遊走変化に関する実験的解析

人工ニュー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 時 空 間 パ タ ー ン処

理に関する研究

一般回帰による正則化理論の多価関数への拡張と線過

程を用いなぃ不連続関数再構成アルゴリズム

The Effects o f  Complex  Extraneous Sounds on a Vowe1
Continuum

最小キー ワ ー ド 列分類誤 り の ための新 し ぃ ス ポ ッ タ 設

計法

UnidirectionalVersus B i-directionalTheory for  Trajectory
Planning and Contro1

H-037

H-038

H-039

H-040

H-041
H-042
H-043

H-008

H-009

H-010
H-044
H-045

H-011

H-012

H-013

H-014

H-015

H-016
H-019
H-020

H-022

H-023
H-024

H-025

H-026
H-027

H-028
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H-031

H-032

H-033
H-034

H-046
H-047

H-048

H-049

H-050

H-051
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H-054
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H-058
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H-062

H-063
H-064

H-065

H-066

H-067
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N〇.

夕 イ ト ル

Examinat ions  o f  Poss ib le  Explanations f o r  Trajectory
Curvature in Mult i-joint Arm Movements
〇bject Recognition by Combining Paraperspective Images.
VisualField Effects in MentalRotations

物体の奥行運動を検出する視覚情報処理機能

Multi-Valued ReguIarization Networks
大規模2次計画問題に対する内点法とその数値計算に

ついて一逐次線形化法の部分問題への適用を目指して

Projective Invariants of  Intersections of Hyperplanes in the

n-dimensionalProjective Space
Time-Domain Simulation of Sound Production in the Brass
Instrument

A New  DiscriminalGeneralised Cross Correlator

Using an Inverse Dynamics Representation to Reconstruct

Tempo r a lF i r i n g  Patterns o f  Purk in je -ce11 in  Monkey
VentralParaf1occulus

多価正則化ネ ッ ト ワー ク一多対 h写像を学習する多層

ネ ッ ト ワー ク の理論一

The Asynchronous MFT  Equation Converges Faster than

the HopfieldNetwork
並列計算機cM-5 を用いた逐次線形化法に対する数値
実験

局所微分フイル夕を用いた多重スケール多重方向場の

表現と検出

Ex emp l a r -based  a n d  N o r m -b a s e d  Mode l s  o f  Face
Recognition

Exp1oring the Structure o f  MultidimensionalFace Space

Nonparametric Regression for Learning

Auditory Signa lProcess ing for the Segregation o f  Speech

f rom Interfering Sound s :A  ComputationalInvestigation o f

SpatialLocation and Periodicity Cues

The  Sy l l ab les , In te rna lS t ructure  and Ro l e  i n  Prosodic

〇rganaization
2次計画問題に対する主双対内点法とその数値実験

E l im i n a t i n g  Spur ious  Memor i e s  Using  a Ne tw o r k  o f
Chaotic Elements

筋電位に基づく調音運動開始時点の測定一発話潜時と

の比較一

A New  Method for Measuring VocalTract  Transmission
Characteristics

Telephone Band Conversion of Studio Quality Audio Data.

TemporalConstraints on  the Perception of the McGurk
Effect

FunctionalData Analyses o f  Lip Motion

Femininity and Masculinity o f  the face
物体の:運動と形状の3次元復元と操作のための体系的

計算理論

X-ray Fi lm Database for Speech Research
Viewpoint Dependence in  Face Recognition
一般化線形モデルによる発火頻度解析

Proceeding o f  the A T R  Workshop on  “ A  Bio1ogica1

Framework for Speech Perception and Production”

Why t h e 1 /3Powe r  L a w  of Drawing and Planar Motion

Perception?

M V H B F : A  Ne two rk  that Approximates Mul t i -Va lued ,
Vector-〇utput Mappings
Automatic Face Recognition:Combining Configuration and
Texture

Effects o f  Lighting on the Perception of FacialSurfaces.

A n  Evolutionary Approach to Program Transformation and

Synthesis

N〇.

タ イ ト ル

H-069

H-072
H-073
H-074
H-075
H-077

H-127

H-128

H-129
H-130

H-132
H-133

H-135

H-136
H-137
H-138

H-139
H-140
H-141
H-142
H-143
H-144

H-145
H-146

H-147

H-150
H-151
H-154
H-155

H-157

H-158

H-159
H-160

Applying Energy Minimizat ion Spl ines to X-Ray Voca1
Tract Images
Sound  Localization i n  the Hor i z o n t a l P l a n e :A  Binaura1

Approach
視覚連動学習を可能にする中枢神経機構一人間の到達

連動から推定する座標系とその表現一

オ プ テ ィ カ ル フ ローからの多重運動立体視の計算機実

験

Synergy o f  Modular Networks by Fuzzy Logic

A Proposalto Create a Network-Wide  Biodiversity Reserve
For Digita1〇rganisms

ブ ロ  ツク構造を持つ2次計画問題に対する非動機並列

型共役勾配法

ヒ ト お よ び チ ン パ ン ジーの舌筋の比較研究

〇n the Gain of  Stereoscopic Motion Para11ax Reproduction
2次運動が示す連動視差および動的遮開厳の手がかりか

らの奥行知覚

Learning to Localize Sounds Using Vision
顔の感性情報処理の研究方法にっい て

線形計画間題に対する射影変換法とアフイン変換法

MATLAB入門

Mathmatica入門

Chaotic Potts Spin Mode l f o r  Combinatoria1 〇ptimization
Problems

Tierra Network Version

Projective Invariants of  Noncoplanar Lines Derived f rom a

Single View

Projection Invariants o f  ( n-2 )-DimensionalSubspaces in n-
DimensionalProjective Space

1mplicit Leam ing  o f  Complex Visua lRegular i ty  o f  Faces

Bifurcations in Traveling Salesman Problem

Experiments in VowelSegregation
T w o  P l a n e  St ruc tures  a n d  Mo t i o n s  f r om  Po i n t

Correspondences i n  Two  Images

Algebraic Analysis of S ome GeometricalFactors in 〇bject

Recognition

Variability in Familiar and NovelTalkers:Ef fects on Mora

Perception and Talker Identification
強化学習によ るゲーム戦略の獲得

Simulat ing Probabil ity Matching i n  Groups o f  Foraging

An im a l s :  A Compa r i s on  o f  Representat iona1 a n d

NonrepresentationalModels

The  Ef fects  o f  Talker Var iab i l i ty  o n  the Perception o f

Amer i can  Eng l i s h / r / and/1/by  Japanese Lis teners , I I :

Subject Differences,Acoustic and TemporalCorrelates o f
Talker Effects,and Some  TechnicalConsiderations

単純順位文法に対する並列構文解析アルゴ リ ズ ムの

C M-5への実装とその性能評価 I m p l em t a t i o n  a n d
Performance Evaluation of  a Para1lelParsing Algorithm for

Simple Precedence Grammars on  the CM-5
Does Cardio ida lStra in Change i n  Rea lF r on t  View  Face

Images Have an Effect on  Changing the Perceived Age?
統計的時系列モデルを用いた変換I聴覚フィ ー ド バ ッ ク

法の検討 A n  I nves t i ga t i on  o f  T r a n s f o rm e d

Auditory Feedback Method by a Sta t i s t i c a lT ime  Series
Mode1

Bifurcations i n  Mean Field Theory Annealing

音環境による発声および行動の変化計測に関する基礎

検討  Prel iminary Investigations on  E f f ec t s  o f  S o u n d

Environment in Speech and Behavior

Re f i n i n g  Hygen ic  Mac r o s  f o r  Mo d u l e s  a n d  Separate

Compilation

H-078

H-081

H-084
H-086

H-087

H-089

H-090

H-094

H-095

H-096
H-098
H-101

H-103

H-105

H-106
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H-109
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H-114
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N〇.

タ イ ト ル N〇.

H-202

夕 イ ト ル

H-174

H-175
H-176
H-177

H-178

H-179

The Dynamics o f  AudiovisualBehavior in Speech

Chaotic Potts Spin

A ComputationalApproach to Evolutionary Bio1ogy

Trumpet Sound Simulation using a Two-Dimensiona lLip
Vibration Mode1

T im e-Dom a i n  S imu la t i ons  o f  Sound  Product ion i n  an
〇rgan Flue Pipe
Acoustic Characteristics of  the Human ParanasalSinuses

De r i v e d  f r o m  S o u n d  Pressure  Mea s u r emen t  a n d

Morpho1ogica1〇bservation

Measuring and Creating Different Facia l Images for Age
and Gender

The C/DMode l a s  a Dynamic,Non-SegmentalApproach
Val id i ty  o f  Gende r  Judgement  o f  Faces ;Compar i son

between Faces o f  Different Age Groups
Acoustic Characteristics o f  the Piri form Fossa i n  Models

and Humans

2質量モデルを用いた金管楽器の発音シミュレー シ ョ
ン

Dou b l y  Cons t r a i n ed  N e t w o r k  f o r  Comb ina to r i a1

〇ptimization

Dynamic Programming for the Prototype-Based Min imum
Error Classifier

Speech FundamentalFrequency Estimation

A Study o f  Cepstrum 〇ptimization by Discr iminat ive

Feature Extraction. -DFE  Implementation Details-
Associative Memory  Based  on  Parametrically Coupled
Chaotic Elements

Art i f i c i a lL i f e  based on  Programmed Se l f -Decomposition
Mode1

生体の運動制御における軌道計画のメカニズムおよび

視覚連動関連に関する研究

Speech Transformation using Adapt ive Interpolation o f

Time-frequency Representation and Al1-Pass Filters
Pattern Recogn i t i o n  us i ng  D i s c r im i n a t i v e  Feature
Extraction

連動軌道デー タか ら計算される評価関数によ  る軌道計

画規範の検討 Ca lcu l a t i ng  〇ptima1 Cri ter i a fo r

Trajectory Planning using 〇bserved Movement Data

Perce iver  Eye  Mo t i o n  du r i n g  Aud i ov i s u a1  Speech

Perception

Diagnos t i c  Recogn i t i on :  Task  Const ra in t s ,  〇bject
Information,and their Interactions

3次元表面曲率の脳内表現に関する心理物理的研究

Receptive Field Weighted Regression
広い視野における両眼視差の分布と絶対距離知覚

自律的画像観測機構を実現する視覚系の数理的モデル

化の研究

D i f f p a c k を用いた2次元非圧縮性流体のシミュレー シ
ョ ン 一管楽器発音のモデル化にむけて一

A n  Application o f  Discr iminat ive Feature Extraction to

Filter-Bank-Based Speech Recognition
Ten Experiments on VowelSegregation

A n  Exper imenta I  S t u d y  o f  the  〇pen E n d  Correc t ion
Coefficient for Side Branches within an Acoustic Tube

3 D  E y e :  Deve1opment o f  a Three -D im e n s i o n a l E y e
Measurement System based on Computer Imaging
K o h o n e nマッブのシミュレー シ ョ ン

Discriminative Training for Speech Recogn通on

Constrained NeuralApproaches to Quadratic Assignment
Problems

A Study on  the Speech Acoustic-to-Articulatory Mapping
using M olpho1ogicalConstraints

A n  Efficient Implementation of the GammachirpFilter and

its FiIterbank Design
Modc1o f  Mot ion  Detector

3次元表面の脳内表現に関する心理物理学的研究

T h e  I n f l u e n c e  o f  B l u r  on  the Perce i ved  Qua l i t y  and

Sensation of  Depth o f  2 D  and Stereo Images

For m and Function: AnotherView of SpeechProduction
ボランティア集団活動変化の数理モデルとその妥当性

に関する考察
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N0 .

AC-0003
AC-0004
AC-0008

タ イ ト ル

適 応 ル ー チ ン グ シ ミ ュ レー シ ョ ン シ ス テ ム  S A R A-1
2 次 元 プ ロ ッ ト ッー ル (FD付)

〇pticalSignalProcessing Multibeam Array Antennas for

both Transmission and Reception

N0 .

夕 イ ト ル

AC-0011 時空間信号処理に基つく  高感度 ・ 高耐干渉受信システ
ム 一 シングルビー ム形成型アダプテ ィ ブ ア レー と 最

ゆう系列推定の結合方式一

A M u l t i -Beamspace  H i g h -Reso l u t i o n  D〇A  F i nd i n g
Algorithm for Wide-Band Sensor Arrays

AC-0012
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# C-038
# C-039

# C-040
# C-041
C-042
C-043
C-045
# C-046
C-048

C-050
C-051
C-052
C-053
C-054
# C-055
C-056
C-058
C-059
C-063
#C-064
C-065
C-066

光切断法による  3次元立体形状自動入力

I N T EN SH I P  REP〇RT (Au t om a t i c  acqu i s i t i on  a n d
reconstruction o f  3-dimensiona1object)
言語 ・ 画像情報統合理解の研究

構文解析ツールPARSER

対話と係り受け情報を利用した文献検索システムの研

究

臨場感通信会議システムに関する一考察

概念図作成支援システムの試作

文書画像テ ゛一タへ 一ス編集フロクラム

出版業におけるレイァウトに関する専門知識の調査

通信ソフトウェアの仕様記述にっい て

暗号研究の現状

直線型3次元Hough変換による平面の抽出

セキュリティ研究の現状

Relative 〇rder Determination i n  Ambiguous Moire Pictures

Surface Carvetures Compution i n  Moire Pictures
奥行き歪に関する一検討

顔の向き検出法に関する研究

光切断法による3次元形状の自動入力

symbo l i c s用日本語入力フロントェント ' . キ ーホー ー ト.エミュレ ー タ ー
「J〇KER」
モアレ縞生成及び3次元形状合成システム取扱説明書

光切断法による3次元形状の自動入力に関するソフトゥェア

取扱説明書

FacialImage Processing and Face Modeling
指文字を例にした手振り認識の結果  一テ ゛ ータクローフ に

よる指文字の認識結果一

スケールスへ' ース解析と輪部線の規則性による輪郭像のセクメン
テーション手法

S I P S利用の手引
文書 レ イ ア ウ ト に 関す る研究一研究環境一

地図案内システムIMAGE

図形画記述/検索SPADE  SYSTEMルール説明書

図形画記述の検索SPADE  S Y S T E M イン夕一フェー ス
ツール

通信技術文書体系化システム

通 信 ソ フ ト ウェア設計支援システム
3次元形状の再構成手法にっい て

演繹的学習にっい て

U l t  r i x コマンド利用者マニュアル

知的文献検索実験システムの仕様

要求理解フロク゛ラムの類似サーヒ゛ス検索部の一部にっいての

A T Rによる実現

J〇KERシステムSymbolics側ソフトゥェア解説書
symbol ics用 日本語ターミナルェミュレ一夕
Symbol ics用 dviファイルフレヒ゛ユアーシステム
ネットヮーク仕様記述言語処理系仕様書

知的電話機設計ドキュメント

ユーサ ゛モテルを用いた知的文献検索システムの仕様
フロタ゛クションシステムとATMSによる画像認識システムASDS

P V-WAVE拡張フロシシ゛ャーマニュアル
Hand Motion Interpretation Using NeuralNetworks
ステレオ画像を用いた指先位置の実時間測定

ネットワーク仕様記述処理システムにっい て

通信ソフトゥェアの非手続き的記述法手法と解析手法の研究

通信ソフトゥェア自動作成実験

C-067
C-068
C-069
C-070

C-071
C-072
C-073
C-074
C-075
C-076
C-077
C-078
C-079
C-080
C-081
C-082

C-083
C-084
C-085
# C-086
C-087
C-088
C-089

C Gによる枝ぶり生成法

格子点探索法における最近傍底点の周期性

Software Design and its Automation FinalReport
視点及び視線検出のための特徴点実時間抽出処理と高

精度化の検討

3次元画像モテルテ'一夕へ ースのアクセス・指示法の研究
2次元対象物の3次元化手法としてBsE法の提案
STR(State Transition Rule )記述仕様書

State Transition Rule(STR)Description
視点追跡形立体表示装置の構成と操作法

連動視における表示遲れの影響

Rea lT ime  Hand Motion Detection and Recognition
視線検出装置とマウスを併用する指示入力法の評価

通信サーヒスにおける要求の理解

自然言語空間記述による視野探索

仮想協調作業空間における物体の管理

自然言語と手指示を統合した3次元仮想空間中での対

象物操作と配置

Interactions between objects in a virtualspace
利用者インタフェースのための手振り認識と理解にっい て

設計知識の構造化と活用

設計フロセスの装手積と再利用

Acquir ing3D Models f rom Sequences of  Contours
通信サーヒ ゛ス仕様から通信ソフトゥェアを生成する手法

Eva l u a t i o n  o f  t he  Homotopy  S w e e p  Techn ique

Representation and animation of  three-dimensional images
for human face generation and mouth animation
表情表現を考慮した顔特徴点抽出に関する検討  一 表

情変化による顧皮膚表面の時間的変位の計測箇所と表

情再現品質の関係の基礎検討一

オフ゛:/ 工クト指向テ゛ータへ ースのアクセス制御機構とセキュリティ設計支
援手法

ハ'ーソナル - コンストラクト・心理学実験にもとづく自動車記述の
ための概念検出可能性に関する研究

Wh a t  Y o u  S a y  I s  Wh a t  Y o u  See  - I n t e r ac t i ve
Generation,Manipulation and Modification o f  3-D Shapes
Based on  VerbalDescriptions-

Cal ibra t ion  o f  a Stereoscopic Disp lay  System wi thout

spec ia lequ ipment  needs,and delay reduction in  the eye

tracking system
眼のcGアニメーションと視線の知覚に関する検討
3次元顔画像生成に関する研究

Percep tua lK inemat i c s :V i s i on-based Contro l  o f  Robot
Manipulators

設計知識の構造化と活用 一設計知識の再利用一

ドメインモテ゛ルを利用した通信サーヒス仕様生成手法

空間多重フイルタリンク 'に基づく 3次元曲面の特徴計測とそ

の一般化

Towards the Realization o f  Rea1-Time  Co11ision Detection
通信サーヒ゛ス仕様におけるサーヒ゛ス競合の自動検出法

Screening services simulation

3D仮想物体を用いた形状に関する概念獲得方法

通信サーヒス設計および検証における形式的支援に関す

る研究

S n a k e sによる複雑な輪郭の追跡

sT R手法と通信サー ビス競合  (非決定性)  検出に関す
る考察

#C-090

C-091

C-092

C-093

C-094

C-097
#C-098
C-099

C-100
C-101
C-102

C-103
C-104
C-105
C-106
# C-107

C-108
C-110
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No .

夕 イ ト ル

ネ ッ ト ワー ク セキ ュ リ テ ィ参昭モデル

格子点探索法による素因数分解高速化手法

安定姿勢における形状対象性を用いた能動的3次元形

状推定

通信サー ビス要求記述への自然言語の適用

自然言語による通信サー ビス要求記述からS  T Rへの
変換

通信サー ビス仕様sT R か らプログラム仕様 S D Lへの変
換

ド メ インモデルによる要求理解にっい て

連想記憶を用いた異質性を含む情報の抽出手法の検討

STR(State Transition Ru le )記述仕様書

A Sophisticated Manipulation A i d  in a VirtualEnvironment

User Interest Acquisition
3次元測定デー タの重要度に応じた表情再現方法の一

考察

Knowledge Representation and acqvistion f o r 3-D Shape
〇ntologies

広域状態遷移に着目した通信サー ビス仕様の検証

階層適空間表現を用いた3次元物体感の実時間イン夕

ラ ク シ ョ ン に 関す る 研究

高信頼性ソフ トウェア設計手法の研究

通信サー ビ ス仕様に関する要求 と理解 と ソ フ ト ゥ ェ ア

への変換に関する研究

対象システムに非依存なソフ ト ゥ ェ ア生成 と異種プロ

トコルへの整合

交換機能概念モデルとその応用

通信システム仕様の要求理解における高速計算方式

分 散 ネ ッ ト ヮー ク におけ る 通信 ソ フ ト ゥ ェ ア 仕様の生

成法

通信サー ビスのモデル化と自然言語による仕様記述の

理解法

実行順序解析方式

樹木画像を入力とする 3次元樹木形状のフラクタルモ

N〇.

夕 イ ト ル

C-111
C-112
C-113

C-114
C-115

C-116
C-117
C-119
C-120
C-121
C-122
# C-123
C-124

C-125
C-126

# C-127
C-128

C-129

C-130
C-131
C-132

C-133

#C-134
C-135

デルの自動推定方法

仕様記述段階でのサー ビス競合検出手法に関する考察

臨場感通信会議システムにおける実時間表情検出

V R研究における力覚呈示装置の分類とT  0 C U S を
利用した試作装置に提案

Emotion Enhanced Face Meetings which Uses the Concept

o f  VirtualSpace Teleconferencing

Interact ive3D Visualization o f  menta l images  theough a

twotevelrepresentation of componeutialqeavetry
把持動作における夕一ゲ ッ  ト予測
手振り言語による仮想物体形状生成イン夕フェース

画像ボケによる奥行き知覚誤差の定量化

フラクタルを用いた仮想空間中の樹木形状の高速表示

技術の研究

臨場感通信会議における人物動作のリアルな実時間再

現方式

熱画像と可視光画像のステレオ続合による時系列距離

画像獲得法の検討

遺伝的アルゴ リ ズ ム を用いたマルチカ メ ラ 画像か らの

人物の姿勢推定法の検討

3次元物体形状の面対称に基づく能動的復元および色

彩情報の再現

S T Rによる仕様記述法と仕様確認支援手法の評価
異常な状態への遷移の検出精度向上手法の検討

オブジ ェ ク オ指向デー タベー スシステムにおける完全

性のための機構と設計支援手法

危険な情報フロ一削除手法

サー ビス競合検出の効率化手法

領域知識に基づく通信ソフトウェア要求獲得支援手法

図 形 に よ る サー ビス仕様記述支援法

Recogn i t i on  o f  Cont inuos  Gestures  Us ing  Non l i n e a r

Dynamics

A n  ind i rect  approach to h a n d  gesture recognit ion f o r

applications combining hand gestures and natura11anguage

C-137
C-138
C-140

C-141

C-142

C-143
C-144
C-145
C-146

C-147

C-148

C-149

C-150

C-151
C-152
#C-153

C-154
C-155
C-156
C-157
C-158

C-159

ATR自動翻訳電話研究所 〒619-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内  (0774)951162

電話 :-
国際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 1 6 2

N〇.

タ イ ト ル

N 0 .

タ イ ト ル

I-001
I-002
I-003
I-005
I-006
I-007
I-008
I-009
I-010
I-011

I-012

I-013
I-014

I-015

Automatic Telephone Interpretation:A Basic Study
通訳を介した電話会話の特徴分析

多層音韻ラベルをもっ日本語音声デー タ ベ ー ス
連続音声認識

Phoneme Recognition Using Time-Delay NeuralNetworks
通訳を介した電話会話収集デ一夕

日本語品詞の分類

簡易検索言語を持つ音声データベース管理システム

Research Activities o f  Speech Processing Department
対話型操作環境をワー クベンチご とに設定でき る メ ニ

ュー システムの作成

音声信号処理の基礎操作を提供する機能モジュール群

の作成

Voice Conversion by Analysis-Synthesis Method
General iz ing Uni f icat ion i n  Semantic Networks  toward

NaturalLanguage Understanding

A Descr ipt ion  o f  Eng l i s h  Dia1ogues  by  Structura1

Correspondence Spec流cation Language:SCSL

I-016
I-017

I-018
I-019

I-022

I-023

I-024

I-026
I-027
I-028
I-029
I-030

Comparison of Telephone and Keyboard Conversation

Summar ies  o f  Workshop on Natura lLanguage Dia1ogue

Interpretation
Hidden Markov Mode1を用いた日本語有声破裂音の識別

音 声 デ ー タ ベ ー ス構築のための視察による音韻ラべ リ

ン グ

Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Data Base Departmant

Qua l i ty  C o n t r o 1 o f  Spe e ch  by  Mod i f y i n g  Fo rman t

Frequencies and Bandwidths
種々の発声様式における韻律パラメ一夕の性質にっい

て

A Method o f  Analyzing Japanese Speech Act Types(I)
テ キ ス ト  ・ デ ー タベースからの慣用表現の自動抽出

研究用日本語音声データベース利用解説書

言 語 デ ー タ ベー ス用格、 係り受け意味体系

Analysis and Prediction of Vowe l-Devocalization in Isolated
Japanese Words

ATR Journa1 31号 SPRING 1998 49



N〇.

タ イ ト ル

N〇.

タ イ ト ル

I-031
I-032
I-033

I-034

I-035
I-036
I-038

I-039
I-041
I-042
I-043
I-044

I-045

I-046
I-047
I-048
I-049
I-050
I-051

I-052

I-053

I-054
I-055

I-056
I-057
I-058

I-061

I-062
I-063
I-064
I-065
I-066
I-067
I-068
I-069
I-070

音声 ・ 言語 イ ン タ フ ェースの予備検討

素性構造とその単一化アルゴリズムに関する検討

A Ph o n eme  Latt ice  Pars ing  f o r  Con t i n uou s  Speech

Recogn通on

Modu l a r i t y  a n d  S c a l i n g  i n  La r g e  Phonme i c  Neura1
Networks

Representation and computation o f  units o f  traslation for

Machine Interpretation of spoken texts

A n  Integurated Linguistic Database Management System
動詞敬語の相互承接にっい て一句構造文法理論を用い

た構文論的説明一

解析用辞書開発作業に関する一考察

The Formalization of  a Knowledge Base for English
目標指向型対話における次発話の予測

言語デー タベー ス作成のための目英対訳対応付け

Record o f  S i x  Work Sessions on Concepts,Methods,and

Tools f rom Existing Running Rea1-Size M T  Systems
〇perations on  Typed Feature Structures:Motivations and
Definitions

キーボー ド会話収録システムにっい て
Hidden Markov Mode1を用いた英単語認識

英語音声デー タ ペ ースの作成

旬構造文法にもとづく日本語文の解析

Duration controlmethods for H MM  phoneme recognition

〇n Sentence LevelFactors Goveming SegmentalDuration

in Japanese

A Study o f  English Word Category Prediction Based on
NeuralNetworks

〇n the unit selection measure for speech synthesis by rule

using mult ip le synthcsis units

Pragmatic Extensions to Un流cation-Based Formalisms.
Typed Features  Structures : the Language  a n d  i ts

Implementation
合成用日本語音声デー タベースの概要

Wo r d  Spot t ing  Me t h od  Based  o n  H M M  P h o n em e

Recognition

Fast Back -propagation Learn ing Methods  f o r  Neura1
Networks in  Speech

Speech Research at ATR  Interpreting Telephony Research
Laboratories

対話文翻訳における英文生成システムの検討

ニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クの音声情報処理への応用
解析過程の制御を考慮した旬構造文法解析機構の検討

Research Activities of the Speech Processing Department
Modif ied MIta lk

対話翻訳のための階層型プラ ン認識モデル

目標指向型対話におけるドメイン知識の調査

Tools for FundamentalFrequency ModeIling

Research Activities of the NaturalLanguage Understanding

Departmentand the Knowledge and Data Base Department
for1988”

RETIF:A Rewriting System for Typed Feature Structures
ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム ・ リ ーディング知識を用いた音韻セ

グ メ ン テー シ ョ ン ・ エキスパー ト シ ス テ ム

The ATMS  Manua lVe r s i on1 . 1ATMS説明書1.1

Politeness Strategies i n  Amer ican Eng l i s h  Telephone

Dia1ogues
形態素情報利用解説書 (兼作業マニュアル)

連続音声データベースにおける言語 ・韻律情報

否定文の理解に関する研究

音素的特徴の動的性質を用いた調音結合の正規化

I-082

I-083

I-085

I-086
I-089

I-090

I-094
I-095
I-096
I-097
I-098

I-099
I-100
I-101
I-104
I-105
I-108
I-109
I-110

I-111
I-112
I-114

I-115
I-116

I-118

H M M音韻認識と拡張L  R構文解析法を用いた連続音
声認識

対話参加者の心的状態に関する制約に基づく発話解釈

モデル

T D N N 音 額 ス ポ ッ テ ィ ン グ と 拡 張 L  R パ ー ザ を 用 い

た文節音声認識

研究用ATR目本語音声デー タベー スの作成

時間遲れ神経回路網 ( T  D N N )  を用い た音韻 / 音節
スホ'ッティク゛

Para11elism,Hierarchy , Sca l i ng  i n  T i m e -De lay  Neura1
Networks for Spotting Phonemes and CV-Sy11ables
対話における名詞句の同一性の理解とその応用

セハ' レートへ -クトル量子化に基づく話者適応化
ファシ'ィへ゛クトル量子化に基づく話者適応化
へ -クトル量子化話者適応のHMM音韻認識への適用
ヘクトル量子化話者適応の時間遲れ神経回路網(TDNN)に

よる音韻認識への適用
話者重畳型HMMを用いた調音様式の話者適応化

へ'クトル量子化話者適応化の研究
話者適応化における写像方法の比較

結合価情報を用いた誤認識単語の推定手法

単語間の連続確率を用いた付属語列の生成実験

高精度HMMを用いた英単語認識

係り受け関係を用いた文節候補選択処理

sL-T RANsにお け る 、  文節候補選択処理、 問合わせ処
理

文節候補選択処理のための係り受けテ一夕

会話文音声生成のための音声合成、 お よ び二ユーラルネットヮー

クの連続音声への適用

Mult ip le  Inherltance in  RET I F

Research Activities of  the Speech Processing Department
〇N  I N T ER PRETAT I〇NS  〇F A F E E D -F〇 RWA R D
NEURAL  NETW〇RK

Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Data Base Department
for Feb.1989-〇ct.1989
ニューラルネットにおけるハツクフロハ'ケ -一ション学習の効率化方法
Connectionist Large Vocabulary Word Recognition
日英機械翻訳システムにおける生成文の評価 - 「ダ」 型表
現を中心にして一

Constructive Neura lNetwork for Speech Recognition

HMM音韻連結学習とNE T g r a mを用いた英単語音声の

認識

Ef f ic ient  Disjunctive Unif ication i n  a Bottom -Up Sh i f t-
Reduce Parser

文節に基づく単一化文法の一案 特に任意要素類の扱

いを巡つて

Cross-Language Voice Conversion
Known  Current Prob lems  i n  Automat i c  Interpretation:

Cha11enges for Language Understanding

Strategic Lazy IncrementalCopy Graph Unification Method
シフト不変型決定論的ホ゛ルツマンマシンによる音声認識

S L-TRANSの現状と課題
波形重ね合わせ法による合成音の品質にっい て
音韻環境に応じた音声合成素片の接続方法の検討

The MapSignalremote speech editor

Experiments i n  pitch extraction

Auditory nerve f iber spike generation mode1
複合音声単位を用いた規則合成実験システム

テキスト・テ ' ータへ ースを用いた分脈自由文法の適用確率推定
種々の音韻連接単位を用いる規則合成方式の診断的な

評価

I-119
I-120
I-121

I-122
I-123
I-124

I-125

I-126
I-128

I-129
I-130
I-132
I-135
I-136
I-137
I-138
I-139
I-140
I-141
I-142

I-071
I-072

I-074
I-075

I-077
][-079
I-080
I-081
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夕 イ ト ル
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タ イ ト ル

I-143
I-144

I-145
I-147
I-148
I-150
I-151
I-152
I-155
I-156
I-157
I-161
I-163
I-164

I-165

I-166
I-167
I-168
I-169
I-170
I-171
I-173
I-174

I-175
I-176
I-177
I-179
I-180
I-181
I-182
I-183
I-184

I-185
I-186
I-190

I-194

I-195
I-196

I-197
I-203
I-204
I-205
I-206
I-207
I-208
I-209

I-210
I-214

I-215

大規模音声テーータへ ゛ースに基づく音声合成
TDNN音韻スホ'ッティンク゛と予測ハ'一サを用いた大語彙単語

音声認識

TDNNの構造の音韻認識率、 ソフトインハリアント性への影響

Hidden Markov Mode1による音韻認実験の結果

HMM音韻認識における音韻連鎖統計情報の利用

自動翻訳電話研究用言語テ゛ータへ ' ースの構成
日英対訳対応テ°ータ

日英対訳対応テ゛ータの仕様

日本語解析文法の意味表現にっい て

S L-TRANSにおける日本語文法の概要
対話テ゛ータへ一一スからの頻度情報の抽出
Generalized L R  Parsing in  Hidden Markov Mode1
素性構造の単一化に基づくハ'ーサの並列化方式

Time-Frequency SpectralEstimation of  Speech-The Role
of Variance In  Estimator Performance

A B M T  F〇R T E X T  A N D  D I A L〇GUE  a per l im inary

assessment of its potentials
研究用目本語音声テ゛一タへ ース利用解説書(連続音声テ゛ータ
編)

Automatic Language Recogn通on Using Acoustic Features
統計による音声認識候補の絞り込みに関する考察

音声認識における文法活用の有効性

音声認識用言語モテ゛ル構築に関する考察

ワーク・へーンチツールキット・ウィシ ゛ェツト
ATRにおけるNeu r a lN e two r kを用いた音声情報処理

Study on Combining HMMs and NeuralNetwork Models -
TDNN-HMM  for Phoneme Recognition-
声質変換技術と高品質ヒッチ変換法

ニューラルネットによる英単語品詞列予測モテ゛ル

ニューラルネットによる音素フイルタを用いた母音認識

Some ComputationalApplications of  LexicalFunctions
並列自然言語処理における単一化手法の高速化

中間概念を定義した知識へ ゛一ス作成手順
ATR自動翻訳電話研究所シンホ'シ゛ウムの開催

発話変動にロハ°ストなTDNNの検討

〇ve r v i e w  o f  A T R  Bas i c  Resea rch  i n to  Telephone

Interpretation
「は」 と 「が」 の処理
ATR対話テ一夕へ 一スの内容
A Fuzzy Training Approach for  Phoneme Classification
NeuralNetworks

単語間の共起関係を定義した知識ヘ ースの構成とその制

御方法

言語情報を利用した母音継続時間長の制御

A Bi l ingua lDia1ogue Database f o r  Automatic Spoken

Language Interpretation between Japanese and English

M〇NA-LISA:Mu l t imoda l〇nto log i ca lArch i t ec tu re  f o r
Linguistic Interactions and Scalable Adaptations
話者重畳型HMMによる文節認識

階層的クラスタリンク゛手法の訳語選択への応用
依存関係合成による機械翻訳システムPARTs

タイフ付き素性構造主導型生成

〇ptimization o f  Unification-based Generation
単一化文法解析生成システムのための英文法

Connect ion i s t  Large -Vocabu l a ry  Cont i nuous  Speech
Recognition

ニューラルネットヮークによる音声認識の研究̃発表論文集̃

対判定型ニユーラルネットワークの原理と時間遲れ神経回路網と

の統合によるロハストな音素認識

単語の意味力テコ゛リーを用いた係り受け整合度の平滑化

I-216
I-217
I-218
I-221
I-223
I-228
I-229

I-230
I-231

Comparing Fricatives:A SpecialAnalysis of/hi/and/C5/in

Japanese and German
日本語形態素分析の細則

言語テ゛一夕へ ' ースから抽出した知識テ゛ータの分布
歪み尺度測地線を用いた音声スへ'クトルの補間

伝送誤り  に強いvQ符号帳構成法に関する検討
Tools for Monitoring Para11elLisp Programs

Un i f i c a t i o n -Ba s e d  Par s i ng  o n  I nc reas ing  Leve l s  o f
Para11elism

Research Activities of the Speech Processing Department

Research Activities of the NaturalLanguage Understanding

Departmentand the Knowledge and Database Department for
Nov.1989̃Mar.1991

Tex t- I ndependen t  Speaker  Recogn i t i on  Using Neura1
Networks

Determining Surface Fo rm  f o r  Ind irect Speech Acts i n

English

Speech Recognition Expert Sys tem.A study on  Knowledge

and NeuralNetworks Integration

A Study o n  Expert System and  Neu r a lNe t s  for  Speech

Recognition

A Basic Introduct ion to P l ann i ng  and  Me t a-Decis ion -
Making with Uncertain Nonde terministic Actions Using
Second-〇rder Probabilities
Commu n iGat ive  Functions o f  Spoken Japanese and  I t s

Meaning Interpretation on M T  System

Research Activities o f  the Speech Processing Department,

January through Decem ber,1991

A Study of Speaker Adaptation and Speaker Individuality

Third Person Referring Expressions i n  English
話者選択手法を用いた音声認識の基礎検討

混合連続分布HMMを用いた移動ヘクトル場平滑化話者適

応方式

Discourse Management Mechanism on Spoken Dia1ogue

Processing(in an MT  System)

English-Japanese Transfer by ASURA  Framework
A Study on Language Modeling for Speech Recognition

Tree-based Unit Selection for English Speech Synthesis
S L-TRANSの日本語標準表記に関する検討
Research Activities for the NaturalLanguage Understanding

Depa r tmen t  a n d  t he  Da t a  Process ing Depar tment  f o r

Apr.1991̃Mar .1992

混合連続分布HMM移動へ -クトル場平滑化話者適応方式の
文節認識性能の評価

Automated Labe11ing of  Prosodic Aspects o f  English:Fina1

Report
単一化に基づく構文解析 :入門編  A n  Introduct ion to

Unification-Based Parsing Techniques
Easier C programming Input/output facilities

Easier C programming Some  usefu1objects

Easier C programming Dynamic programming
日英対話テ゛一夕へ -ースへの発話行為タイフ の付与方法に関す
る基礎的検討

言語テ ータ へ ース用格 ・ 係り受け関係属性付与基準 一深

層格編一

マイク入力音声で混合連続分布HMMの電話音声認識への
適用

変換知識作成のためのコーハ'ス検索テーータ

Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding

Pepartmentand the  Data Process ing Depa r tmen t  f o r

Apr .1992̃  Jan.1993

I-233

I-235

I-242
I-243

I-258

I-260

I-261

I-263
I-264
I-265
I-266

I-267
I-269
I-273
I-276
I-278
I-281

I-284

I-287

I-288

I-293
I-294
I-295
I-298

I-301

I-306

I-308
I-312
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夕 イ ト ル
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夕 イ ト ル

I-313
I-316

I-317
I-321

I-325
I-326
I-327

I-328

I-332
I-336
I-338
I-340
I-342

Rese a r ch  Act i v i t i e s  o f  t he  Speech  Process ing

Department,January through December,1992”
雑音環境下文節認識実験によるW L R ・ WG D ・ SGD S

の距離尺度の比較

ATR対話テ゛ータへ ゛一ス用英語形態素解析作業基準書
言語テ ータへ °ース用格係り受け関係属性付与基準一表層格
編一

文脈自由文法を用いた連続音声認識

日本語形態素解析法の評価

ニューラルネットヮークを用いた話者適応化および不特定話者連

続音声認識の研究一発表論文リストー

The  A T R-CM U  Conference Registrat ion Task  Speech
Database Users Guide

音声言語翻訳実験システムASURAの対象コーハ'ス

雑音環境下連続音声認識および話者適応に関する研究

自動翻訳電話国際共同実験の実施報告

ATR対話テ ータへ ' ース用会話収集と文字化
The Need for Second-order Probability Distributions Under
Repeated Trials with Nonlinear Utilities or Catastrophic
〇utcomes

I-345
I-347
I-348
I-349
I-351

I-352
I-360
I-368
I-370

The  Meanings o f  Ability Utterances wi th  Applications to

Dia1og Understanding
音声認識のための音声分析とラへ、ル変換
S/Splus for Speech Processing Research at ATR/1TL

Japanese generation within ASURA  Homework

A English Analysis Grammar in a Un流cation-based frame
work

音声テ゛ータ・ラへ'リンクー・マニユアル
LRハ' ーサ゛の応用法

Results of the ABDUCK Disambiguation System ABDUCK

Mu l t i -Agent  Communicat ion and Commitment and The
BEH〇LDER family of algorithms for scheduling multiple

para11e1 uncerta in processes u n d e r l i m i t e d -resorce
conditions

Rese a r ch  Act i v i t i e s  o f  the  Speech Process i ng

Department,Januarythrough March,1993

Research Activities of the NaturalLanguage Understanding

Department and the Da t a  Process ing  Depa r tmen t  f o r

February1993̃March1993

I-372

I-374

ATR視聴覚機構研究所 〒619-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内  (0774)951162

電話 :-
国 際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 1 6 2

N0.

夕 イ ト ル

A We i g h t e d  Cepa t r a lD i s t a u c e  Mea s u r e  f o r  Speech

Recegnition

Inter -aura lSpeech Spectrum Representation by Spatio -
TemporalMasking Pattern
ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ーデ イ ン グ

Evaluat ion o f  a Spectrum Target Prediction Mo d e l i n

Speech Perception
リ ス プ マ シ ン 用 イ メ ー ジ ス キ ャ ナ 接続プ ロ グ ラ ム  K
A O R U
U n i x の セ キ ュ リ テ ィ に関する考察

高速視覚刺激提示装置ATRタキストスコープ

漢字デー タベースC  H I C
ATRタキストスコープ制御ソフトウェア -ATRTSPとク゛ラフイックコンハ'イ

ラ ー

Properties of  visualmemory for b1ock patterns

Di sp l a cemen t  l i m i t s  f o r  reversed r a n dom -do t
cinematograms
網膜モデルT  A M  I Tの計算機シミュレーシ ョ ン
sT Ax sR A Proの周波数特性 一人工耳及びタ゛ミーへツドに
よ る 測定一

コネクショニストモデルと認知心理学

テクスチャ一識別の心理学的研究の展望

A study of binocular vision using visualevoked potentials
音の鋭さと振幅包絡

時空間フイル夕を用いた運動視知覚モデルの検討

〇n the Approximate Realization of Confinuous Mappings
by NeuralNetworks
アイコンに関する研究および標準化の動向

研究用目本語音声デー タ ベ ース利用解説書

Direction Discr iminat ion and  Pattem Sagregation wi th

Isoluminant Chromatic Random-Dot Cinematograms
誘発電位記録解析システム

N0.

夕 イ ト ル

A-001
A-003

A-005
A-006

A-007
A-008
A-009
A-010
A-011

A -012
A -014

A-015
A -016
A -017
A-020
A-021
A-022
A-023
A -024

A -025
A-026
A -027

A -028

A-029
A-030

A-031
A-033
A-034
A-035
A -036
A -037

A-038
A -042

A -043

A -045
A-046
A-047

A-048

A-049
A-050
A-051
A-052
A-053

A-054
A-055

V M S 版 S  A Sの使い方

リスフマシンの音声処理ユーティリティー -SPIRE,synthesizer,PEF

入門一

認知地図形成過程のモデル化に関する 一考察

on the Capabilities o f  NeuralNetworks
聴覚実験用へ ツ ド フ ォ ン ア ン プ シ ス テ ム
アイコンの認知容易性に関する諸要因の検討

ゲシュ夕ルト心理学の流れを汲む最近の視知覚研究

パ タ ー ン の良 さ判断に対す る シ ン メ ト ロ ピー尺度の有

効性

ATR  NeuralNetwork Research on Speech Processing
マルチD  S Pで構成する多チャンネル空咼手フイルタバ
ンクの試作

乳児の泣き声における音響特徴の分析とカテゴ リ 一判
断の単位

A11iant,Convex,Ncubcのアーキテクチャとハ'フォーマンス

A ComputationalCochlear Nonlinear Preprocessing Mode1

with Adaptive Q Circuits
視覚 ・ 認知機構研究における並列処理計算機N C U B
Eの利用にっい て

視覚 ・ 認知機構研究における並列処理計算機NcuBEの
利用にっい て  (フロク゛ラム仕様付)

日本人とァメリカ人における英語/r,1,w/音知覚の手掛かり

音の高さの知覚

Sharpness and amplitude enve1opes o f  broadband noise

Effects of Preceding Scale on Me1odic Pitch Interva1

Mod e l i n g  o f  con t e x t u a l e f f e c t  based on  spect ra lpeak
interaction

PerceptualUnits of the Infaut Cry

Mot ion and depth perception w i t h  dichopt ic-sequentia1
presentation of random-dot patterns
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A-056 Trajectory Formation o f  A r m  Movemen t  by Cascade
NeuralNetwork ModelBased on Min imum Torque-change
Criterion

〇bjective Functions for Improved Pattern Class流cation

with Back-propagation Networks
A Hybrid Speech Recognit ion System Using H M M  an
LVQ-trained Codebook
ATR視聴覚機構研究所画像入出力システムの概要

E M M  Speech Recogn i t ion  using DFT  a n d  Audi tory

Spectrograms

Ident流cation o f  Kanji and Kana characters within Japanese
words

日本語の視覚的処理単位一単語認識過程における諸現

象 一

音とは何か一NaturalCoverpntation,W.Richard E d 第 4章

よ り 一

神経回路モデルによる画像の情報処理にっい て
文書画像検索システムCHASERS

ニ ュー ラ ル ネ ッ ト ヮー クを用いた手書き文字認識

C Gを用いた心理実験に基づく空間認知モテ'ル
C Gを用いた心理実験に基づく方向評定モァル

H M M  Speech Recogn i t ion using DFT  a n d  Auditory

Spectrogram
可変残響室の残響時間測定

スケルトンを用いた階層的形状記述およびニュー ラ ル

ネ ッ ト に よ る階層的形状識別

ノ イ マ ン を越えて一視聴覚認知機構研究における並列
計算構成にっいて一

目本人発話の英語及び外国人発話の日本語のプロソデ

イ に 関 す る 研 究

音声 ・ 発話障害の定量評価に関する研究

UNIX版SASの使い方

聴覚実験用へツドフォンの歪率の測定

3次元知覚における手がかり間の相互作用

Psychoacoustic evidence for the contextualeffect mode1

〇ptimizat ion  and  Learn ing  i n  N e u r a l N e t w o r k s  f o r
Formation and Contro1of Coordinated Movement

A N e w  HMM/LVQ  Hyb r i d  A l g o r i t hm  f o r  S p e e c h

Recognition

T h e  proo f read ing  o f  J apanese  sentences :v i sua1 ,and

semantic processing

E f f e c t s  o f  the Preceding Sca l e  o n  Me1od i c  Interva1

Judgment in Terms of  Equality and Size
M c  Gurk Effect under Conditions with or without Noise

Extraction o f  the Nonlinear G1obalCoordinate System o f  a

Mainfold by a Five Layered Hour-Glass Network
音声録音系の諸特性

A glottalwaveform mode l f o r  high quality speech synthesis

Un i x上の音声研究用ツール ーS p e e c h  Too l s  Command s
Manua1-
Acoustic and Physiu1ogicalCharacteristics o f  Traditiona1

Singing in Japan

The effect o f  experiment variables on  the perception o f

American English/r,1/for Japaneselisteners
視覚認知用語集

陰影による形状知覚と単眼立体視モァル

多重解像度による点ハ'ターンの構造化モテ - ル
Computat iona lTheory and  Neu r a lN e two r k  Mode l s  o f
Interaction Between VisualCorticalAreas

運動視と商眼立体視の相互関係一運動視 ,立体視の成

立と両眼入力画像の時間関係一

神経回路モテ -ルを用いた重なったハ'ターンの分離

A-109

A-111
A-112

A -113

A-114

A-115
A-116
A-117

A-118
A-119

Static Analysis o f  Posture and  Movemen t ,Us i n g  a 1 7-
muscle Mode1of the Monkey' s Arm
帯域制限ランタ゛ムドットに誘導される正方向の運動残効

MathematicalConnections between the probability,Fuzzy

set,Possibility and Dempster-Shafer theories
S imp l i f y i n g  Discont inu i ty  Detect ion w i t h  an Eye  o n
Recognition

Neura1-Network Contro l fo r  a C1osed-Loop System using
Feedback-Error-Learning
Recurrent LVQ for Phoneme Recognition
視聴覚特殊実験室の音響特性

Investigation of Headphones Suitable for Psychophysica1
Experiments

Auditory Spectrograms i n  H M M  Phoneme Recognition

E f f e c t  o f  Wo r d  Fam i l i a r i t y  o n  N o n -na t i v e  Phon eme
Perception:Identification o f  English/r/,/1/,and/w/by Native

Speakers of  Japanese
音程を変えて発話した暖議き声の音響分析

〇n the Role o f  F〇 i n  VowelIdentification

A ComputationalMode1of Four Regions of the Cerebe11um

Based on Feedback-error-learning
識別学習論による音声認識

文字構造抽出の研究一手書き文字品質の人間の主観評

価に準じた品質決定要因による客観的定量評価一

Equilibrium Point Controlof  a Monkey A rm  Simulator by a
Fast Learning A rtific ia lNeura lNetwork

Feedforward Neura lNetwork  Model ing o f  Target-directed
A r m  Movemen t  Wh i c h  Reproduces Speech -Accuracy
Trade-of f
E n h a n c e d  D i s c o n t i n i v i t y  De t e c t i o n  f r o m  Po s t u a l t e d
Discontinities

GPD  Training o f  Dynamic  Programming-Based Speech
Recognizers

Auditory front-end i n  DTW  word recognition under noisy,
reverberant and multispeaker conditions

Stability Constraints for the Equilibrium-Point Hypothesis
Applicability of 〇rented Filters to Edge Detection Motion

Analysis

Recognition of Manipulated 〇bjects by Motor Leaming with
Modular Architecture Networks

UNIX上の音声研究用ツールー Speech Tools-
Speech Tools ManualPages

Re l a t i v e  P i t c h  Judgement s  f o r  Fo rman t  St ruc tu red
Broadband Noise

The Effects of Tempo and Pitch on  the Judgement of  Infant
Cries

SpatioemporalProperties of Motion Perception for Random-
Check Contrast Modulations

Second-〇rder System;Its Ro le  and Mechanism
Accurate  Reconstruct ion o f  3 D  Scenes f r om  Mul t i p l e
Imprecise and Uncertain Data

VisualTrajectory and Stiffness E11ipse During Multi-Joint
A rm  Movement Predicted by NeuralInverse Models
A Para11e1-Hierarch ica lNeura lNetwork Mode l f o r  Motor
Contro1of A Muscu1o-SkeletalSystem
Rhy thm  Type a n d  Art iculatory Dynamics  i n  Eng l i sh ,
French,and Japanese
画像の不連続を利用した陰影からの形状推定

Error  To l e r a n t  Me t h o d  f o r  I n v a r i a nce  Bsed  Feature

Correspondence

Unsupervised Learning o f  Recept ive Field Fami l ies  on

Regular Frids

A-060

A -061

A-062
A-063
A-064

A-066

A-067
A-069
A -070
A -071
A-072
A-073
A-075

A-076
A -077

A-078
A-079

A-080
A-081
A-082
A-083
A -084
A-086
A-088

A-091

A-092

A-093
A-094
A-095
A-096
A-098
A-099

A-120
A-121
A-122

A-123
A-124

A-125

A-128

A-129

A-130

A-131
A-133
A-134

A-135
A-136
A-137
A-138
A-139

A-140

A-141
A-142

A-144
A-145

A-147

A-148
A-149
A-150

A-100
A-101
A-102
A-103
A -105

A-106

A -108
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N〇.

タ イ ト ル

P o i n t  Con f i g u r a t i o n  I nva r i an t s  u n d e r  S i m u l a n e o u s
Projective and Permutation Transformations

Direct Estimation o f  Multiple Disparities for Transparent

Multiple Surfaces i n  Binocular Stereo
ウェ一フ゛レット表現を用いた演算子形式による多重方向検出

̃重ね合わせの原理に基づく  多重方向同時検出演算子

Discriminative Feature Extraction

Recognition by Combinations of Paraperspective Images
特徴点対応に基づいた運動立体視におけるトランスへ'アレンシ

Dyn am i c  Ceps t rum  Parameter  Incorporat ing  T im e -
Frequency Mask i n g  a n d  I t s  App l i ca t i on  to Speech

Recognition

N 0.

A-164
A-165
A -166
A-167
A-168
A-169
A-170

A -171
A-172

夕 イ ト ル

A-153

A-154

A-155

温度差つき遺伝的アルコ゛リス゛ムの収束

アニーリンク゛スケンュールの定数倍加速

F0調節の生理機構に関する磁気共鳴画像(MRI )の分析

自由手書き文字認識の研究

喉頭筋の非侵襲計測と韻律制御の生理機構

母音にお け る 音声 と ロ唇形状の視 J穂覚に関する研究
( そ の 1 .  母音口形連続体における視知覚)

A So f twa r e l i b r a l y  o f  C十十 class objects f o r  bio1ogica1

structure modeling
外舌筋収縮力空間における調音軌道の作成

Production and  Perception o f  the Consonan t a lVo i c i n g

Distinction i n  Speech w i thout  VOT:An  Acoustic Study

Using Electric Larynx Speech
口唇の調音動作を実現する生理学的モデル

A-156
A-157
A-160

A-162
A-173

ATR光電波通信研究所 -f619-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内  (0774)951162

電話 :-

国 際  +81774951162

N〇.

タ イ ト ル

昭和61年度試作MMIcの能動素子特性評価
光衛星間通信に適用可能な光テ'ハーイス,通信方式に関す

る調査報告書

偏光変調/直接検波方式に関する実験的検討

衛星間通信に際しての地球大気分子による吸収の計算

L U F E T  MM I C ;多層化MM I Cの試作検討一第 1 次 試 作

GaAs FETのAC小信号モァルハ'ラメータのハ、イアス依存性評価

S i選択ドーフGaAs/AIGaAs量子井戸構造の発光応答

有限要素法を用いた導波路の電磁界解析フロク 'ラムマニュアル

T〇WA R D S  E X P E R I M E N T S  I N  FUNCT I〇NAL

〇PTICAL CHA〇S

有機高分子の非線形光学効果に関する調査

選択ト ーフ量子井戸のサフ゛ハ'ンド構造とサフ'ハンド間吸収

の解析

Tera Hertz Coherent Radar

Electronic structures of GaAs-AIAs  Superlattices
トランスホ'リアセチレン・ソリトン付近の振動モードの研究

非線形動力学の立場から見た神経回路網とその情報処

理機能

「非線形動力学のApplicabilityワークショッフ 」 報告
多重伝搬路内におけるアンテナ特性の解析と多重波干渉除

去技術への応用
リミットサイクルを理め込んだ、非対称な結合行列を持つ、神

経回路綱の記憶想起特性

マイクロ波回路小型化の研究

マイクロ波回路非線形テハイス回路の研究

GaAs/AIGaAsおよびInGaAs/AIGaAs量子井戸構造にお

けるサフ゛ハー,ド間遷移
sI Msによる化合物半導体中の不純物分析
A T R に お け る高周波回路の研究 一超小型 ・ 高機能

MM I C

光衛星間通信実験用光変復調器の構成と特性

成層圏無線中継航空機を用いた字富光通信実験

GaAs ( 111 )MBE成長とS iドーヒ'ンク、

高濃度s iトーーフ'GaAsのラマン錯乱と量子井戸サフハント゛間
吸収の外部光制御

有限要素法を用いた2次元静電場解析フロクラムマニュアル

N〇.

〇一029

#〇一030

夕 イ ト ル

#〇一001

〇一002

〇一003

〇一004

#〇一005

#〇一006

〇一007

#〇一008

〇一009

〇一010

〇一011

〇一012

〇一013

〇一014

〇一015

〇一016

〇一017

〇一018

G aA s表面・界面の制御

有限要素法による損失のある 2次元導波路の特性解析

フロク゛ラムおよびその解析法を用いたMM  I C用低損失
線路の検討

空間回路網法を用いた周波数特性解析フロク゛ラム

マイクロ波帯移動通信のためのアンテナ・ 給電系ハートーウェァの検

討

多重波伝搬特性と等化方式の研究

スロット結合マイクロストリッフアンテナ

テラへルツ・イメーシ 、,ク ・レ一夕
Superresolution o f  Multipath Delay Profiles Measured by
PNCorrelationMethod a n d l t s  Application to Indoor

Propagation Analysis

BER  Performance o f  Anti-Multipath Modulat ion  Scheme
PSK-VP  and its 〇ptimum Phase-Wavefor m
In-Room Transmission BER  Performance o f  Anti-Multipath
Modulation P SK-VP
偏光変調/コヒーレント検波方式に関する実験的検討

光空間制御アレーアンテナの励振分布と放射特性

ATR光電渡通信研究所の5年間の歩み

MM Icの超小型化 ・ 高機能化技術の研究
1991年度MMIc研究成果報告
Mode11ing o f  S1ot Coup l ed ,C i r cu l a r  Microstrip Patch
Antenna Elements

移動体衛星通信用DBFアンテナ信号処理部の構成とその特

性

MM Ic回路構成法の研究
球面走査アンテナ近傍界測定におけるアライメント誤差の影響

4 m 111 大型球面走査アンテナ近傍界測定システムの開発とその評
価

ElectricalContacts on ( 111 )A  GaAs

ワニエ・シュタルク局在現象を利用した自已電気光学効果素子

High Speed Fiber 〇ptic L i n k  Deve1opment for  Persona1

Communication Systems
MMIC非線形テ゛ハ°イス回路の研究

GaAs ( 1 11 )A面上の横方向p -n接合と段差基盤上のMBE
成長シミュレーション

移動体衛星通信用アクティフ゛アレーアンテナの研究

#〇一031

〇一033

〇一034

〇一035

〇一036

〇一037

〇一038

〇一039

〇一040

〇一041

〇一042

〇一043

〇一044

〇一045

〇一046

〇一047

〇一048

〇一049

〇一050

〇一052

#〇一054

〇一056

#〇一058

〇一060

#〇一019

#〇一020

〇一021

〇一022

#〇一023

〇一024

〇一025

〇一026

〇一027

#〇一028
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N〇.

タ イ ト ル

N 0 .

タ イ ト ル

#〇一061

#〇一062

〇一063

〇一064

〇一065

# 0-066
〇一067

#〇一068

#〇一069

#〇一070

#〇一071

〇一073

#〇一074

#〇一075

#〇一076

〇一077

#〇一078

#〇一079

#〇一080

〇一081

0-082

#〇一083

#〇一084

#〇一085

#〇一086

#〇一087

#〇一088

#〇一089

#〇一090

#〇一091

Quasi-〇ptic Electrooptic Modulator o n  LiNb〇3
MMICテ゛ハ 、イスフロセス技術

ヒ ゛ームスへ' ースCMAアタ -フティフ゛アレー
室内における多重波伝搬特性の研究 .

ニューラルネットワークを用いた適応等化器の研究

マイクロ波ミリ波帯小型フイルタの研究

スロット結合型円形マイクロストリッフアンテナの端子間相互結合特性

GaAsハ'ターン基盤上でのGaAsの分子線工ヒ'タクシーにおけ る

Ga表面拡散長の異方性

GaAs選択エツチンク゛用H F + H 2 0 2 + H 2 0混合液の基本特
性

GaAs(001)ハ' ターン基板上でのGaAs/AIGaAs多層膜の分子
線エヒ'タクシ一中のファセット成長

GaAs(111)Aハ'ターン基板上でのGaAs/AIGaAs多層膜の分
子線エヒ'タクシ一中のファセット成長

ヒ゛ーム伝搬法によるステッフ型光導波路の解析

非線形夕゛イナミックスを利用した新機能素子の研究

Design of Mi11imetre Wave PersonalRadio Systems Using
Fibre 〇ptic Links
HBTの光マイクロ波集積回路への適用
フェース゛ドアレーアンテナの適応制御に関する研究

GaAs ( 1 1 1 )A面上におけるDBR用多層膜のMBE成長

スぺ ク ト ル領域法を用いた ス ロ ツ ト 結合円形マ イ ク ロ

ス ト リ ッ プ ア ン テ ナ の 解析

MBE成長による(11 1 )A面GaAs段差基板上への横方向

p-n接合の形成とその応用
セルラ基地局の送受信アンテナ指向性制御による周波

数利用効率の改善

D B F アンテナにおける A / D変換器の有効分解能に
関する検討

ビーム伝搬法による分布屈折率型光導波路の解析

M B E 成 長 に よ る ( 1 1 1 ) A 面 G a A s 基 板 上 へ の
GaAs/AIGaAs aの成長とその応用

Piezoelectric effect in InGaAs/GaAs quantum wel ls grown
〇n(n11 )A-oriented GaAs substrates(n=1,2,3,4)

P A L - S  LMの基本特性とその応用可能性

M B E 法 に よ る ドーハ'ントSiのみを用いたGaAs(111 )A面上

GaAs,AIGaAs/GaAsLED構造の成長

Softwave for design of  semiconductor multilayer structures

Study of some adaptive eigenspace algorithms for antenna
arrays

The  Growth o f  High Quality InGaAs quantum we11s on
GaAs(111)Asubstrates

ワニエ・シュタルク局在効果を利用した半導体光素子,wsL -
sEEDの動作特性【I I I 】  非線形電気回路、 s-sEEDの
ホ'テンシャル関数法による動作性解析:準安定状態を経由

し た 3 状態間遷移および光 ト ラ ン ジ ス ターの実現
ワニ工・シュタンク局在効果を利用した半導体光素子,wsL -
S E EDの動作解析【 II 】 W S L-S E E Dにおける光吸収
飽和特性、 及びそれを利用した光微分器の実現

ワニエ・シュタルク局在効果を利用した半導体光素子,wsL -
sEEDの動作解析 【III】
半導体超格子中の 「一 X t r a n s f e rのキャリア輸送に対す

る影響

ミ リ 波 帯 M M  I C バ ラ ン ス型 ア ッ プ コ ンバー タ

A h igh  resolution algorithm for  detection-estimation o f
narrow-bandsignals us ing  sensor arrys w i t h o u t

eigendecompositions of data correlations
GaAs ( 111 )A面上デル夕 ドープGaA s層における不純物
の拡散

ミ リ 波 帯 高 ア イ ソ レー シ ョ ン M M  I C F E T ス イ ッ チ
の検討

広帯域信号に対応したビーム ス ペー ス形C  M A ア ダ プ
テ ィ ブ ア レー

#〇一100

#〇一101

#〇一102

#〇一103

#〇一104

#〇一105

#〇一106

#〇一107

#〇一108

#〇一109

#〇一110

#〇一111

#〇一112

#〇一113

#〇一114

# 0-115

#〇一116

#〇一117

#〇一118

#〇一119

#〇一120

#〇一121

#〇一122

#〇一123

#〇一124

#〇一125

#〇一126

#〇一127

#〇一128

#〇一129

#〇一130

#〇一131

#〇一132

#〇一133

#〇一134

#〇一135

#〇一136

#〇一137

#〇一138

#〇一139

M B  E 法 に よ る S  i ( 1 1 1 ) 基 板 上 G  a A sへテロ
エピ夕キシャル成長

多 自 由 度 複 雑 掲 ダ イ ナ ミ ッ ク の 研 究 一 その理解 と応

用 一

カオスと量子現象一 メ ゾ ン コ ピ ッ ク 系 と レーザ一系一

超潤滑一摩擦ゼロ となる状態一

Method(sMP )の多重波遲延時間に分解能特性に関する
研究

光 / ミ リ 波 無線 リ ン ク シ ス テ ム の設計 と 構築

レーザマイクロビジョンの高速高分解能信号処理方法

波長1.06µ m帯ネォジウム添加光ファイバ一增幅器

GaAs/AIA s  t ype超格子における光励起電流発振
非静止衛星通信ネッ ト ワークにおける光衛星間通信パ

ラ メ ー タ に 評 価

I n 系超格子におけるワニエシュタン ク局在効果とそ
の応用

非線形有機光学材料の設計論

ア ダ プ テ ィ ブ ア レー アンテナと最ゆ う系結合推定の結

合 一 所 望 波 と 遲 延 波 の 分 離 最 合 成 ア ル ゴ リ ズ

ム ー

方向性結合器を用いたマ イ ク ロ波 ト ラ ン スバーサ ル フ

イル夕研究

D B Fマルチビームア ン テナデ イ ジ タル信号処理部の
開発

B S C M A ア ダ プ テ ィ ブ ア レーア ン テ ナ デ イ ジ タ ル 信
号処理部の開発

D B F セ ル フ ビーム ス テ ア リ ン グ ア レー ア ン テ ナ 信 号
処理部の開発

D B F マルチビーム ア ン テナデ イ ジ タ ル信号処理部の
開発

B S C M A ア ダ プ テ ィ ブ ア レー ア ン テ ナ デ ィ ジ タ ル 信
号処理部の開発

D B F セルフビーム ス テ ア リ ン グ ア レー アンテナ信号
処理部の開発

〇pticalProcessing Multibeam ArrayAntenna
車 載 デ イ ジ 夕 ル ビー ム フ ォ ー ミ ン グ ア ン テ ナ に よ る 衛

星電波の追尾受信実験

I M S  L よ り 給 電 さ れ る ス ロ ッ ト 結 合 マ イ ク ロ ス ト リ
ッ プ ア ン テナ

小型 ・ 低損失マイクロ波フイルタの研究

ミ リ 波帶多層化MM  I Cの研究
通信網の発達に伴 う ト ラ ヒ ッ ク 理論の機能的困難 と克

服への展望

GaA s ( 1 1 1 ) A基板における成長前表面処理とその表面状
態の研究

高指数A面段差基板を用いた横型トンネル結合デバイ

スの研究

レーザマイ ク ロビジ ョ ンの信号処理
リ ア ル 夕 イ ム レー ザ マ イ ク ロ ビ ジ ョ ン

〇p t i c a l s w i t c h i n g  app l i ca t i ons  o f  de l a y ed  f e edback

nonlinear systems

Adaptive Selection o f  〇sci11ation Mode in a CpticalRing to
Avoid Co11ision

ミ リ 波 ブ リ ッ ジ 型 M M  I C ス イ ッ チ
A V  S を 用いたニュー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク の 可 視 化 シ ミ
ユレー シ ョ ン

単 一 ドーパン  トS iのみを用いたGaAs ( 1 1 1 )A段差基板上
横方向サフミクロンキャリ封じ込め構造のMB E 成長

サ イ ク リ ッ ク 拡 散 符 号 を 用 い た 広 帯 域 ス ぺ ク ト ラ ム 拡

散通信方式

D B F セルフビーム ス テ ア リ ン グ ア レー ア ン テ ナ
自己発振型光マイクロ波ミキサ

ミ リ波小型平面アンテナの開発

GaAs(311)A面 ・ 面発光レーザ

#〇一092

#〇一093

#〇一094

#〇一095

#〇一096

#〇一097

#〇一098

#〇一099
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編集後記
先般、 ATR人間情報通信研究所が中間期として基盤技術研究促進セン夕一に2回目の技術評価を受けました。今回は

その内容を中心として記事を組んでおります。  ATR人間情報通信研究所の研究成果の一端を読者の皆様に充分にお伝え

できれば幸いと考えております。

昨今は基礎技術研究分野においても、学術的成果に加えて経済的な成果を要求する声が日增しに高くなってきており

ます。基盤技術研究促進センタ ーによる中間技術評価は、  今回のATR人間情報通信研究所、 次のATR知能映像通信研究
所と続きますが 、弊社 と して も読者の皆様に一つでも多 くその成果な り をご利用いただき 、社会に還元される こ と を強

く願うものです。

紙面で分かりにくぃ部分等にっいてはご違慮な くお問い合わせ くだ さ る と と も に 、今後 も皆様のよ り一層のご理解 と
暖かぃご支援をお願いいたします。

ATR知能映像通信研究所 企画課長 荻原 正夫

(現目本電信電話㈱ 関西法人営業本部)

ATR Jou rna l第31号 1 9 9 8年 5月 1日発行

e発行 ・ 編 集

e製
e定
作

価

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

T 6 1 9-0288
京都府相楽郡精華町光台2丁目2番地

( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 1 1 (大代表 )

学会セン夕一関西

4 0 0円 (税込 ・ 送料別)

本紙記事の無断転載を禁じます。ｩ

1998 (株 )国際電気通信基礎技術研究所



ATRグループのご紹介 ATRグループは電気通信分野における基礎的 ・ 独創

的研究の一大拠点と して内外に開かれた研究所を設立

する構想のもとに産 ・ 学 ・ 官の幅広いご支援をぃただ

き1986年3月に設立しました。

ATRグループは研究活動を行つている4つの研究会

社(4R&D会社)と、 既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている4つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の9つの株式

会社の総称です。

4R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕一からの

出資70%、 民間約140社からの出資30%で構成されて

います。

国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対し、

建物スペー ス ・ 研究施設の貸与 ・ 研究者の確保 ・ 派

遣、研究資金の出資、研究企画の支援、各種事務の援

助など、総合的な支援を行うとともに4成果管理会社

に対する研究成果の管理 ・ 販売などの各種の支援を行

っています。

ATR の WWW ホームページのご案内

アドレス http://www.atr.co.jp
役に立つ様々な情報を公開しています。今後も随時拡充予定です。

皆様のアクセスをぉ待ちしております。

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Journa1新規購読申込

口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号 : T R -  -

口ご意見、ご要望等

TEL : ( 0 7 7 4 ) 9 5 1177
FAX : ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 178

口送付先変更連絡
口研究用ソフトゥェア購入申込
【ソフトゥェア名整理番号:

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ ガ ナ

お 名 前

送 り 先

口人事異動

口住所変更

口その他
付

先

会 社 名

部 署 名

T E L

ご意見ご要望

●ATR ジャ ーナルのご購入希望、 送付先変更等をお寄せ下さる場合には、 上記にご記入の上、 FAx等でご送付下さい,
●送付先変更以外については、 変更後の相に必要事項をご記入願います。




